
●アプリケーションは iPhoneまたはAndroid でご利用いただけます。
●Apple、Apple のロゴ、iPhoneは、米国およびその他の国で登録されたApple Inc. の商標です。
●App Store は Apple Inc. のサービスマークです。
●iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
●Android、Android ロゴ、Google Play、Google Play ロゴは、Google LLCの商標または登録商標です。

スマートフォンでご覧いただけるアプリをご提供しています。
ビジュアルから各部の使い方がわかるなど便利な機能を搭載しています。

ダイハツ取扱説明書アプリのご案内

iPhone 用 Android™用

シートベルトを締めましょう
●車両の仕様等の変更により本書の内容が車両と一致しない場合がありますのでご了承ください。

最寄り

取扱説明書（抜粋版）は従来に比べ、大幅にページ数を削減しているため、
印刷や輸送に伴うCO2排出量の低減が見込まれます。
ダイハツは持続可能でより良い社会の実現にこれからも貢献していきます。

取扱説明書（抜粋版）
よくお読みになって使用してください。
取扱説明書はお車の中に保管しましょう。
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ご愛車のために
お車をゆずられる際は、次のオーナーのために必ず本書をお車に付けておいてください。
• 車の仕様変更により、本書の内容やイラストがお車と一部異なる場合がございますがご了承ください。
• 本書は別冊の「メンテナンスノート」とともに、いつもお車に保管しておいてください。
• ご不明な点は、ご購入先のダイハツサービス工場（営業スタッフ）におたずねください。

本書の内容について
• お客様のお車にはない装備の説明が記載されている場合があります。
• ダイハツサービス工場で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについては、そ
の商品に付属の取扱説明書をお読みください。

お問い合わせには、あらかじめ次の事項に
ついて確認の上、ご連絡願います。

車名および型式、登録番号
ご購入年月日
走行距離
お客様のご住所、お名前、電話番号

●印刷＝2025年XX月XX日　●発行＝2025年XX月XX日
250000-1

お問い合わせ、ご相談は、ご購入いただいたお店、
最寄りのダイハツ販売会社、または

ダイハツお客様コールセンターまでお願いいたします。

▼取扱説明書（詳細版）のご案内
ダイハツ工業株式会社ホームページにて、取扱説明書（詳細版）を電子データ形式で
ご提供しています。
取扱説明書の提供ページで「Gran Max」を選択し、閲覧してください。

取扱説明書の提供ページ
https://www.daihatsu.co.jp/service/torisetu/index.htm

なお、取扱説明書（詳細版）の紙書籍をご用意しています。
ご購入を希望される方は、ダイハツサービス工場にご相談ください。

本書は安全に関する情報、万一の場合に必要となる情報を抜粋した取扱説明書です。
さらに詳しい取り扱い情報は、スマートフォンでご覧いただける「ダイハツ取扱説明書アプ
リ」、または「取扱説明書（詳細版）」に記載しています。
お車に乗られる際には、「ダイハツ取扱説明書アプリ」、または「取扱説明書（詳細版）」も併
せてお読みください。
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総目次
イラスト目次 イラストから検索

1 安全・安心のために お客様に必ずお読みいただきたいこと

2 計器の見方 メーター・警告灯／表示灯の種類・見方など

3 各部の操作 ドア・ドアガラスの開閉や、運転操作前の調整など

4 運転 運転に必要な操作やアドバイス

5 室内装備・機能 室内装備の使い方など

6 お手入れのしかた お車のお手入れ・メンテナンスの方法

7 万一の場合には 故障したときや、緊急時などの対処

8 車両情報 お車の仕様やお好みに合わせて選べる機能の情報など
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知っておいていただきたいこと
 

  不正改造について  
lダイハツが国土交通省に届け出をした部品以外のものを装着すると、不正改造になることがありま
す。

l車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、お車の性能や機能に適さない部品を装着すると、故
障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

lハンドルの改造は絶対にしないでください。ハンドルには SRS エアバッグが内蔵されているため、
不適切に扱うと、正常に作動しなくなったり、誤ってふくらみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

l次の場合はダイハツサービス工場にご相談ください。
• タイヤ・ディスクホイール・ホイール取り付けナットの交換
異なった種類や指定以外のものを使用すると、走行に悪影響をおよぼしたり、不正改造になること
があります。
• 電装品・無線機の取り付け・取り外し
電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につながるおそれがあり危険で
す。
RF送信機の取り付けについては P. 4 も参照してください。

lフロントウインドウガラス、および運転席・助手席のドアガラスに着色フィルム（含む透明フィル
ム）などを貼り付けないでください。視界を妨げるばかりでなく、不正改造につながるおそれがあ
ります。

  故障診断コネクターなどへの電装品取り付けについて  
 

故障診断コネクターなどに、点検整備用の故障診
断装置以外の電装品を取り付けないでください。
電子機器に悪影響をおよぼしたり、バッテリーが
あがったりするなど、思わぬトラブルを招くおそ
れがあります。

 

KBPA010002
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  車両データの記録について  
お車には、車両を制御するためのコンピューターが複数装備されており、車両の制御や操作に関する
データなどを記録しています。
グレード・オプション装備により記録されるデータ項目は異なります。
なお、コンピューターは会話などの音声や車内の映像は記録しません。
lデータの取り扱いについて
ダイハツおよびダイハツが委託した第三者はコンピューターに記録されたデータを車両の故障診
断・研究開発・品質の向上を目的に取得・利用することがあります。
なお、次の場合を除き、ダイハツおよびダイハツが委託した第三者は取得したデータを第三者へ開
示または提供することはありません。
• お車の使用者の同意（リース車は借主の同意）がある場合
• 警察・裁判所・政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合
• 統計的な処理を行う目的で、使用者や車両が特定されないように加工したデータを研究機関などに
提供する場合

【ここでいうダイハツは、ダイハツ工業株式会社を意味しています。】

  イベントデータレコーダー  
お車には、イベントデータレコーダー（EDR）が装備されています。EDRは、一定の衝突や衝突に近
い状態（SRSエアバッグの作動および路上障害物との接触など）が発生したときに車両システムの作
動状況に関するデータを記録します。EDRは車両の動きや安全システムに関するデータを短時間記録
するように作られています。ただし、衝突の程度と形態によっては、データが記録されない場合があ
ります。
EDRは次のようなデータを記録します。
l車両の各システムの作動状況
lアクセルペダルおよびブレーキペダルの操作状況
l車速
これらのデータは、衝突や傷害が発生した状況を把握するのに役立ちます。
注意：EDR は衝突が発生したときにデータを記録します。通常走行時にはデータは記録されません。
また、個人情報（例：氏名・性別・年齢・衝突場所）は記録されません。ただし、事故調査の際に法
執行機関などの第三者が、通常の手続きとして収集した個人を特定できる種類のデータと EDR データ
を組み合わせて使用することがあります。EDRで記録されたデータを読み出すには、特別な装置を車
両または EDR へ接続する必要があります。ダイハツに加え、法執行機関などの特別な装置を所有する
第三者が車両または EDRに接続した場合でも情報を読み出すことができます。
lEDRデータの情報開示
次の場合を除き、ダイハツは EDRで記録されたデータを第三者へ開示することはありません。
• お車の使用者の同意（リース車は借主の同意）がある場合
• 警察・裁判所・政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合
• ダイハツが訴訟で使用する場合
ただし、ダイハツは
• データを車両安全性能の研究に使用することがあります。
• 使用者・車両が特定されないデータを調査目的で第三者に開示することがあります。

【ここでいうダイハツは、ダイハツ工業株式会社を意味しています。】
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  RF 送信機の取り付けについて  
お車へ RF 送信機を取り付けると、次のようなシステムに影響をおよぼす可能性があります。
lEFI※ コンピューター
lスマートアシスト
lVSC
lSRSエアバッグ
lシートベルトプリテンショナー
悪影響を防ぐための措置や取り付け方法については、必ずダイハツサービス工場にお問い合わせくだ
さい。
ご希望により、RF 送信機の取り付けに関する詳しい情報（周波数帯域・電力レベル・アンテナ位置・
取り付け条件）をダイハツサービス工場にてご提供します。
※“EFI”はトヨタ自動車株式会社の登録商標です。（使用許諾済）

  保証および点検について  
保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載していますので、併せてお読み
ください。
日常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施してください。（法律で義務付けられてい
ます）
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本書の見方
 

 お守りいただかないと、お客様ご自身と周囲の人々が死亡、または重大な傷害につながる
おそれがあることを説明しています。

 お守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損につながるおそれがあることを説明し
ています。

 操作・作業の手順を示しています。番号の順に従ってください。
 

：押す・回すなど、していただきたい操作を示
しています。

：ふたが開くなど、操作後の作動を示していま
す。

 
 

：説明の対象となるもの・場所を示していま
す。

：“してはいけません”
“このようにしないでください”
“このようなことを起こさないでください”と
いう意味です。

 

 機能や操作方法の説明以外で知っておいていただきたい、知っておくと便利なことを説明
しています。

1 2

KBGR110302

KBGR020001
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ページ表記がない項目については、取扱説明書（詳細版）を参照してください。

イラスト目次

イラスト目次
 

  外観  

a ドア ………………………………………………………………………………P. 36

施錠／解錠 ………………………………………………………………………P. 36
ドアガラスの開閉
キーでの施錠／解錠
警告灯 ………………………………………………………………………… P. 121

b スライドドア ……………………………………………………………………P. 37

施錠／解錠
ドアガラスの開閉
スライドドアの開閉
警告灯 ………………………………………………………………………… P. 121

c バックドア ………………………………………………………………………P. 38

施錠／解錠
警告灯 ………………………………………………………………………… P. 121

3

1 2

7

11 1110

9

16

6

12

565 4

8141315 KBGR040101
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ページ表記がない項目については、取扱説明書（詳細版）を参照してください。

d ドアミラー ………………………………………………………………………P. 43

鏡面の角度調整
ミラーの格納

e 補助確認装置

f ワイパー ………………………………………………………………… P. 57, 58

冬季の注意
ワイパーゴムの交換

g 給油口 ……………………………………………………………………………P. 59

給油方法
燃料の種類・燃料タンク容量 ……………………………………………… P. 140

h タイヤ ………………………………………………………………………… P. 104

サイズ・空気圧 ……………………………………………………………… P. 143
冬用タイヤ・タイヤチェーン …………………………………………………P. 92
点検・ローテーション ……………………………………………………… P. 104
パンク時の対処 ……………………………………………………………… P. 125

i ボンネット …………………………………………………………………… P. 102

開け方
オーバーヒート時の対処 …………………………………………………… P. 136

走行にかかわる外装のランプバルブ
（交換要領：P. 108, ワット数：P. 143）

 

j ヘッドランプ ……………………………………………………………………P. 52

k 方向指示灯 ………………………………………………………………………P. 51

l 車幅灯 ……………………………………………………………………………P. 52

m リヤフォグランプ★ ……………………………………………………………P. 56

n 後退灯

シフトポジションをRにする ………………………………………… P. 50, 51

o 尾灯 ………………………………………………………………………………P. 52

p 番号灯 ……………………………………………………………………………P. 52
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ページ表記がない項目については、取扱説明書（詳細版）を参照してください。

  インストルメントパネル  

a エンジンスイッチ ………………………………………………………………P. 49

エンジンの始動・モード切り替え
エンジンの緊急停止 ………………………………………………………… P. 118
エンジンが始動できないときの対処 ……………………………………… P. 133

b シフトレバー …………………………………………………………… P. 50, 51

シフトポジションの切り替え ………………………………………… P. 50, 51
けん引時の注意 ……………………………………………………………… P. 120

シフトレバーが動かないときの対処★

c メーター …………………………………………………………………………P. 28

見方 ………………………………………………………………………………P. 32
警告灯／表示灯 …………………………………………………………………P. 28
警告灯点灯時の対処 ………………………………………………………… P. 121
マルチインフォメーションディスプレイ ……………………………………P. 33
表示内容 …………………………………………………………………………P. 33

435

619 7 2

8

KBGR040201
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ページ表記がない項目については、取扱説明書（詳細版）を参照してください。

d 方向指示レバー …………………………………………………………………P. 51

ランプスイッチ …………………………………………………………………P. 52
ヘッドランプ・車幅灯・尾灯など ……………………………………………P. 52

e ワイパー＆ウォッシャースイッチ …………………………………… P. 57, 58

使い方 …………………………………………………………………… P. 57, 58
ウォッシャー液の補充 ……………………………………………………… P. 103

f ボンネット解除レバー

g パーキングブレーキ ……………………………………………………………P. 52

かける・解除する
冬季の注意 ………………………………………………………………………P. 92
警告ブザー …………………………………………………………………… P. 123

h エアコン …………………………………………………………………………P. 94

操作方法
リヤウインドウの曇り取り（リヤウインドウデフォッガー）

i アクセサリーソケット
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ページ表記がない項目については、取扱説明書（詳細版）を参照してください。

  スイッチ類  

a リヤウインドウデフォッガースイッチ ………………………………………P. 94

b A/Cスイッチ

c 非常点滅灯スイッチ

d センターデフロックスイッチ★ ………………………………………………P. 89

e VSC・TRC OFF スイッチ ……………………………………………………P. 90

f リヤフォグランプスイッチ★ …………………………………………………P. 56

g eco IDLE OFF スイッチ ………………………………………………………P. 80

h スマートアシストOFFスイッチ………………………………………………P. 62

i リヤヒータースイッチ★ ………………………………………………………P. 95

j コーナーセンサーブザーOFFスイッチ………………………………………P. 86

k 手動光軸調整ダイヤル …………………………………………………………P. 53

21 4

1110

3

5 7

8

6

9
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ページ表記がない項目については、取扱説明書（詳細版）を参照してください。

  室内  

a SRSエアバッグ…………………………………………………………………P. 19

b フロアマット ……………………………………………………………………P. 14

c フロントシート …………………………………………………………………P. 40

d リヤシート ………………………………………………………………………P. 40

e ヘッドレスト ……………………………………………………………………P. 41

f ロックボタン

g グローブボックス

h シートベルト ……………………………………………………………………P. 16

i パワーウインドウスイッチ

j ウインドウロックスイッチ ……………………………………………………P. 43

k 給油扉オープナー

l エンジン点検口 ……………………………………………………………… P. 101

エンジンオイル ……………………………………………………………… P. 140

452

8

8

8

7 1

6 6

11109

312
KBGR040401
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ページ表記がない項目については、取扱説明書（詳細版）を参照してください。

a インナーミラー …………………………………………………………………P. 43

b サンバイザー※ …………………………………………………………………P. 97

c ルームランプ

d アシストグリップ ………………………………………………………………P. 97

 

※助手席側のサンバイザーに図のような
ラベルが貼られています。このラベル
は、助手席にチャイルドシートを後ろ
向きに取り付けてはいけないというこ
とを示しています。ただし、このお車
の助手席には、チャイルドシートを取
り付けることはできないため、前向き
であってもチャイルドシートを使用し
ないでください。（→ P. 23）

 

12 3 4
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1-1. 安全にお使いいただくために
運転する前に
 

  点検整備  
日常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施していただくことが法律で義務付けられ
ています。適切な時期に点検整備を実施し、お車に異常がないことを確認してください。
日常点検整備や点検項目などの詳細については、別冊「メンテナンスノート」を参照してください。
異常が見つかった場合は、ダイハツサービス工場で必ず点検整備を受けてください。

  フロアマット  
専用のフロアマットを、フロアカーペットの上にしっかり固定してお使いください。
 

a固定フック（クリップ）にフロアマット取り付
け穴をはめ込む

 
 

b固定フック（クリップ）上部のレバーを回して、
フロアマットを固定する
※ マークを必ず合わせてください。

 

固定フック（クリップ）の形状はイラストと異なる場合があります。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマットがずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わぬスピードが出たりお車を停止し
にくくなるなど、事故の原因になり重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
■運転席にフロアマットを敷くとき

lダイハツ純正品であっても、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しない
l運転席専用のフロアマットを使用する
l固定フック（クリップ）を使って、常にしっかり固定する
l他のフロアマット類と重ねて使用しない
lフロアマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない

KBTA110101

KBPA110102

※
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■運転する前に
lフロアマットがすべての固定フック（クリップ）で正しい位置にしっかり固定されていることを定期的に確認
し、特に洗車後は必ず確認を行う

 

lエンジン停止およびシフトレバーが P（オートマ
チックトランスミッション車）または N（マニュア
ルトランスミッション車）の状態で、各ペダルを奥
まで踏み込み、フロアマットと干渉しないことを確
認する

 

安全なドライブのために
 

安全に運転するために、走行前にシートやミラーなどを適切に調整してください。 

  正しい運転姿勢について  
 

aまっすぐ座り、運転操作時に背もたれから離れ
ないよう、背もたれの角度を調整する

bペダルをしっかり踏み込め、ハンドルを握った
ときにひじが少し曲がるようなシート位置にす
る

cヘッドレストの中央が耳のいちばん上のあたり
になるようにする（→ P. 41）

dシートベルトを正しく着用する（→ P. 16）

 

  シートベルトを正しく着用する  
すべての乗員は、走行前に必ずシートベルトを正しく着用してください。（→ P. 16）

  ミラーを調整する  
後方が確実に確認できるように、インナーミラー・ドアミラーを正しく調整してください。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、事故の原因になり重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
l走行中は運転席の調整をしないでください。運転を誤るおそれがあります。
l背もたれと背の間にクッションなどを入れないでください。
正しい運転姿勢が取れないばかりか、衝突したとき、シートベルトやヘッドレストなどの効果が十分に発揮され
ないおそれがあります。

lフロントシートの下にものを置かないでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、思わぬ事故や調整機構の故障の原因になります。

lペダル操作が確実に行える履物を着用してください。ペダル操作が確実に行えないと、思わぬ事故につながるお
それがあります。

l公道を走行するときは、法定速度や制限速度を遵守してください。
l他車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を払い、安全運転を心がけてください。

KBTA110103

2

1

4

3

KBGR110201
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警告
l飲酒運転は絶対にしないでください。お酒を飲むと注意力と判断力がにぶり、思いがけない事故を引き起こすお
それがあります。また、眠気をもよおす薬を飲んだときも運転を控えてください。

l運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状況などへの注意が不十分になり、
大変危険です。ハンズフリー以外の自動車電話や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。

l長距離ドライブの際は、疲れを感じる前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じたときは、無理に運転せず、ただちに休憩してください。

シートベルト
 

走行前にすべての乗員は必ずシートベルトを正しく着用してください。
 

  正しく着用する  
3点式シートベルト
 

l肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩から外れないようにしてください。

l腰部ベルトを必ず腰骨のできるだけ低い位置に
密着させる

l背もたれを調整し、上体を起こし、深く腰かけ
て座る

lねじれがないようにする

 

2点式シートベルト
 

l腰部ベルトを必ず腰骨のできるだけ低い位置に
密着させる

l上体を起こし、深く腰かけて座る
lねじれがないようにする

 

  着け方・外し方  
 

aベルトを固定するには、“カチッ”と音がするま
でプレートをバックルに差し込む

bベルトを解除するには、解除ボタンを押す
3点式シートベルトは自動的に収納されますので、ね
じれや引っかかりなどがないかを確認しながら、プ
レートに手を添えてゆっくり戻してください。

 

KBGR110301

KBGR110307

1 2

KBGR110302

解除ボタン
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  シートベルトの長さ調節（2点式シートベルト）  
 

a伸ばす
b縮める

 

知識
■シートベルトロックの解除方法（3点式シートベルト）
急停止や衝撃があったときベルトがロックされます。急に体を前に倒したり、シートベルトをすばやく引き出し
てもロックする場合があります。シートベルトがロックしたまま引き出せないときは、一度ベルトを強く引いて
からゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引き出すことができます。

警告
急ブレーキや事故の際のけがを避けるため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
■シートベルトの着用について

l全員がシートベルトを着用する
lシートベルトを正しく着用する
 

lシートベルトの経路を妨げる荷物の積みかたはしな
い

 

lハンドルやメーターに必要以上に近付いて運転しない
lシートベルトに、洗濯ばさみやクリップなどでたるみを付けない
lシートベルトは一組につき一人で使用する
お子さまでも一組のベルトを複数の人で使用しない

lお子さまは後席に座らせてシートベルトを着用させる
l背もたれは必要以上に倒さず、上体を起こし、シートに深く座る
l肩部ベルトを腕の下に通して着用しない
l腰部ベルトはできるだけ低い位置に密着させ着用する

■お子さまのシートベルトの使い方
このお車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持った人用に設計されています。
シートベルトを正しい位置で着用できるお子さまの場合は、シートベルトの着用のしかたに従ってください。
（→ P. 16）

1

2

KBGR110308

KBGR110304
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警告
■妊娠中の女性の場合

 

医師に注意事項を確認の上、必ず正しく着用してくだ
さい。（→ P. 16）
通常の着用のしかたと同じように、腰部ベルトが腰骨
のできるだけ低い位置にかかるようにお腹のふくらみ
の下に、肩部ベルトは確実に肩を通し、お腹のふくら
みを避けて胸部にかかるように着用してください。
ベルトを正しく着用していないと、衝突したときなど
に、母体だけでなく胎児までが重大な傷害を受けたり、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

 

■疾患のある方の場合
医師に注意事項を確認の上、必ず正しく着用してください。

■お子さまを乗せるとき
お子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一ベルトが首に巻き付いた場合、窒息など重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。誤ってそのような状態になってしまい、バックルも外せ
ない場合は、ハサミなどでシートベルトを切断してください。

■シートベルトが汚れた場合
中性洗剤を使用してください。ベンジンなどの有機溶剤を使用すると、シートベルトの性能が落ち、十分な効果
を発揮できません。同様にシートベルトの脱色や染色もやめてください。

■シートベルトプリテンショナー&フォースリミッターについて
シートベルトプリテンショナーが作動すると、SRS エアバッグ／プリテンショナー警告灯が点滅します。その
場合は、シートベルトを再使用することができないため、必ずダイハツサービス工場で交換してください。

■シートベルトの損傷・故障について
lベルトやプレート・バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しないようにしてください。
lシートベルトが損傷したときはシートベルトを修理するまでシートは使用しないでください。
lバックルや巻き取り装置の内部に異物などを入れないようにしてください。
lプレートがバックルに確実に差し込まれているか、シートベルトがねじれていないかを確認してください。う
まく差し込めない場合はただちにダイハツサービス工場に連絡してください。

lもし重大な事故にあったときは、明らかな損傷が見られない場合でも、シート、シートベルトを交換してくだ
さい。

lシートベルトの取り付けや取り外し・改造をしないでください。衝突時に十分な効果を発揮できないおそれが
あります。

lプリテンショナー& フォースリミッター付きシートベルトの取り付けや取り外し・分解・廃棄などは、ダイ
ハツサービス工場以外でしないでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなくなるおそれがあります。

■チャイルドシートの取り付けについて
すべてのシートに、シートベルトでチャイルドシートを取り付けることはできません。

KBGR110305
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SRSエアバッグ
 

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けたときにふくらみ、シートベ
ルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝撃を緩和させます。 

u フロント SRSエアバッグ

a運転席SRS エアバッグ／助手席SRSエアバッグ
（運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和）

警告
■ SRSエアバッグについて
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
l運転者と乗員すべてがシートベルトを正しく着用してください。
SRSエアバッグはシートベルトを補助するためのものです。

l助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、シートの背もたれを調整して、シートをできるだけ SRS
エアバッグから離し、まっすぐに座ってください。

lお子さまは後席に乗せ、シートベルトを着用させることをおすすめします。
 

lシートの縁に座ったり、ダッシュボードにもたれか
かったりしない

 

1

1

KBGR110401

KBGR110402
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警告
 

lお子さまを助手席 SRS エアバッグの前に立たせた
り、ひざの上に抱いたりしない

l運転者および助手席乗員は、ひざの上に何も持たな
い

 
 

lダッシュボード・ハンドルのパッド部分やその周辺
には何も取り付けたり、置いたりしない

 

lSRSエアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたたくなど過度の力を加えないでください。
SRSエアバッグが正常に作動しなくなるおそれがあります。

lSRSエアバッグがふくらんだ直後は、構成部品が熱くなっているため、触れないでください。
lSRSエアバッグがふくらんだあとに、もし呼吸が苦しく感じたら、ドアやドアガラスを開けて空気を入れるか、
安全を確認して車外に出てください。皮膚の炎症を防ぐため、残留物はできるだけ早く洗い流してください。

lSRS エアバッグが収納されているパッド部に傷が付いていたり、ひび割れがあるときは、そのまま使用せず
ダイハツサービス工場で交換してください。

■ SRSエアバッグが作動するとき
lSRS エアバッグは高温のガスにより非常に高い速度でふくらむため、すり傷・やけど・打撲などを受けるこ
とがあります。

■改造・廃棄について
ダイハツサービス工場への相談なしに、次の改造・廃棄をしないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。
lSRSエアバッグの取り外し・取り付け・分解・修理
lハンドル・インストルメントパネル・ダッシュボード・フロア足元の SRS エアバッグセンサー周辺の修理・
取り外し・改造

lフロントフェンダー・フロントバンパー・車内側面部の修理・改造
lグリルガード（ブルバー・カンガルーバーなど）・除雪装置・ウインチなどの取り付け
lサスペンションの改造
lCDプレーヤー・無線機などの電化製品の取り付け

■エアバッグセンサーについて
フロア足元のカバー内に SRS エアバッグのセンサーが装着されていますので、次のことをお守りください。お
守りいただかないと、SRS エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
 

l蹴ったり、強い衝撃を与えない
l水などをかけない
l取り外さない

 

KBGR110403

KBGR110406

KBGR110420
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知識
■ SRSエアバッグが作動するとき

l作動音とともに白いガスが発生します。
lエアバッグ構成部品（ハンドルのハブ・エアバッグカバー・インフレーター）が数分間熱くなることがありま
す。エアバッグそのものも熱くなります。

lフロントウインドウガラスが破損することがあります。
lフロントSRSエアバッグは、衝撃の強さが設定値（移動も変形もしない固定された壁に、車速約20～30km/
h で正面衝突した場合の衝撃の強さに相当する値）以上の場合に作動します。
ただし、次のような場合はエアバッグが作動する車速は設定値より高くなります。
• 前方約 30°以上の角度でコンクリートの壁やガードレールなどに衝突したとき
• 駐車している車や標識のような衝撃によって移動や変形するものに衝突した場合
• もぐり込むような衝突の場合（例えば、車両前部がもぐり込む、下に入り込む、トラックの下敷きになるなど）

l衝突条件によってはシートベルトプリテンショナーのみ作動する場合があります。

■衝突以外で作動するとき
次のような状況で車両下部に強い衝撃を受けたときも、フロントSRSエアバッグが作動する場合があります。
 

l縁石や歩道の端など、固いものにぶつかったとき
l深い穴や溝に落ちたり、乗り越えたとき
lジャンプして地面にぶつかったり、道路から落下し
たとき

 

■ SRSエアバッグが作動しないとき
lSRSエアバッグはエンジンスイッチが“OFF”、“ACC”のときに衝突しても作動しません。
lフロントSRSエアバッグは、側面や後方からの衝撃・横転・または低速での前方からの衝撃では、通常は作
動しません。ただし、それらの衝撃が前方への減速を十分に引き起こす場合には、フロント SRS エアバッグ
が作動することがあります。
 

• 側面からの衝突
• 後方からの衝突
• 横転

 

KBGR110408

KBGR110409
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排気ガスに対する注意
 

排気ガスには吸引すると人体に有害な物質が含まれています。 

警告
排気ガスには無色・無臭で有害な一酸化炭素（CO）が含まれているため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を招き事故の原因となるほか、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
■走行中の留意事項
バックドアを閉じてください。
バックドアが閉じているのに車内で排気ガス臭がするときは、ドアガラスを開けて空気を入れ替え、ただちにダ
イハツサービス工場で点検整備を受けてください。

■駐車するとき
l車庫内など換気が悪い場所や囲まれた場所では、エンジンを停止してください。
l長時間エンジンをかけたままにしないでください。
やむを得ないときは、開かれた場所にお車を停め、排気ガスが車内に入ってこないことを確認してください。

l降雪時や雪が積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。まわりに積もった雪で排気ガス
が滞留して、車内に侵入するおそれがあります。

■排気管について
排気管は定期的に点検する必要があります。排気管などの腐食などによる穴や亀裂、および継ぎ手部の損傷、ま
た、排気音の異常などに気付いた場合は、必ずダイハツサービス工場で点検を受けてください。

1-2. お子さまの安全
お子さまを乗せるときは
 

お子さまを乗せるときは、次のことをお守りください。
 

lお子さまにも必ずシートベルトを着用させてください。
l運転装置に触れるのを防ぐため、お子さまは後席に乗せることをおすすめします。
l走行中にドアを開けたり、パワーウインドウを誤操作したりしないように、ウインドウロックスイッ
チ（→ P. 43）を使用してください。

l小さなお子さまには、パワーウインドウ・ボンネット・ドアやシートなど、体を挟まれるおそれが
ある装備類を操作させないでください。

警告
lお子さまをお車の中に残したままにしないでください。車内が高温になって熱射病や脱水症状になり、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、発炎筒などでやけどしたり、運転装置を
動かして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

lお車にお子さまを乗せる場合は、お子さまの安全を確保するための注意事項を参照してください。
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チャイルドシート
 

このお車にチャイルドシートを取り付けることはできません。 

警告
lお子さまを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、お子さまがフロントウイン
ドウガラスや乗員、車内の装備にぶつかるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

l助手席にチャイルドシートを取り付けないでください。事故などで助手席 SRS エアバッグがふくらんだとき、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

助手席側のサンバイザーに図のようなラベルが貼られています。このラベルは、助手席にチャイルドシートを後ろ
向きに取り付けてはいけないということを示しています。ただし、このお車の助手席には、チャイルドシートを取
り付けることはできないため、前向きであってもチャイルドシートを使用しないでください。

  チャイルドシートの適合性について  
■ 質量グループについて

UN（ECE）R44※の基準に適合するチャイルドシートはお子さまの体重により次の 5種類に分類さ
れます。
グループ0： 10kg まで

グループ0+： 13kg まで

グループⅠ： 9～ 18kg

グループⅡ： 15～ 25kg

グループⅢ： 22～ 36kg
※ UN（ECE）R44 は、チャイルドシートに関する国際法規です。

KBGR110712
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  シート位置別チャイルドシートの適合性  
■ シート位置別チャイルドシートの適合性について
シート位置別チャイルドシートの適合性（→ P. 24）は、使用可能なチャイルドシートの種類や取り
付け可能な座席位置を記号で表しています。
■ シート位置別チャイルドシートの適合性

 

 チャイルドシートの取り付けに適していません。

■ チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

2
3
41

KBGR110801E

着座位置

シート位置の番号 a b c d

ユニバーサル（汎用）ベルト式に搭載可能な着座位置（有／無） 無 無 無 無

ベルト固定の推奨チャイルドシートに適する着座位置（有／無） 無 無 無 無

i-Size 着座位置（有／無） 無 無 無 無

搭載可能な横向きチャイルドシート着座位置の治具（L1 ／ L2） × × × ×

搭載可能な後ろ向きチャイルドシートの治具
（R1／ R2X／ R2／ R3） × × × ×

搭載可能な前向きチャイルドシートの治具（F2X／ F2／ F3） × × × ×

搭載可能なジュニアシートの治具（B2／ B3） × × × ×
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ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記の表に示す「治具」の着座位
置でチャイルドシートを使用することができます。「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシートに付属の取扱説明書を確認
してください。お手持ちのチャイルドシートに「治具」の種類がない（または必要な情報が表の中に
ない）場合は、チャイルドシートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合わせの
上、適合性を確認してください。

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型後ろ向きチャイルドシート

R2 小型後ろ向きチャイルドシート

R2X 小型後ろ向きチャイルドシート

R1 後ろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート
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1-3. 盗難防止装置
エンジンイモビライザーシステム
 

キーに信号発信機が内蔵してあり、あらかじめ登録されたキー以外ではエンジンを始動できませ
ん。
車両から離れる場合は、車内にキーを残さないでください。
このシステムは車両盗難の防止に寄与する機能であり、すべての車両盗難に対する完全なセキュリティを保証
するものではありません。

 

 

エンジンスイッチからキーを抜くと、システムの
作動を知らせるためにメーター内のセキュリティ
表示灯が点滅します。
登録されたキーをエンジンスイッチに差し込むとシス
テムが解除され、メーター内のセキュリティ表示灯が
消灯します。

 

知識
■メンテナンスについて
エンジンイモビライザーシステムのメンテナンスは不要です。

■システムが正常に作動しないとき
lキーが金属製のものに接したり、覆われているとき
lキーが他車のセキュリティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重なっているときや接近しているとき

注意
■エンジンイモビライザーシステムを正常に作動させるために
システムの改造や取り外しをしないでください。
システムが正常に作動しないおそれがあります。

KBGR120101
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計器の見方

2-1. 計器の見方
警告灯／表示灯 ……………… 28
計器類 ………………………… 32
マルチインフォメーション
ディスプレイ ……………… 33
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

2-1. 計器の見方
警告灯／表示灯
 

メーターの警告灯／表示灯でお車の状況をお知らせします。
次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。
 

u メーター

  警告灯  
万一のシステム異常などを警告します。

警告灯 参照先

※1
ブレーキ警告灯 121

※1
充電警告灯 121

※1
油圧警告灯 121

※1
エンジン警告灯 121

O/D OFF 表示灯（点滅）★ 121

※1
SRS エアバッグ／プリテンショナー警告灯 121

※1
ABS 警告灯 121

※1
パワーステアリング警告灯（赤色／黄色） 121

KBGR210101
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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※1
オートハイビーム警告灯（黄色） 122

※1、2
スマートアシストOFF 表示灯（点灯または点滅） 122

※1、3
車線逸脱警報 OFF 表示灯（点灯または点滅） 122

※1、4
マスターウォーニング 122

スマートアシスト故障警告灯 122

スマートアシスト停止警告灯 124

※5
コーナーセンサー表示灯 122

※1、6
スリップ表示灯 122

※7
eco IDLE OFF 表示灯（点滅） 122

※1
eco IDLE 表示灯（高速点滅） 124

※1
ブレーキオーバーライドシステム／
ドライブスタートコントロール★警告灯

123

半ドア警告灯 123

燃料残量警告灯 123

運転席・助手席シートベルト締め忘れ警告灯 123

パーキングブレーキ未解除警告灯 123

警告灯 参照先
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

※1 作動確認のためにエンジンスイッチを“ON”にすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯しま
す。点灯しない場合や点灯したままのときは、システム異常のおそれがあります。ダイハツサービス工
場で点検を受けてください。

※2 スマートアシストの機能を停止にしたときも点灯します。
※3 車線逸脱警報機能を停止にしたときも点灯します。
※4 スマートアシストが作動したときも点灯します。
※5 コーナーセンサーが作動したときも点灯します。
※6 点滅した場合はシステムが作動していることを示し、点灯した場合はシステム異常のおそれがあります。
※7 eco IDLE を非作動にしたときは点灯します。

  表示灯  
システムの作動状況を表示します。

表示灯 参照先

方向指示表示灯 51

ハイビーム表示灯 53

リヤフォグランプ表示灯★ 56

セキュリティ表示灯 26

尾灯表示灯 52

※1
スリップ表示灯（点滅） 90

※1
VSC OFF 表示灯 90

※1
TRC OFF 表示灯 90

O/D OFF 表示灯（点灯）★ ―

センターデフロック表示灯★ 89

※1
eco IDLE 表示灯 80

※2
eco IDLE OFF 表示灯 80

※1
スマートアシスト作動灯 63
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※1 作動確認のためにエンジンスイッチを“ON”にすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯しま
す。点灯しない場合や点灯したままのときは、システム異常のおそれがあります。ダイハツサービス工
場で点検を受けてください。

※2 eco IDLE システムに異常があるときは点滅します。
※3 スマートアシストに異常があるときは点滅します。
※4 コーナーセンサーに異常があるときも点灯します。

警告
■安全装置の警告灯が点灯しないとき
ABSや SRSエアバッグなどの安全装置の警告灯が、エンジンスイッチを“ON”にしても点灯しない場合や、数
秒後またはエンジンを始動しても点灯したままの場合は、事故にあったときに正しく作動せず、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
ただちにダイハツサービス工場で点検を受けてください。

※1、3
スマートアシストOFF 表示灯 62

※1
車線逸脱警報作動灯 64

※1、3
車線逸脱警報 OFF 表示灯 62

オートハイビーム作動灯（緑色） 54

※4
コーナーセンサー表示灯 85

コーナーセンサーブザーOFF 表示灯 86

表示灯 参照先
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

計器類
 

a水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

bスピードメーター
車両の走行速度を示します。

cギアシフトエリア★
1速、2速、3速にシフトダウンするときの最大速度を示します。
エンジンの過回転を防ぐために、シフトダウン時の速度に注意してください。

d燃料計
燃料残量を示します。

eシフトポジション表示
• 選択されているシフトポジションを表示します。（→ P. 50、51）
• マニュアルトランスミッション車は、シフトレバーをRにしたときのみ「R」を表示します。

fマルチインフォメーションディスプレイ
車両に関する様々な情報を表示・設定します。（→ P. 33）

g表示切り替えスイッチ
マルチインフォメーションディスプレイの表示を切り替えます。

h時計調整スイッチ

注意
■エンジンや構成部品への損傷を防ぐために

l水温計の針が H のレッドゾーンに入ったときは、オーバーヒートのおそれがあるので、ただちに安全な場所
に停車してください。（→ P. 136）
• レッドゾーンに入ったときは、警告ブザーが鳴ります。

2 3 5 641

8 7 KBGR210201
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マルチインフォメーションディスプレイ
 

  表示内容  
マルチインフォメーションディスプレイは、走行に関する様々な情報を表示します。
 

lトリップインフォメーション
表示される項目は次の通りです。
• オドメーター
• トリップメーター A／ B
• アイドリングストップ時間
• アイドリングストップ積算時間

l燃料計
燃料残量を示します。

lシフトポジション表示（→ P. 50、51）
l時計表示
lスマ ート アシス ト機能 停止コ ード表 示
（→ P. 124）

 

  表示切り替え  
 

トリップインフォメーションの表示を切り替える
には、表示切り替えスイッチを押します。

 

警告
■走行中の警告
表示切り替えスイッチ、または時計調整スイッチを使うときは、安全のため走行中に操作をしないでください。
走行中の操作はハンドル操作を誤るなど思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
お車を停車させてから操作をしてください。なお、走行中にディスプレイを見るときは、必要最小限の時間にし
てください。

■設定を変更するとき
エンジンがかかった状態で操作を行うため、車庫内など囲まれた場所では、十分に換気をしてください。換気を
しないと、排気ガスが充満し、排気ガスに含まれる一酸化炭素（CO）により、重大な健康障害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあります。

KBGR210301

KBGR210303
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各部の操作

3-1. ドアの開閉、ロックのしかた
フロントドア ………………… 36
スライドドア ………………… 37
バックドア …………………… 38

3-2. シートの調整
フロントシート ……………… 40
リヤシート …………………… 40
ヘッドレスト ………………… 41
ルームセパレーターバー …… 42

3-3. ハンドル位置・ミラー
インナーミラー ……………… 42
ドアミラー …………………… 43

3-4. ドアガラスの開閉
パワーウインドウ …………… 43
手動式ウインドウ …………… 44
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3-1. ドアの開閉、ロックのしかた
フロントドア
 

  ドアの施錠／解錠  
ワイヤレス機能、キー、ロックボタンを使って施錠・解錠できます。
■ ワイヤレス機能
 

a全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

b全ドアを解錠する

 

知識
■解錠操作のセキュリティ機能
ワイヤレスリモコンによる解錠操作後、約30秒以内にドアを開けなかったときは、盗難防止のため自動的に施
錠されます。

■キー閉じ込み防止機能
キーを車内に残したまま、施錠することを防ぐ機能です。
lエンジンスイッチにキーが差し込まれているときに、次の操作をするとキー閉じ込み防止機能が作動して、す
べてのドアが解錠されます。
• 運転席ドアが開いている状態で、運転席ドアのロックボタンを施錠側にしたとき
• すべてのドアが施錠されている状態で、運転席以外のロックボタンを車内から解錠し、ドアを開けて閉めた
とき（エンジンスイッチが“ON”のときは作動しません）

警告
■事故を防ぐために
運転中は次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、不意にドアが開き車外に放り出されるなど、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
lシートベルトを必ず使用する
lすべてのドアを確実に閉め、施錠する
l走行中はドア内側のドアハンドルを引かない

■ドアを開閉するときの留意事項
l傾斜地・ドアと壁などの間が狭い場所・強風など、周囲の状況を確認し、予期せぬ動きにも対処できるよう、
ドアハンドルを確実に保持してドアを開閉してください。

lドアを閉めるとき指などを挟まないように注意してください。

■お子さまを乗せているときは
お子さまにドアの開閉をさせたり、いたずらをさせないでください。思わぬ事故の原因となり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

1

2

KBTA320102
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スライドドア
 

警告
■走行中の警告
走行中は次のことをお守りください。
お守りいただかないと思いもよらずドアが開き、外に投げ出されるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。
lすべてのドアを確実に閉める
lすべてのドアを施錠する
lシートベルトを必ず着用する
l走行中はドア内側のドアハンドルを操作しない

■お子さまを乗せているときは
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
lお子さまを車内に残さないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引き起こすおそれがあります。

lお子さまにはスライドドアの開閉操作をさせないでください。
不意にスライドドアが動いたり、閉めるときに手・頭・首などを挟んだりするおそれがあります。

■スライドドアの操作にあたって
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
l乗り降りするときは、スライドドアが全開位置であることを確認してください。
lスライドドアを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。
lドアガラスを開けた状態でスライドドアを開閉するときは、絶対に窓から手足や顔などを出さないでくださ
い。

l人がいるときは安全を確認し、動かすことを知らせる「声かけ」をしてください。
lドアハンドルをしっかりと持ち、スライドドアのふちやその周辺に手をかけずに開閉してください。
lスライドドアを開けるときは、必ず全開位置まで開き固定してください。（全開にするとスライドドアがストッ
パーで固定されます）半開状態ではスライドドアが確実に固定されないため、傾斜地などで不意に動き出すお
それがあります。

l車内からスライドドアにもたれかからないでください。スライドドアを開いたとき、車外へ落ちるなど思わぬ
事故につながるおそれがあります。

 

l傾斜が急な場所ではスライドドアを開けたままにし
ないでください。スライドドアの開閉スピードが速
くなります。スライドドアに当たったり挟んだりし
ないように注意してください。

l下り坂で乗り降りするときは、スライドドアを全開
にしておいてください。また、途中でドアハンドル
を操作しないでください。スライドドアが突然動き
出すおそれがあります。

 

KBGR320410
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警告
 

lスライドドアを閉めるときは、指などを挟まないよ
う十分注意してください。

 
 

lスライドドアのアーム、レール、ピラー部には、手
足をかけないでください。特に（a）の部分には十
分注意してください。

 

バックドア
 

警告
■走行中の警告

l走行中はバックドアを閉めてください。
開けたまま走行すると、バックドアが車外のものに当たったり荷物が投げ出されたりして、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
また、排気ガスが車内に侵入し、重大な健康障害や死亡につながるおそれがあります。走行前にバックドアが
閉まっていることを必ず確認してください。

l走行前にバックドアが完全に閉まっていることを確認してください。バックドアが完全に閉まっていないと、
走行中にバックドアが突然開き、思わぬ事故につながるおそれがあります。

lラゲージルームには絶対に人を乗せないでください。急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

■お子さまを乗せているときは
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
lラゲージルームの中でお子さまを遊ばせないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引き起こすおそれがあります。

lお子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。
不意にバックドアが動いたり、閉めるときに手・頭・首などを挟んだりするおそれがあります。

KBGR320411

1
KBGR320412
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■バックドアの使用にあたって
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につながるおそれがあり危険です。
lバックドアを開ける前に、バックドアに張り付いた雪や氷などの重量物を取り除いてください。開いたあとに
重みでバックドアが突然閉じるおそれがあります。

lバックドアを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。
l人がいるときは、安全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてください。
l強風時の開閉には十分注意してください。
バックドアが風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれがあります。

lバックドアハンドルを引くときは、ハンドル横の番号灯に触れないでください。点灯中、または消灯直後は電
球が高温になっているため、やけどをするおそれがあります。

 

l半開状態で使用すると、バックドアが突然閉じて重
大な傷害を受けるおそれがあります。特に傾斜地で
は、平坦な場所よりもバックドアの開閉がしにくく、
急にバックドアが開いたり閉じたりするおそれがあ
ります。必ずバックドアが全開で静止していること
を確認して使用してください。

 
 

lバックドアを閉めるときは、指などを挟まないよう
十分注意してください。

lバックドアは必ず外から軽く押して閉めてくださ
い。バックドアインナーハンドル、またはバックド
アストラップを持ったままバックドアを閉めると、
手や腕を挟むおそれがあります。

 

lバックドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶら下ったりしないでください。
手を挟んだり、バックドアダンパーステーが破損したりして、思わぬ事故につながるおそれがあります。

lバックドアにキャリアなどの重いものを取り付けると、開けたあとにドアが突然閉じて、手・頭・首などを挟
むおそれがあります。バックドアへのアクセサリー用品の取り付けは、ダイハツ純正品を使用することをおす
すめします。

KBGR320204

KBGR320205
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3-2. シートの調整
フロントシート
 

警告
■シートを調整するとき

l同乗者がシートに当たってけがをしないように注意してください。
lシートの下や動いている部分に手を近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

l足元のスペースを確保し足を挟まないように注意してください。

■リクライニング調整について
l必ず背もたれを手で押さえながら操作してください。背もたれが急に倒れるおそれがあります。
l背もたれにあまり力をかけないでください。背もたれに強い力がかかっていると急に背もたれが倒れ、けがを
するおそれがあります。

l背もたれは必要以上に倒さないでください。
必要以上に倒し過ぎると、事故のときに体がシートベルトの下にもぐり込み、腹部などに強い圧迫を受けたり
肩部ベルトが首にかかるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

lシート調整後はシートがきちんと固定されていることを確認してください。

■背もたれをもとに戻したあとは
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
lシートを前後に軽くゆすり、確実に固定されていることを確認する
lシートの間にシートベルトが挟み込まれていないか確認する

リヤシート
 

警告
■シートを操作するときは
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
l走行中にリヤシートを操作しない
l平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P（オートマチックトランスミッション車 )
またはN（マニュアルトランスミッション車）にする

l操作をするときに、可動部や結合部に手や足などを挟まないように注意する
l操作をするときは、床に物がないことを確認してから行う
l折りたたんだシートやラゲージルームに人を乗せて走行しない
lお子さまがラゲージルームに入らないよう注意する

■シートをもとに戻したあとは
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
lシートを前後に軽くゆすり、確実に固定されていることを確認する
lシートの間にシートベルトが挟み込まれていないか確認する
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ヘッドレスト
 

  フロントシート  
 

a上げる
b下げる
下げるときは、解除ボタンを押しながら操作します。

 

知識
■ヘッドレストを取り外すとき

 

解除ボタンを押しながら取り外します。

 

■ヘッドレストを取り付けるとき
 

ヘッドレストを取り付け穴に合わせて、ロック位置ま
で押し下げてください。※

さらに下げるときは、解除ボタンを押しながら操作
してください。

※ 押し下げにくいときは、解除ボタンを押しながら操作し
てください。

 

■フロントシートヘッドレストの高さについて
 

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちばん上のあたり
になるよう調整してください。

 

1

2

KBGR330301

解除ボタン

KBGR330303

解除ボタン

KBGR330304

解除ボタン

KBGR330305
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警告
■ヘッドレストについて
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
lヘッドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する
lヘッドレストを必ず正しい位置に調整する
lヘッドレストを前後逆に取り付けない
lヘッドレストを調整したあとは、ヘッドレストを押し下げて固定されていることを確認する
lヘッドレストを外したまま走行しない

ルームセパレーターバー
 

  ルームセパレーターバーの脱着  
■ 取り外し方
 

左右のハンドルを回して、取り外す

 

■ 取り付け方
取り外したときと逆の手順で取り付ける

知識
■ルームセパレーターバーについて
取り外したまま走行しないでください。取り外したまま走行すると、違法改造になります。（リヤシート乗車時
を除く）

■車検について
ルームセパレーターバーを紛失すると車検を受けることができなくなります。

警告
■フロントシートの前後位置を調整するときは
シートとルームセパレーターバーの間に手を挟まないように注意してください。

KBGR550201
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3-3. ハンドル位置・ミラー
インナーミラー
 

警告
■走行中の警告
運転中はミラーの調整をしないでください。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

ドアミラー
 

警告
■走行中の留意事項
走行中は次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
lミラーの調整をしない
lドアミラーを格納したまま走行しない
l走行前に必ず運転席側および助手席側のミラーをもとの位置に戻して、正しく調整する

■ミラーを調整するとき
汚れた手で調整しないでください。鏡面に汚れが付くと夜間など後方からのランプが乱反射し、視認が困難にな
るなどして大変危険です。

3-4. ドアガラスの開閉
パワーウインドウ
 

  ウインドウロックスイッチ  
 

スイッチを押すと助手席のドアガラスが作動不可
になります。
お子さまが誤ってドアガラスを開閉することを防止で
きます。

 

知識
■挟み込み防止機能（運転席のみ）
ドアガラスを閉めているときに、窓枠とドアガラスの間に異物が挟まると、少し開き、作動が停止します。

KBGR350105
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警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
■ドアガラスを開閉するとき

l運転者は、乗員の操作を含むすべてのドアガラス開閉操作について責任があります。特にお子さまの誤った操
作による事故を防ぐため、お子さまにはドアガラスの操作をさせないでください。お子さまや他の人がドアガ
ラスに挟まれたり巻き込まれたりするおそれがあります。
また、お子さまが同乗するときはウインドウロックスイッチを使用することをおすすめします。（→ P. 43）

 

lドアガラスを開閉するときは、乗員の手・腕・頭・
首などを挟んだり巻き込んだりしないようにしてく
ださい。特にお子さまへは手などを出さないよう声
かけをしてください。

 

lお車から離れるときはエンジンスイッチを“OFF”にし、キーを携帯してお子さまも一緒に連れて行ってくださ
い。いたずらなどによる誤った操作により、思わぬ事故につながるおそれがあります。

■挟み込み防止機能（運転席のみ）
l挟み込み防止機能を故意に作動させるため、乗員の手・腕・頭・首などを挟んだりしないでください。
l挟み込み防止機能は、ドアガラスが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しない場合があります。また、挟み
込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態では作動しません。指などを挟まないように注意してください。

l特に小さなものを挟み込んだとき、挟み込み防止機能が作動しないことがあります。

手動式ウインドウ
 

警告
■ドアガラスを開閉するとき

 

lドアガラスを開閉するときは、乗員の手・腕・頭・
首などを挟んだり巻き込んだりしないようにしてく
ださい。特にお子さまへは手などを出さないよう声
かけをしてください。

 

KBGR350103

KBGR350111
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

4-1. 運転にあたって
運転にあたって
 

知識

■急発進の抑制および後退速度の抑制について（ドライブスタートコントロール★）
l次のような場合、ドライブスタートコントロールが作動します。
• アクセルペダルを踏み込んだまま、シフトレバーを操作した（RからD、DからR、NからR、PからD、
Pから R）とき（Dは 2・Lポジションを含む）のような通常と異なる操作が行われると、エンジンの出力
を抑制することがあります。
この場合、警告灯が点灯します（→ P. 123）

• 後退時の速度が所定以下になるようにエンジンの出力を抑制※します。
※ 状況によっては所定の速度以下に抑制できない場合があります。

lドライブスタートコントロールが作動していると、ぬかるみや新雪などからの脱出が困難な場合があります。
そのようなときは、TRCの作動を停止（→ P. 90）、またはセンターデフロック★（→ P. 89）を作動させる
ことにより、ドライブスタートコントロールが停止し、脱出しやすくなります。

lドライブスタートコントロール警告灯（→ P. 123）が点滅しているときは、ドライブスタートコントロール
が作動しません。

警告
次の警告をお守りください。お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
■発進するとき（オートマチックトランスミッション車）
エンジンがかかったまま停車しているときは、常にブレーキペダルを踏んでください。クリープ現象でお車が動
き出すのを防ぎます。

■運転するとき
l踏み間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しない状態で運転しないでください。
• アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、お車が急発進して思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

• 後退するときは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作がしにくくなります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

• お車を少し移動させるときも正しい運転姿勢を取り、ブレーキペダルとアクセルペダルが確実に踏めるよう
にしてください。

• ブレーキペダルは右足で操作してください。左足でのブレーキ操作は緊急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

l燃えやすいものの上を走行したり、可燃物付近にお車を停めたりしないでください。
排気管や排気ガスは高温になり、可燃物が近くにあると火災につながるおそれがあり危険です。

l通常走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジンを停止してもハンドルやブレー
キの操作は可能ですが、操作力補助がなくなります。その場合はハンドルとブレーキの操作が困難になるため、
安全を確認した上で、ただちに道路脇に停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止することができないような緊急時は、P. 118を参照してください。

l急な下り坂では、エンジンブレーキを使用して速度を下げてください。フットブレーキを連続して使い過ぎる
と、ブレーキが過熱して正常に機能しなくなります。（→ P. 50, 51）

l路面状態や速度に応じて、次のようにシフトダウンしてエンジンブレーキを併用してください。
• 1速ずつ落とす（マニュアルトランスミッション車）
• シフトレバーを2にする。また、より強いエンジンブレーキが必要な場合はシフトレバーをLにする（オー
トマチックトランスミッション車）

l急激なエンジンブレーキ（シフトレバー操作）は避けてください。タイヤをロックさせ、スリップなどの原因
となり、事故につながるおそれがあり危険です。

l走行中はハンドル・シート・ドアミラー・インナーミラーの調整をしないでください。
運転を誤るおそれがあります。

lすべての乗員は頭や手、その他の体の一部をお車から出さないようにしてください。

Gran_Max_slim_OM_BZ414.book  46 ページ  ２０２５年２月２５日　火曜日　午前１０時８分



47

Gran_Max_slim_OM_BZ414

警告

運
転

4

lオフロード走行をしないでください。
やむを得ずオフロードを走行するときは、慎重に運転してください。
また4WD車でも、この車は本格的なオフロード走行を目的とした車両ではありません。

l河を渡るなどの水中走行はしないでください。
電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因になるおそれがあります。

lシートの上や付近に荷物を置いて走行しないでください。
急ブレーキをかけたときや、旋回しているときなどに荷物が飛び出して乗員に当たったり、荷物を破損したり、
荷物に気を取られたりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

l大きな段差がある場所や、輪止めなどがある場所では慎重に走行してください。バンパーを損傷するおそれが
あります。

lクラッチペダルを一気に離す操作はしないでください。車両が飛び出して、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。（マニュアルトランスミッション車）

■滑りやすい路面を運転するとき
l急ブレーキ・急加速・急ハンドルはタイヤがスリップし、車両の制御ができなくなるおそれがあります。
l急激なアクセル操作、シフト操作によるエンジンブレーキやエンジン回転数の変化は、お車が横滑りするなど
のおそれがあります。

l水たまり走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキが正常に働くことを確認してください。ブレーキパッ
ドがぬれるとブレーキの効きが悪くなったり、ぬれていない片方だけが効いたりしてハンドルを取られるおそ
れがあります。

■シフトレバーを操作するとき
lオートマチックトランスミッション車では、シフトレバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後
退したり、Rに入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。
エンジンが停止し、ブレーキの効きが悪くなったり、ハンドル操作が重くなったりして、思わぬ事故や故障の
原因となるおそれがあります。

l車両が動いている間は、シフトレバーをPに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコントロールができなくなるおそれがあります。（オート
マチックトランスミッション車）

l車両が前進している間は、シフトレバーをRに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコントロールができなくなるおそれがあります。

l車両が後退している間は、シフトレバーを前進側のシフトポジションに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコントロールができなくなるおそれがあります。

l走行中にシフトレバーをNにすると、トランスミッションとエンジンの動力伝達が解除され、エンジンブレー
キが効かなくなります。

lアクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。
シフトレバーが P（オートマチックトランスミッション車）または N 以外にあると、お車が急発進して思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■継続的にブレーキ付近から警告音（キーキー音）が発生したとき
できるだけ早くダイハツサービス工場で点検を受け、ブレーキパッドを交換してください。
必要なときにパッドの交換が行われないと、ディスクローターの損傷につながる場合があります。
パッドやローターなどの部品は、役割を果たすとともに摩耗していきます。摩耗の限度を超えて走行すると故障
を引き起こすばかりでなく、事故につながるおそれがあります。

■停車するとき
l不必要にアクセルペダルを踏み込まないでください。
シフトレバーが P（オートマチックトランスミッション車）または N 以外にあると、お車が急発進して思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険です。

lお車が動き出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパー
キングブレーキをかけてください。

l坂道で停車するときは、前後に動き出して事故につながることを防ぐため、常にブレーキペダルを踏み、必要
に応じてパーキングブレーキをかけてください。

l停車中に空ぶかしをしないでください。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあると火災につながるおそれがあり危険です。
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■駐車するとき

l炎天下では、メガネ・ライター・スプレー缶や炭酸飲料の缶などを車内に放置しないでください。
放置したままでいると、次のようなことが起こるおそれがあり危険です。
• ライターやスプレー缶からガスが漏れたり、出火する
• プラスチックレンズ・プラスチック素材のメガネが、変形またはひび割れを起こす
• 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚したり、電気部品がショートする原因になる

lライターを車内に放置したままにしないでください。ライターを収納装備などに入れておいたり、車内に落と
したままにしておくと、荷物を押し込んだりシートを動かしたときにライターの操作部が誤作動し、火災につ
ながるおそれがあり危険です。

lウインドウガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストルメントパネルやダッシュボード
の上に芳香剤などの容器を置かないでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、車両火災につながるおそれがあり危険です。

lシルバー色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウインドウを開けたまま放置しない
でください。
直射日光が曲面ガラスの内側に反射し、レンズの働きをして火災につながるおそれがあり危険です。

lお車から離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P（オートマチックトランスミッ
ション車）に入れ、エンジンを停止し、施錠してください。
エンジンがかかっている間は、お車から離れないでください。
パーキングブレーキをかけずにシフトレバーを P（オートマチックトランスミッション車）にした状態では、
お車が動き思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

lエンジン回転中またはエンジン停止直後は排気管に触れないでください。
やけどをするおそれがあります。

■仮眠するとき
必ずエンジンを停止してください。
エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アクセルペダルを踏み込んだりして、
事故やエンジンの異常過熱による火災が発生するおそれがあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排
気ガスが車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

■ブレーキをかけるとき
lブレーキがぬれているときは、普段よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離が長くなり、ブレーキのかかりに、左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっかりかからないおそれもあります。

lブレーキ倍力装置が機能しないときは、他車に近付いたりしないでください。また、下り坂や急カーブを避け
てください。
この場合ブレーキは作動しますが、通常よりも強く踏む必要があります。また制動距離も長くなります。ただ
ちにブレーキの修理を受けてください。

l万一エンジンが停止したときは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。
ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシスト力の蓄えを使い切ってしまいます。

lブレーキシステムは二つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧システムが故障しても、もう一方
は作動します。この場合、ブレーキペダルを通常より強く踏む必要があり、制動距離が長くなります。ただち
にブレーキの修理を受けてください。

■走行中にタイヤがパンクしたら
次のようなときはタイヤのパンクや損傷が考えられます。ハンドルをしっかり持って徐々にブレーキをかけ、速
度を下げてください。急ブレーキをかけるとハンドルを取られ、事故につながるおそれがあり危険です。
lハンドルが取られる
l異常な音や振動がある
l車両が異常に傾く
タイヤがパンクした場合の対処法はP. 125を参照してください。

■万一脱輪したときは（4WD車）
いずれかのタイヤが宙に浮いているときは、むやみに空転させないでください。駆動系部品の損傷や、車両の飛
び出しによる思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
脱出できないときは、ダイハツサービス工場または専門業者へご連絡ください。
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荷物を積むときの注意
 

警告
■積んではいけないもの
次のようなものを積むと引火するおそれがあり危険です。
l燃料が入った容器
lスプレー缶

■荷物を積むとき
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、クラッチペダル（マニュアルトランスミッション車）・ブレーキペダル・アクセルペダ
ルを正しく操作できなかったり、荷物が視界をさえぎったり、荷物が乗員に衝突したりして、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。
lできるだけ荷物はラゲージルームに積んでください。
l次の場所には荷物を積まないでください。
• 運転席足元
• 助手席や後席（荷物を積み重ねる場合）
• インストルメントパネル
• ダッシュボード
• ふたのない小物入れ／トレイ

l室内に積んだ荷物はすべてしっかり安定させてください。
lシート背もたれより高いものをラゲージルームに積まないでください。
急ブレーキや事故の際に、投げ出され、乗員を傷付けるおそれがあります。

lリヤシートの背もたれを折りたたんで、寸法が長い荷物を積むときは、できるだけフロントシートの背もたれ
の真後ろには積まないでください。

lラゲージルームに人を乗せないでください。乗員用には設計されていません。乗員は、適切にシートベルトを
着用させ、座席に座らせてください。
お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

l荷物の荷くずれや落下のないように、ロープなどでしっかり固定してください。

■荷物の重量・荷重のかけ方について
l荷物を積み過ぎないでください。
l荷重を不均等にかけないようにしてください。
これはタイヤに負担をかけるだけでなく、ハンドル操作性やブレーキ制御の低下により思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

■荷物を積むときは
ルームセパレーターバーを取り外した状態でラゲージルームに荷物を絶対に積まないでください。急ブレーキや
事故の際に投げ出され、乗員を傷付けるおそれがあります。また、ルームセパレーターバーを取り外したまま走
行すると、不正改造になります。

4-2. 運転のしかた
エンジン（イグニッション）スイッチ
 

知識
■クラッチスタートシステム（マニュアルトランスミッション車）
クラッチペダルをいっぱいまで踏み込まないと、エンジンスイッチを“START”の位置に回しても、安全のため
にエンジンが始動しません。
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

警告
■エンジンを始動するとき
必ず運転席に座って行ってください。このとき決してアクセルペダルは踏まないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

■走行中の警告
l走行中はエンジンスイッチを“OFF”にしないでください。
走行中にエンジンを停止すると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながりま
す。

lマニュアルトランスミッション車は、キーを“OFF”の位置にするとキーが抜けることがあります。キーが抜け
るとハンドルがロックされハンドルが操作できなくなり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

■緊急時のエンジン停止方法
走行中にエンジンを緊急停止したいときは、エンジンスイッチを“ACC”にしてエンジンを停止してください。
（→ P. 118）緊急時以外は走行中にエンジンスイッチに触れないでください。
走行中にエンジンを停止するとハンドルやブレーキの操作は可能ですが、操作力補助がなくなり、ハンドルとブ
レーキの操作が困難になります。安全を確認した上で、ただちに道路脇に停車してください。

オートマチックトランスミッション車の運転★
 

  シフトレバーの動かし方  

： エンジンスイッチが“ON”の状態で、ブレーキペダルを踏んだままシフトレバーボタンを押
して操作します。

： シフトレバーボタンを押して操作します。

： シフトレバーボタンを押さずに操作します。

警告
■滑りやすい路面を走行するとき
急なアクセル操作やシフト操作を行わないでください。エンジンブレーキ力の急激な変化が横滑りやスピンの原
因になりますので注意してください。

■シフトロック解除時の事故を防ぐために
シフトロック解除ボタンを押すときは、必ずパーキングブレーキをかけブレーキペダルを踏んでください。
誤ってアクセルペダルを踏んでいると、シフトロック解除ボタンを押してシフトレバーを操作したときに、お車
が急発進して思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

KBGR420301
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マニュアルトランスミッション車の運転★
 

  シフトレバーの動かし方  

クラッチペダルをしっかり踏み、シフトレバーをゆっくり操作します。
誤操作を防ぐため、5速からRへは直接操作することができません。
一旦NにしてからRに操作します。

警告
■滑りやすい路面では
急なアクセル操作や、エンジンブレーキ力の急激な変化が横滑りやスピンの原因となりますので注意してください。

方向指示レバー
 

  操作のしかた  
 

レバーを操作したあと、すぐにもとの位置に戻り
ます。
a左折

b左側へ車線変更（レバーを途中で保持※）
レバーを離すまで左側方向指示灯が点滅します。

c右側へ車線変更（レバーを途中で保持※）
レバーを離すまで右側方向指示灯が点滅します。

d右折

※ bまたはcの位置にレバー操作し、すぐに離した
ときは方向指示灯が3回点滅します。

 

KBGR420401

1
2

3

4
KBGR420501
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■ 右左折後に方向指示灯の点滅が停止しない場合や、点滅を中止させたいとき
レバーを逆方向のbまたはcの位置に操作してください。レバーをaまたはdの位置まで操作す
ると、選択した方向指示灯が点滅します。

パーキングブレーキ
 

警告
■走行前の留意事項
パーキングブレーキをかけたまま走行しないでください。ブレーキが過熱してブレーキの効きが悪くなり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

4-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い方
ランプスイッチ
 

  操作のしかた  
エンジンスイッチが“ON”のとき、次のように  スイッチを操作すると、次の表の通りランプ類が
点灯・消灯します。

※1 エンジンスイッチが“ACC”または“OFF”のときも点灯します。
※2  スイッチを の位置に操作して手を離すと、 の位置に戻ります。
※3 車速が約 3km/h 以下で自動点灯しているとき
※4 車速が約 3km/h 以下で  スイッチを約1秒以上操作したとき

スイッチ位置

点灯・消灯するランプ

ヘッドランプ
車幅灯
番号灯
尾灯

a 自動点灯・消灯

b 点灯※1

c※2、3 消灯 点灯

d※2、4 消灯

2

1

3 4

KBGR430101
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■ ランプ類の再点灯について

 スイッチを の位置に操作してランプ類を消灯したあと、次のいずれかの場合、ランプ類が再
点灯します。
l車速が約3km/h を超えたとき

l再度  スイッチを の位置に操作したとき
lエンジンスイッチを再度“ON”にしたとき
l車速が約3km/h 以下（停車時を除く）の状態のまま約30秒経過したとき

  ハイビームにする  
 

aヘッドランプ点灯時ハイビームに切り替え
レバーをもとの位置へ戻すとロービームに戻ります。

bレバーを引いている間、ハイビームを点灯
ランプが消灯していても、ハイビームが点灯します。
レバーを離すと、ロービームに戻る、または消灯しま
す。

 

  手動光軸調整ダイヤル  
乗車人数や荷物の量などによる姿勢の変化に合わせて、ヘッドランプの光軸を調整することができま
す。
 

a上向きに調整
b下向きに調整

 

■ 目盛り設定の目安

1

2

KBGR430102

1

2

KBGR430103

乗員と荷物の条件
ダイヤル位置

乗員 荷物

運転者
なし 0

最大積載時 3
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オートハイビーム
 

オートハイビームは、フロントウインドウガラス上部に設置されたステレオカメラにより対向車ま
たは先行車のランプや街灯などの明るさを判定し、自動的にハイビームとロービームを切り替えま
す。
 

警告
■安全にお使いいただくために
オートハイビームを過信しないでください。オートハイビームは運転者の視界確保を補助、支援することを目的
としていますが、状況によってはハイビームとロービームが切り替わらない場合があります。運転者は常に自ら
の責任で周囲の状況を把握し、安全運転を心がけ、必要に応じて手動でハイビームとロービームを切り替えてく
ださい。

注意
■オートハイビームを正しく作動させるために

l荷物を積み過ぎないでください。
l車両を改造しないでください。

  オートハイビームの使い方  
 

次の条件をすべて満たしているとき、オートハイ
ビームが作動し、オートハイビーム作動灯が点灯
します。
lエンジンスイッチが“ON”のとき

lランプスイッチが で、ロービームが点灯
しているとき
周囲が明るいときは、ヘッドランプが点灯しないことが
あります。

 

  ハイビームとロービームの自動切り替え条件  
次の条件をすべて満たすと、ハイビームが点灯します。
l車速が約30km/h 以上
l車両前方が暗い
l対向車または先行車が存在しない、またはランプを点灯していない
l前方の街灯が暗い
次の条件のいずれかのときはロービームが点灯します。
l車速が約20km/h 以下
l車両前方が明るい
l対向車または先行車がランプを点灯している
l前方の街灯が明るい

KBGR430602
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  手動切り替えのしかた  
■ ロービームへの切り替え
 

ランプスイッチを にする

オートハイビーム作動灯が消灯します。
オートハイビームに戻すには、ランプスイッチを

に戻します

 

■ ハイビームへの切り替え
 

レバーを前方へ押す
オートハイビーム作動灯が消灯し、ハイビーム表示灯
が点灯します。
オートハイビームに戻すには、レバーをもとの位置に
戻します。

 

知識
■オートハイビームについて

l次の状況では、ハイビームが自動でロービームに切り替わらない場合があります。
• 見通しの悪いカーブで対向車と突然すれ違ったとき
• 他車が前方を横切ったとき
• 連続するカーブや中央分離帯、街路樹などで対向車や先行車が見え隠れするとき
• 前方車両が離れた車線から接近してきたとき
• 対向車または先行車のランプが無灯火のときや、ランプに汚れや変色があったり光軸がずれているとき

l前方車両のフォグランプにより、ハイビームがロービームに切り替わる場合があります
l街灯や信号・広告などの照明、または標識・看板などの反射物によりハイビームがロービームに切り替わる場
合や、ロービームが継続する場合があります。

l次の原因により、ハイビームとロービームの切り替えのタイミングが変化する場合があります。
• 対向車または先行車のランプの明るさ
• 対向車または先行車の動きや向き
• 対向車または先行車のランプが片側のみ点灯しているとき
• 対向車または先行車が二輪車のとき
• 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況など）
• 乗車人数や荷物の量

lオートハイビームは車両前方にあるランプの明るさなどで周囲の状況を認識します。従って、ハイビームと
ロービームが運転者の感覚に合わず切り替わる場合があります。

l自転車などの軽車両は検知しない場合があります。

KBGR430603

KBGR430604
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知識

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

l次の状況では、周囲の明るさが正確に検知されず、ハイビームが歩行者や対向車または先行車の迷惑になる場
合や、ロービームが継続する場合があります。このような場合は、手動でハイビームとロービームを切り替え
てください。
• 悪天候時（豪雨、吹雪、濃霧など）
• フロントウインドウガラスの曇りや汚れ、雨粒、シールなどでステレオカメラ前方が覆われているとき
• フロントウインドウガラスに傷、ひびなどが生じたとき
• ステレオカメラの温度が高いとき
• ステレオカメラが変形しているときや汚れているとき
• 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た光があるとき
• 対向車や先行車のランプが無灯火のときや、ランプに汚れや変色があったり光軸がずれているとき
• 水しぶき、雪などの巻上げがあったとき
• 排気ガス、水蒸気、砂、煙、土ぼこりなど視界が十分でないとき
• 急激な明るさの変化が連続するとき
• 起伏や段差が多い道路を走行しているとき
• カーブ、うねった道路、坂道のとき
• 車両前方に標識やミラーのように光を強く反射するものがあるとき
• コンテナなど、先行車両の後部が光を強く反射するとき
• ヘッドランプの破損や汚れなどで、対象物を正しく照射できず、認識しづらいとき
• パンクやけん引などにより車両が傾いているとき
• ハイビームとロービームを頻繁に切り替えているとき
• ハイビームの使用に問題がある、または他の運転者や付近の歩行者の迷惑になると思われるとき
• 薄暗い早朝や夕暮れなどの暗さが不十分なとき

■オートハイビーム警告灯が点灯したとき
システムに異常があるおそれがあります。ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

フォグランプスイッチ★
 

雨や霧などの悪天候下では、後続車に自車の存在を知らせるためにリヤフォグランプを点灯させま
す。 

 

リヤフォグランプスイッチを押すと、リヤフォグ
ランプが点灯し、リヤフォグランプ表示灯が黄色
に点灯します。
再度押すと消灯します。

 

知識
■点灯条件
ヘッドランプが点灯しているときに使用できます。

■リヤフォグランプについて
雨や霧などで視界が悪いときに後続車に自分の車の存在を知らせるために使用します。視界が悪いとき以外に使
用すると後続車の迷惑になる場合があります。必要なとき以外は使用しないでください。

KBGR430202
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ワイパー&ウォッシャー（フロント）
 

  操作のしかた  
次のように  レバーを操作すると、ワイパーまたはウォッシャーが作動します。

を選択しているとき、車速に応じて間欠作動の時間が変わります。

 

a ：停止

b ：間欠作動

車速が高くなると、作動頻度が増えます。

c ：低速作動

d ：高速作動

e ：一時作動

 
 

f  ：ウォッシャー液を出す
レバーを手前に引くとワイパーと連動してウォッ
シャーが作動します。

 

警告
■ウォッシャー使用時の警告
寒冷時はフロントウインドウガラスが温まるまでウォッシャー液を使用しないでください。ウォッシャー液がフ
ロントウインドウガラスに凍り付き、視界不良を起こして思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。

2

1

3

4

5

KBGR430301

KBTA430302

6
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ワイパー&ウォッシャー（リヤ）
 

  操作のしかた  
次のように  スイッチを操作すると、リヤワイパーが作動します。
 

a ：停止

b ：約4秒間低速作動したあと、間欠作動

c ：通常作動

 
 

d  ：ウォッシャー液を出す
レバーを前方へ押すとウォッシャーが作動します。

 

2

1

3

KBGR430401

4

KBTA430402
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4-4. 給油のしかた
給油口の開け方
 

  給油する前に  

警告
■給油するときは
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起こすなど、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。
l給油前にボデーなどの金属部分に触れて体の静電気を除去してください。除去したあとは給油が完了するま
で、車内に戻ったり、他の人やものに触れないでください。また、給油口に静電気を除去していない人を近付
けないでください。
静電気を帯電した人が給油口に近付くと、放電による火花で燃料に引火するおそれがあります。

lキャップはツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けてください。また、キャップをゆるめたときに、“シュー”とい
う音がする場合は、その音が止まるまでキャップを保持してください。
すぐに開けると、気温が高いときなどに、給油口から燃料が吹き出るおそれがあります。

l気化した燃料を吸わないようにしてください。
燃料の成分には、有害物質を含んでいるものもあります。

l喫煙しないでください。
l携帯電話などを使用しないでください。
l吹きこぼれを防ぐため次の点に注意してください。
• 給油口にノズルを確実に挿入する
• 継ぎ足し給油をしない

l正常に給油できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。

  給油口の閉め方  

警告
■キャップが正常に閉まらないとき
必ずダイハツサービス工場へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのまま使用したり、純正品以外のキャップを使用すると、火災などを引き起こし、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

4-5. 運転支援装置について
スマートアシスト
 

スマートアシストは、次の機能によって運転者を補助し、安全で快適なドライブを支援します。 

u 衝突警報機能（対車両・対歩行者）

→ P. 66

u 衝突回避支援ブレーキ機能（対車両・対歩行者）

→ P. 66

u ブレーキ制御付誤発進抑制機能（前方・後方）★

→ P. 72

u 車線逸脱警報機能

→ P. 76

u 先行車発進お知らせ機能

→ P. 78

u オートハイビーム

→ P. 54

警告
■スマートアシストについて

lスマートアシストは運転者の安全運転を前提としたシステムであり、事故被害や運転負荷の軽減に寄与するこ
とを目的としています。スマートアシストは認識性能・制御性能に限界があります。システムを過信せず、運
転者は常に自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転を心がけてください。

l次の状況ではシステムは正しく作動しません。スマートアシストの機能を停止してください。（→ P. 62）
• タイヤの空気圧が適正でないとき
• スペアタイヤやタイヤチェーンを装着しているとき
• 摩耗したタイヤ、摩耗差の激しいタイヤを装着しているとき
• メーカー指定のサイズ以外のタイヤを装着しているとき
• タイヤパンク応急修理セットを使用したとき
• サスペンションを改造したとき
• ステレオカメラの視界を妨げるようなものを車両に取り付けたとき
• ヘッドランプの汚れなどで、対象物を正しく照射できず、認識しづらいとき
• ヘッドランプの光軸がずれているとき
• ヘッドランプなどのランプ類を改造したとき
• 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき
• 車両を改造・架装したとき
• けん引されるとき
• キャリアカーに積載するとき
• シャシーダイナモメーターやフリーローラーなどを使用するとき
• リフトアップし、エンジンをかけタイヤを空転させたいとき
• 垂れ幕や旗、垂れ下がった枝、ビニールカーテン、草むらや茂みなどに触れながら通過するとき
• サーキットなどでスポーツ走行するとき
• 脱輪したときやぬかるみから脱出するとき
• 冠水した道を走行するとき
• 事故や故障で自車の走行が不安定なとき
• ブレーキ警告灯が点灯しているとき
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  車両データの記録について  
スマートアシストには、車両の制御や操作に関するデータなどを記録するコンピューターが装備され
ており、主に次のようなデータを記録します。
lアクセルペダルおよびブレーキペダルの操作状況
lハンドルおよびシフトレバーの操作状況
l車速などの車両情報
lスマートアシストの各機能の作動状況
l先行車や障害物との距離、相対速度などの情報
lステレオカメラの画像情報（2次ブレーキ作動時のみ）
なお、会話などの音声や車内の映像は記録しません。
■ データの取り扱いについて
ダイハツおよびダイハツが委託した第三者は、コンピューターに記録されたデータを車両の故障診断・
研究開発・品質の向上を目的に取得・利用することがあります。
なお、次の場合を除き、ダイハツおよびダイハツが委託した第三者は、取得したデータを第三者へ開
示または提供することはありません。
lお車の使用者の同意（リース車は借主の同意）がある場合
l警察・裁判所・政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合
lダイハツが訴訟で使用する場合
l統計的な処理を行う目的で、使用者や車両が特定されないように加工したデータを研究機関などに
提供する場合

【ここでいうダイハツは、ダイハツ工業株式会社を意味しています。】
記録した画像情報は特別な装置を使用して消去することが可能です。
また、画像情報を記録する機能を停止することも可能です。詳しくは、ダイハツサービス工場にご相
談ください。

  ステレオカメラ  
 

ステレオカメラは、次の機能で必要な情報を認識
します。
l衝突警報機能（対車両・対歩行者）
l衝突回避支援ブレーキ機能
（対車両・対歩行者）

lブレーキ制御付誤発進抑制機能
（前方）★

l車線逸脱警報機能
l先行車発進お知らせ機能
lオートハイビーム
 

KBGR450101
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

  ソナー  
 

ソナーは、ブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）★
で必要な情報を認識します。

 

  スマートアシストの機能を停止するには  
スマートアシストOFFスイッチを押すことにより、スマートアシストの機能を停止することができます。
■ 衝突警報機能・衝突回避支援ブレーキ機能・ブレーキ制御付誤発進抑制機能（前方・後方）★・先
行車発進お知らせ機能を停止するとき

 

停車時にスマートアシストOFFスイッチを2秒以
上長押しする
“ピピッ”とブザーが鳴り、スマートアシストOFF 表示
灯が点灯します。
再度 2 秒以上長押しすると、“ピピッ”とブザーが鳴り
スマートアシストOFF 表示灯が消灯し、作動可能状態
に戻ります。

 

■ 車線逸脱警報機能を停止するとき
 

スマートアシストOFF スイッチを押す
“ピピッ”とブザーが鳴り、車線逸脱警報 OFF表示灯が
点灯します。
再度押すと、“ピピッ”とブザーが鳴り車線逸脱警報OFF
表示灯が消灯し、作動可能状態に戻ります。

 

知識
■ステレオカメラについて

lステレオカメラは人の目と似た特性を持っています。そのため、運転者にとって前方が見えにくい状況では、
ステレオカメラも同様に前方車両や歩行者、障害物、車線を認識しづらくなります。

lステレオカメラによる前方車両や歩行者、障害物、車線の認識は視野範囲内に限られています。また、視野範
囲に対象物が入ってから制御・警報の対象となるまでは数秒間かかります。

■スマートアシストが作動しない場合
次のいずれかの場合、スマートアシストの機能は作動しません。
lエンジン始動直後
lスマートアシストOFF スイッチでシステムを停止しているとき

KBGR450121
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知識

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

運
転

4

lスマートアシストOFF 表示灯が点灯または点滅しているとき
l「スマアシ故障」が表示されているとき（システム異常）
l「スマアシ停止」が表示されているとき（機能停止）

■スマートアシストの機能停止について
次のようなときは、状況によってはスマートアシストの認識性能が下がる場合や一時停止状態になる場合があり
ます。（→ P. 124）
状況が改善されれば再度機能は作動します。
l悪天候時（豪雨、吹雪、濃霧など）
lお車を炎天下で放置したあとなど、ステレオカメラの温度が極端に高くなった場合
lエンジン始動直後
l前方から強い光（太陽光などによる逆光や対向車のヘッドランプの光など）を受けたとき
l街灯などがなく、真っ暗で周囲に建物や車両などが無い場合
lステレオカメラ、ソナー部に雪や汚れ、霜などが付着して覆っているとき
l重い荷物を積んでいるとき
l水しぶき、雪などの巻上げがあったとき
l排気ガス、水蒸気、砂、煙、土ぼこりなど視界が十分でないとき
機能によって認識性能の低下する条件が異なります。詳しくは各機能の説明をお読みください。

■スマートアシストの自動復帰について
スマートアシスト OFFスイッチを押して次の機能を停止した場合でも、一度エンジンスイッチを“OFF”にして
から“ON”にすることによって、自動的に作動可能状態に戻ります。
l衝突警報機能（対車両・対歩行者）
l衝突回避支援ブレーキ機能（対車両・対歩行者）
lブレーキ制御付誤発進抑制機能（前方・後方）★

l先行車発進お知らせ機能
■車線逸脱警報機能について
車線逸脱警報機能の作動可能状態または停止状態は、エンジンを再始動しても維持されます。

■スマートアシストの作動状態について
ブザーとメーター、ディスプレイの表示でスマートアシストの作動状態をお知らせします。

ブザー メーター ディスプレイ 作動状態

“ピピピピピピッ” ―
（点滅）

衝突警報機能が作動

“ピピピピピ”と
鳴り続ける

（点滅）

衝突回避支援ブレーキ機能の 1次ブ
レーキ、または 2次ブレーキが作動

“ピピピッ”と鳴
り続ける ―

（点滅）

衝突回避支援ブレーキ機能の 2次ブ
レーキが作動したあと、車両が停止
運転者の操作でブザーとディスプレイ
の表示が終了します。

“ピピピピピピッ” ―
（点滅）

ブレーキ制御付誤発進抑制機能（前
方）★の警報が作動

“ピピピピピ”と
鳴り続ける

（点滅）

ブレーキ制御付誤発進抑制機能（前
方）★の警報が作動するとともにエン
ジン出力を抑制
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

警告
■ステレオカメラの故障や誤作動を防ぐために
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、ステレオカメラが正常に作動せず、思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあります。
lステレオカメラ前面のフロントウインドウガラスは常にきれいにしてください。
• フロントウインドウガラス外側に汚れ・油膜・水滴・雪などが付着した場合は、取り除いてください。
• フロントウインドウガラスにダイハツが指定したガラスコーティング剤以外は使用しないでください。フロ
ントウインドウガラスにガラスコーティング剤を使用していても、ステレオカメラ前面に水滴などが付着し
た場合は、ワイパーでふき取ってください。

• フロントウインドウガラス内側のステレオカメラ取り付け部が汚れた場合は、ダイハツサービス工場にご相
談ください。

lフロントウインドウガラスのステレオカメラ前面に、ステッカー（透明なものを含む）などを貼らないでくだ
さい。やむを得ず取り付けなければならない（車検ステッカーなど）ときは、ステレオカメラの前面に重なら
ないようにしてください。

lフロントウインドウガラスが曇った場合は曇りを取ってください。（→ P. 94）
lフロントウインドウガラスのステレオカメラ前部の水滴をワイパーが正しくふき取れないときは、ワイパーゴ
ムまたはワイパーブレードを交換してください。
• ワイパーブレードの交換が必要な場合は、ダイハツサービス工場にご相談ください。

lフロントウインドウガラスにフィルムを貼らないでください。
l事故などでステレオカメラ周辺が変形した場合はダイハツサービス工場にご相談ください。

“ピピピピピ”と
鳴り続ける

（点滅）

ブレーキ制御付誤発進抑制機能（前
方）★のブレーキ制御が作動

“ピピピピピッ” ―
（点滅）

ブレーキ制御付誤発進抑制機能（後
方）★の警報が作動

“ピピピピピ”と
鳴り続ける

（点滅）

ブレーキ制御付誤発進抑制機能（後
方）★の警報が作動するとともにエン
ジン出力を抑制

“ピピピピピ”と
鳴り続ける

（点滅）

ブレーキ制御付誤発進抑制機能（後
方）★のブレーキ制御が作動

“ピピピピッピピ
ピピッ”

（点滅）
車線逸脱警報機能が作動

“ピピピッ” ―
（点滅）

先行車発進お知らせ機能が作動

― ― オートハイビームが作動

ブザー メーター ディスプレイ 作動状態
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lフロントウインドウガラスに傷・ひびなどが生じた場合は、そのまま放置せずに交換してください。特にステ
レオカメラ前面のフロントガラスに傷、ひびなどの損傷や部分修正があると、システムが正しく作動しなくな
ることがあります。
フロントウインドウガラスの交換が必要な場合は、ダイハツサービス工場にご相談ください。

lダイハツ純正品以外のフロントウインドウガラスに交換しないでください。
lステレオカメラに液体をかけないでください。
lステレオカメラのレンズを汚したり、傷を付けたりしないでください。レンズに汚れ、傷がある場合は、ダイ
ハツサービス工場にご相談ください。

lステレオカメラに強い衝撃を加えないでください。
lステレオカメラ取り付け位置や向きを変更したり、取り外したりしないでください。
lステレオカメラを分解しないでください。
lステレオカメラ付近に電子機器やアンテナなど、強い電波を発信する機器を取り付けないでください。
lインナーミラーなどのステレオカメラ周辺部品や天井を改造しないでください。
lインストルメントパネル上部にものを置かないでください。フロントウインドウガラスに反射してシステムが
正しく作動しなくなる場合があります。

lインストルメントパネル上面をケミカル剤などで光沢を持たせた場合、フロントウインドウガラスへの映り込
みにより、ステレオカメラが安定した認識ができずシステムが正常に作動しない場合があります。

lボンネット・フロントグリル・フロントバンパーなどに、ステレオカメラの視界をさえぎる可能性のあるアク
セサリーを取り付けないでください。

lルーフ上に全長の長い荷物（サーフボード、カヌー、スキー板など）を積むときは、ステレオカメラの視界を
さえぎらないようにしてください。

lダイハツ純正品以外のインナーミラー（ワイドタイプミラーなど）、サンバイザーを装着しないでください。

■ソナーの故障や誤作動を防ぐために
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、ソナーが正常に作動せず、思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。
lソナーは常にきれいにしてください。
• 雨、雪、氷、汚れなどがソナーに付着した場合は、取り除いてください。
• お手入れする際は、ソナーを傷付けないよう、やわらかい布を使ってください。

lソナーにウォッシャー液やオイルが付着した場合は、ただちにふき取ってください。
lソナーにワックスや撥水剤などをぬらないでください。
l高圧洗車機を使用して洗車するときは、ソナー部に直接水を当てないでください。
lスチームを使用した洗車機などで洗車するときは、スチームをソナー部に近付け過ぎないようにしてください。
lソナー、およびその周辺部分に強い衝撃や力を加えないでください。強い衝撃を受けたときは、必ずダイハツ
サービス工場で点検を受けてください。

lソナーを取り外したり、分解したりしないでください。
lソナーの取り付け位置を変更したり、周辺構造物を改造したりしないでください。また、ソナーを塗装したり
しないでください。

lソナー、およびその周辺部分にアクセサリーを付けたり、ステッカー（透明なものを含む）などを貼ったりし
ないでください。

lバンパー部分に腰かけたり、寄りかかったりしないでください。
lバンパーを交換・修理する場合や、事故などでソナー周辺が変形した場合は、ダイハツサービス工場にご相談
ください。

■汚れ検知機能について
lステレオカメラとソナーは汚れ検知機能を備えていますが、万全ではありません。
汚れを検知した場合は、スマートアシストの機能が自動的に停止します。
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衝突警報機能（対車両・対歩行者）、
衝突回避支援ブレーキ機能（対車両・対歩行者）
 

衝突警報機能、衝突回避支援ブレーキ機能は、ステレオカメラで前方車両※1、歩行者※2を認識し
て、衝突の危険性が高い場合に作動し、運転者への注意喚起とブレーキ制御を行い、衝突回避を支
援、あるいは衝突被害の軽減に寄与します。
 

※1 二輪車、自転車を含む
※2 昼間、夜間対応

u 衝突警報機能（対車両・対歩行者）

衝突の可能性が高いとシステムが判断したとき、ブザーとディスプレイの表示（→ P. 63）で注意を
促します。
状況によっては、壁、ガードレールなどの障害物に対しても衝突警報は作動します。

u 衝突回避支援ブレーキ機能（対車両・対歩行者）

衝突の可能性が高いとシステムが判断したとき、ブザーとメーター内の警告灯、およびディスプレイ
の表示（→ P. 63）で注意を促し、衝突の直前で緊急ブレーキが作動して、衝突回避を支援、あるい
は衝突被害の軽減に寄与します。

u 被害軽減ブレーキアシスト

緊急ブレーキ作動中、ブレーキペダルを踏み込むと、踏んだ以上の制動力で減速をアシストします。

警告
■安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転に努めてください。
衝突回避支援ブレーキ機能を日常のブレーキ操作の代わりには絶対に使用しないでください。衝突回避支援ブ
レーキ機能はあらゆる状況で衝突を回避または衝突の被害を軽減するものではありません。機能に頼ったり、
安全を委ねる運転をしたりすると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l衝突回避支援ブレーキ機能は、衝突回避を支援、あるいは衝突被害の軽減に寄与することを目的としています。
衝突が避けられないと判断した段階で緊急ブレーキが作動し、衝突直前で強いブレーキをかけるように設定し
ていますが、常に同じ性能を発揮できるものではありません。その効果は様々な条件により変わるため、シス
テムを過信せず安全運転に努めてください。
次の項目をお読みいただき、システムを過信せず安全運転に努めてください。
• 衝突の可能性がなくても機能が作動するおそれがあるとき：→ P. 71
• 機能が正常に作動しないおそれがあるとき：→ P. 67, 71

l安全のため、お客様ご自身で衝突回避支援ブレーキ機能の作動テストを行わないでください。止まりきれない
ことや作動しないことがあり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

KBGR450201
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■衝突警報機能、衝突回避支援ブレーキ機能について

l衝突回避支援ブレーキ機能は、ステレオカメラが認識した前方車両※ や歩行者に作動します。二輪車や電柱、
壁などに対しても作動することがありますが、これらへの衝突を回避することを目的とはしていません。

l緊急ブレーキが作動したとき、アクセル操作をしても、緊急ブレーキを継続します。ただし、アクセルを全開
に踏み込むと衝突回避支援ブレーキを解除します。

l運転者がブレーキペダルを踏んでいたり、ハンドルを操作していたりすると、その操作状態によっては運転者
の回避操作として判断され、衝突警報や衝突回避支援ブレーキが作動しない場合があります。

l衝突回避支援ブレーキ機能は、前方車両※との速度差が約120km/h（対歩行者の場合は速度差が約60km/
h）を超える場合は作動しません。

lシートベルトを着用し、必ず同乗者にも着用させてください。シートベルトを正しく着用しないと、衝突回避
支援ブレーキが作動したときに危険な場合があります。（→ P. 16）

※ 二輪車、自転車を含む
■衝突回避支援ブレーキについて
緊急ブレーキ作動時は、強いブレーキがかかります。緊急ブレーキは車両が停止してから約1.5 秒後に解除され
るため、必要に応じて運転者自らブレーキをかけてください。

■衝突警報機能、衝突回避支援ブレーキ機能が作動しないおそれのある状況
次のような場合は、衝突警報機能が作動しなかったり、衝突回避支援ブレーキ機能が作動せず、止まりきれない
ことがあります。
l前方車両※や歩行者との速度差、車間距離、接近の状態、横方向のずれ具合（自車の正面にいないなど）
l車両の状態（積載量・乗員など）
l路面の状態（勾配・滑りやすさ・形状・凹凸など）
l前方の視界が悪いとき（豪雨、吹雪、濃霧、土ぼこりなど）
l運転者の操作状態（アクセルペダル・ブレーキペダル・ハンドルなど）から運転者が回避操作をしたと判断し
たとき

lエンジン始動直後
l外気温が低いときや走行開始直後などでブレーキが冷えているとき
l下り坂などでブレーキが過熱してブレーキの効きが悪くなっているとき
l水たまり走行後や洗車後などブレーキがぬれてブレーキの効きが悪くなっているとき
lステレオカメラが認識しにくい状態（特に次のような場合）
• フロントウインドウガラスの曇りや汚れ、雪、霜、雨粒、土ぼこり、シールなどでステレオカメラ前面が覆
われているとき

• ダイハツ指定以外のガラスコーティング剤を使用したとき
• フロントウインドウガラスにフィルムを貼ったとき
• フロントウインドウガラスへの映り込みにより安定した認識ができないとき
• フロントウインドウウォッシャーの使用中または使用後で、フロントウインドウガラスが十分にふき取れて
いないとき

• フロントウインドウガラスに傷、ひびなどが生じたとき
• ルーフ上に全長の長い荷物（サーフボード、カヌー、スキー板など）を積んで、ステレオカメラの視界がさ
えぎられたとき

• ダイハツ純正品以外のワイパーブレードを装着したとき（長さが短いタイプ含む）
• 雨滴やウインドウウォッシャーの水滴、またはワイパーブレードがステレオカメラの視野をさえぎることに
より、対象物の認識が不完全になったとき

• ステレオカメラの前を手でふさぐなどしたとき
• ステレオカメラに衝撃が加わり、ずれや歪みが生じたとき
• 悪天候時（豪雨、吹雪、濃霧など）
• 夜間または、トンネル内、屋内の駐車場など暗い場所で前方車両※、歩行者に接近するとき
• トンネルの出入り口や木、建物の影などで明るさが変化したとき
• ステレオカメラ前方から強い光（太陽光などによる逆光や対向車両のヘッドランプの光など）を受けている
とき

• 強い光が車両※や歩行者、路面に反射しているとき
• カーブ、うねった道路、坂道のとき
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• 路面に水たまりや水膜があるとき
• 雪道や未舗装路など、凹凸やわだちのある道路のとき
• 前方車両※や歩行者との距離が極端に短いとき
• 自車の前方に車両※や歩行者が急に割り込んだり、飛び出したりしたとき
• 急加速やハンドル操作をしながら、前方車両※、歩行者に接近したとき
• 前方車両※の一部しかステレオカメラの認識範囲内に入っていないとき
• 小さい速度差で接近する場合（接近してから制御を行うため、対象物の形状・大きさによっては最後面がス
テレオカメラの視野範囲から外れる場合があります）

• 水しぶき、雪などの巻上げがあったとき
• 排気ガス、水蒸気、砂、煙、土ぼこりなど視界が十分でないとき
• 自車が車線変更を行い、前方車両※のすぐ後ろに接近したとき
• 前方車両※が急ハンドル、急加速、急減速したとき
• 特殊な形状の車両（キャリアカー、サイドカーなどを含む）のとき
• 子供用自転車、大きい荷物を載せた自転車、特殊な形状の自転車（チャイルドシート装着車、タンデム自転
車など）

• 前方車両の最後面が小さい（トレーラーなど）、低い、または凹凸があるとき
• 車両背面のガラスが大きく前が見えてしまうような前方車両に接近したとき
• 荷台にあおりがなく荷物が載っていないトラックなどが前方車両のとき
• 後端から積荷が飛び出している車両などのとき
• 車両が斜め、または横向きに走行や停止しているとき
• 二輪車や自転車が斜め、または横向きに走行しているとき
• 歩行者、二輪車や自転車の運転者の全身の輪郭があいまいなとき（レインコートなどを着用しているとき）
• 対向車※やバックしてくる車両などのとき
• 車高の低い車両などのとき
• 停車している車両※の前に壁などがあるとき
• 重い荷物を積むなど、前方車両※が傾いているとき
• 二輪車、自転車の運転者や歩行者の一部（頭や手足など）が荷物や傘、帽子、車両、建物などに隠れているとき
• 二輪車、自転車の運転者や歩行者が背景にまぎれて、ステレオカメラが認識できないとき
• 二輪車、自転車の運転者や歩行者が前かがみやしゃがんだ姿勢を取っているとき、横たわっているとき、手
を振ったり走っているとき

• 身長の低い子供や高身長の歩行者のとき（接近してから制御を行うため、歩行者の体形によってはステレオ
カメラの視野範囲から外れてしまい、作動しなかったり、作動が解除されたりすることがあります）

• 歩行者が大きな荷物を背負っていたり、抱えたり、自転車やカートなどを押しているとき
• 歩行者が長いスカートや和服などを着用していて足元が見えないとき
• 集団で歩いているときなど、ステレオカメラが歩行者として認識できないとき
• ヘッドランプ照射範囲外に対象物がある場合
• 周囲一面が同じような色合いのとき（一面雪景色など）
• 対象物と背景のコントラストが少ないとき（森の中の黒車両、白壁前の白服歩行者、夜間の黒服歩行者など）

lタイヤ径が小さい二輪車※や全長が長い二輪車※のとき
l歩行者や二輪車、自転車の移動速度が速いとき
l二輪車、自転車に運転者が乗車していないとき

※ 二輪車、自転車を含む

  衝突警報機能・衝突回避支援ブレーキ機能・被害軽減ブレーキアシストの作動  
a～dの順にシステムが作動し、運転者への注意喚起とブレーキ制御を行います。

lシステム作動中は、ブザーとメーター内の警告灯、およびディスプレイの表示で運転者に注意を促します。
lブレーキ制御中は制動灯、ハイマウントストップランプが点灯します。
lブレーキ制御中にブレーキペダルを踏み込むと、被害軽減ブレーキアシストが作動し、踏んだ以上の制動力で減
速をアシストします。
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a衝突警報

前方車両※・歩行者に対し、衝突の危険性があると判断したときに、ブザーとディスプレイの表示（→ P. 63）で
運転者に注意喚起して衝突回避操作を促します。
※ 二輪車、自転車を含む

b1次ブレーキ

前方車両※・歩行者を認識して、衝突の可能性が高いと判断したときに、ブザーを変化させブレーキ制御を行いま
す。

• 前方車両※・歩行者と認識していない場合、またはブレーキペダルを踏んで減速し、適切な車間距離を取った場
合は、ブレーキ制御を行いません。

• 運転者の衝突回避操作（ブレーキペダル・ハンドルなど）の操作量により、衝突する可能性が低くなったと判
断した場合、作動を解除します。

※ 二輪車、自転車を含む
c2次ブレーキ

前方車両※・歩行者に対し、衝突の危険性が非常に高いと判断したときに、1次ブレーキより強くブレーキ制御を
行います。
※ 二輪車、自転車を含む

KBGR450202

ピピピピピピッ

KBGR450203

ピピピピピ…

KBGR450204

ピピピピピ…
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d停止保持

停止後にブザーが鳴り、ブレーキ制御を最長約1.5 秒間継続したあと、ブレーキ制御を解除します。
ブレーキ制御が解除されたあとも停車状態を継続するには、ブレーキペダルをしっかり踏み続けてください。
（オートマチックトランスミッション車はクリープ現象により車両がゆっくりと動き出します）
マニュアルトランスミッション車はエンジンが停止した場合、あわてずにエンジンを始動してください。

知識
■ステレオカメラについて

 

ステレオカメラは歩行者や二輪車・自転車の運転者を
認識します。認識は対象物の大きさや形状、動きから
行っています。頭部、両肩の輪郭が明瞭であるときに
認識します。

 

■衝突警報機能、衝突回避支援ブレーキ機能、被害軽減ブレーキアシストの作動条件
自車が次の条件をすべて満たしたときに作動可能となります。
lエンジンスイッチが“ON”のとき
lスマートアシストOFF 表示灯が消灯しているとき
l「スマアシ停止」が表示されていないとき
l「スマアシ故障」が表示されていないとき
lシフトレバーがP（オートマチックトランスミッション車）・R以外のとき
l次の表に示す機能のいずれかの作動車速および速度差で走行しているとき

※1 自車と前方車両、歩行者との速度差は作動車速の数値と同じです。
※2 二輪車、自転車を含む
※3 昼間、夜間対応
※4 緊急ブレーキ作動中にブレーキペダルを踏み込んだ場合

KBGR450205

ピピピッ…

機能 対象 作動車速、速度差※1

衝突警報機能
対車両※2 約4～ 120km/h

対歩行者※3 約4～ 60km/h

衝突回避支援ブレーキ機能
対車両※2 約4～ 120km/h

対歩行者※3 約4～ 60km/h

被害軽減ブレーキアシスト※4
対車両※2 約 30～ 120km/h

対歩行者※3 約30～ 60km/h
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■衝突回避支援ブレーキについて
l状況によっては、1次ブレーキや2次ブレーキから作動することがあります。
l衝突回避支援ブレーキ中に音が聞こえることがありますが、制御によるものであり異常ではありません。
l衝突回避支援ブレーキ中にブレーキペダルを踏んだとき、ペダルが固く感じられることがありますが、異常で
はありません。

■衝突回避支援ブレーキについて（マニュアルトランスミッション車）
衝突回避支援ブレーキ中にクラッチペダルを踏み込まないとエンジンが停止することがあります。エンジンが停
止した場合はあわてずにクラッチペダルとブレーキペダルをしっかり踏み、エンジンを始動してください

■衝突の可能性がなくても衝突警報機能、衝突回避支援ブレーキ機能が作動する場合
次のような場合は、衝突の可能性がなくても衝突警報機能・衝突回避支援ブレーキ機能が作動することがありま
す。
l狭い橋、小トンネル、田舎道、ETC ゲート、狭いガードレール、雪だまりなど、両脇に壁や障害物がある細
い道を走行するとき

l前方車両※に接近して走行するときや、前方の壁や前方車両※の寸前まで接近して停止するとき

l停止車両※などの横を至近距離で通過するときや対向車両※が自車に向かって接近するとき
l路面の勾配が急に変化する場所を走行するとき
l水蒸気や霧、煙のかたまりを通過するとき
lビニールカーテン、旗などをくぐって通過するとき
l水しぶき、雪などの巻上げがあったとき
l排気ガス、水蒸気、砂、煙、土ぼこりなど視界が十分でないとき
lステレオカメラの光軸がずれているとき
l車両用エレベーターや機械式駐車場を利用するとき
l路面上に大きなペイントなどがある場合
lカーブの入口や交差点にガードレールや看板、木立などの路側物があるとき

lカーブですれ違う対向車両※があるとき
l駐車場のバーや遮断機のバーが上がりきる前のとき
l下り坂走行中、路面にキャッツアイやマンホール、路面電車のレールなどがあるとき
lバンプや段差を乗り降りしたときに、目の前に標識の影や、路面の継ぎ目などがあった場合
l複数台の前方車両※などが重なって見えるような場合
l上り坂走行中、上方に看板や樹木の枝があるとき
l縦縞フェンス、タイル壁、縦縞服など、連続する縦模様があるとき
l先行車両の方向指示／非常点滅灯、制動灯が点灯したとき
l水たまり、ぬれた路面、ボデー鏡面への風景写り込みやランプ反射があるとき
l外部から光の差し込みがあるとき

l車両※と車両※、車両※と歩行者、歩行者と歩行者、遠方のランプ群など、並進物があるとき
l進路脇に歩行者、または歩行者と同じような大きさのものが並んでいるとき

lすれ違う歩行者、先行車両※の二車線変更など、二つのものが交差して入れ替わるとき
lダンプカー、空荷トラック、スーツケースを持った人など、背面に前後差があるとき

l複雑な形状の車両※のとき
l横断歩行者が自車正面に差しかかる前に立ち止まったとき
l風に揺れる旗や木の枝、衣服の揺れがあるとき

※ 二輪車、自転車を含む

Gran_Max_slim_OM_BZ414.book  71 ページ  ２０２５年２月２５日　火曜日　午前１０時８分



72

Gran_Max_slim_OM_BZ414

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ブレーキ制御付誤発進抑制機能（前方・後方）★
 

ブレーキ制御付誤発進抑制機能は、前方、または後方に障害物を認識している場合、停車または徐
行（車速約 10km/h 以下）状態で、ペダルの踏み間違いなどにより必要以上にアクセルペダルが
踏み込まれたとシステムが判断したときに、ブザーとメーター、ディスプレイの表示（→ P. 63）
による運転者への警報とエンジン出力の抑制制御に加え、ブレーキ制御を行うことで、衝突回避を
支援、あるいは衝突被害の軽減に寄与します。 

u 前方
 

次の場合に作動します。
ステレオカメラが前方約 4m 以内に障害物を認識
している場合

 

u 後方
 

リヤソナーが後方約2～ 3m先までの壁などの障
害物を認識している場合に作動します。

 

警告
■ブレーキ制御付誤発進抑制機能について

lブレーキ制御付誤発進抑制機能を過信しないでください。ブレーキ制御付誤発進抑制機能はあらゆる状況で衝
突を回避、または衝突被害を軽減するものではありません。発進時はシフトレバーやペダルの位置および周囲
の安全を十分に確認して操作してください。機能に頼っていると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

lブレーキ制御付誤発進抑制機能は停止状態を保つものではありません。機能が作動していても、勾配が急な坂
道などではお車が動き出し、思わぬ事故につながるおそれがあります。

lブレーキ制御付誤発進抑制機能は前方、または後方に障害物を認識している場合に作動するものであり、崖な
ど対象物が見えない状況で作動するものではありません。

l故意に対象物の近くでアクセルペダルを過剰に踏み込まないでください。アクセルの調節をブレーキ制御付誤
発進抑制機能に頼っていると衝突事故を起こす場合があります。

l前方と後方では、認識できる障害物が異なります。
lブレーキ制御付誤発進抑制機能とコーナーセンサーでは作動の対象とする障害物が異なります。コーナーセン
サーのブザーが鳴っていてもブレーキ制御付誤発進抑制機能が作動しなかったり、コーナーセンサーのブザー
が鳴っていなくても、ブレーキ制御付誤発進抑制機能が作動する場合があります。

l万一、自車が踏切内で閉じ込められた場合、ステレオカメラ、またはソナーが遮断機を対象物と認識し、ブ
レーキ制御付誤発進抑制機能が作動することがあります。遮断機を押しのけて進む場合は、あわてずにアクセ
ルペダルを踏み続けるか、スマートアシストを停止してください。（→ P. 62）

KBGR450301

ピピピピピ…

KBGR450302

ピピピピピ…
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l運転者がハンドル操作をしていると、その操作状態によっては運転者の回避操作として判断され、ブレーキ制
御付誤発進抑制機能が作動しない場合があります。

lTRCを停止、またはVSC・TRCを停止にした場合、ブレーキ制御付誤発進抑制機能は作動しません。
lエンジン出力の抑制制御をしたときに、アクセルペダルを約 8 秒以上踏み続けると、作動を解除します。ま
た、すばやく3回以上、全開まで踏み直すと、ブレーキ制御付誤発進抑制機能は作動しません。

lブレーキ制御が作動すると、ブレーキ制御付誤発進抑制機能は一定時間作動しません。
lシートベルトを着用し、必ず同乗者にも着用させてください。シートベルトを正しく着用しないと、ブレーキ
制御が作動したときに危険な場合があります。（→ P. 16）

■ブレーキ制御付誤発進抑制機能（前方）が適切に作動しないおそれのある状況
次の条件の違いにより、ブレーキ制御付誤発進抑制機能（前方）が作動しなかったり、ブレーキ制御が作動して
も止まりきれないことがあります。
l前方障害物との速度差、車間距離、接近の状態、横方向のずれ具合（自車の正面に障害物がないなど）
l車両の状態（積載量・乗員など）
l路面の状態（勾配・滑りやすさ・形状・凹凸など）
l運転者の操作状態（アクセル・ブレーキ・ハンドルなど）から運転者が回避操作をしたと判断したとき
l車両の整備状態（ブレーキ関係・タイヤの摩耗・空気圧・スペアタイヤ装着など）
l車両や二輪車などの急な割込み、歩行者の飛び出し
lエンジン始動直後
l荷物を積載している、段差をまたいでいるなどにより、車両が極端に傾いているときや車高が著しく変化した
場合

l前方障害物との距離や向き、横方向のずれ具合（自車の正面に障害物がないなど）
l勾配が急な坂道を走行しているとき
l外気温が低いときや走行開始直後などでブレーキが冷えているとき
l下り坂などでブレーキが過熱してブレーキの効きが悪くなっているとき
l水たまり走行後や洗車後などブレーキがぬれてブレーキの効きが悪くなっているとき
lステレオカメラが認識しにくい状態（特に次のような場合）
• 悪天候時（豪雨、吹雪、濃霧など）
• 前方から強い光（太陽光などによる逆光や対向車のヘッドランプの光など）を受けたとき
• フロントウインドウガラスに曇りや汚れ、雪、霜、雨粒、土ぼこりなどが付着して覆っているとき
• ステレオカメラの温度が極端に高いとき
• 夕方、朝方の薄暗いときや、夜間に障害物に接近するとき
• 屋内の駐車場など暗い場所で障害物に接近するとき
• ヘッドランプ照射範囲外に障害物が存在するとき
• 雨滴やウインドウウォッシャーの水滴、またはワイパーブレードがステレオカメラの視野をさえぎることに
より、障害物の認識が不完全になったとき

• ルーフ上に全長の長い荷物（サーフボード、カヌー、スキー板など）を積んで、ステレオカメラの視界がさ
えぎられたとき

• 荷物の積載などにより、極端に車両が傾いているとき
• 前方車両などの水しぶき、雪などの巻上げがあったとき
• 排気ガス、水蒸気、砂、煙、土ぼこりなど視界が十分でないとき
• 凹凸道やオフロードなどの悪路を走行しているとき
• 障害物が道路標識やポールなどの細い棒状のもの
• 車両に非常に近い位置で車両中央からずれた位置に障害物が存在するとき
• 自車が進路変更して障害物のすぐ後ろに接近したとき
• 急なカーブ、急な上り坂、急な下り坂の場合
• ステレオカメラの認識範囲外に障害物が存在するとき
• 障害物の高さが低いとき（低い壁、低いガードレール、車高の低い車両、縁石など）
• しゃがんでいる人や横たわっている人などのとき
• 障害物が小さいとき（小動物、幼児など）
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• 障害物や前方車両（トレーラーや対向車など）の自車からいちばん近い面および最後面が小さいときや、障
害物に接近し過ぎたとき（自車からいちばん近いところではない部分を認識して作動し、効果が十分でない
こともあります）

• 障害物がフェンス、均一な模様（縞模様やレンガなど）や模様の全くない壁やシャッターなどのとき
• 障害物がガラスや鏡の壁や扉などのとき
• 自車の前方に車、二輪車、自転車、歩行者などが横から割り込んだり、飛び出してきたとき

■ブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）が作動しない場合
次のような障害物に対しては、ブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）は作動しません。
l背の低い障害物
l小さい障害物（小動物・幼児など）、幅の狭い障害物
l針金・金網・ロープ・道路標識やポールなどの細い障害物
l急に後方に現れたもの
l車両後方を横切るもの
l人や綿、雪など音波を反射しにくいもの
l地面に対して垂直でない壁、車両後面に対して斜めの壁
l凹凸な壁、波打っている壁など、平面でない壁
lソナーの認識範囲外に存在する障害物

■ブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）が適切に作動しないおそれのある状況
次のような場合は、ブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）が作動しなかったり、ブレーキ制御が作動しても止
まりきれないことがあります。
l運転者の操作状態（アクセル・ブレーキ・ハンドルなど）
l路面の状態（勾配・凹凸など）
l車両の状態（積載・乗員など）
l悪天候時（豪雨・吹雪・濃霧・砂嵐など）
lエンジン始動直後
l荷物を積載している、段差をまたいでいるなどにより、車両が極端に傾いているときや車高が著しく変化した
場合

l後方障害物との距離や向き、横方向のずれ具合（自車の正面に障害物がないなど）
l勾配が急な坂道を走行しているとき
l外気温が低いときや走行開始直後などでブレーキが冷えているとき
l下り坂などでブレーキが過熱してブレーキの効きが悪くなっているとき
l水たまり走行後や洗車後などブレーキがぬれてブレーキの効きが悪くなっているとき
lソナーが正しく障害物を認識できないとき（特に次のような場合）
• バンパーに非常に近い障害物や、地面から高い位置に存在する障害物
• 動いているもの
• スポンジ状のものや雪などの表面がやわらかく音波を吸収しやすい障害物
• 障害物の面が車両の後面に対して斜めのときや、障害物に対して斜めに接近しているとき
• 障害物が車両の中央から横にずれた位置にあるとき
• 壁から柱や配管などが突き出しているとき
• 認識できる障害物と車両との間に、認識できない障害物がある場合
• 炎天下や寒冷時でソナー周辺部が著しく高温または低温の場合
• 雨・雪・氷・汚れなどがソナーに付着しているとき
• どしゃぶりの雨や水しぶきがかかったときや風が強いとき
• 周囲で大きな音が鳴っているときや、周囲に超音波を発するものがあるとき（他車のホーン・オートバイの
エンジン音・大型車のエアブレーキ音・車両感知器・他車のソナーなど）

• ソナー付近に市販の電装部品（字光式ナンバープレート・無線アンテナなど）を取り付けたとき
• 衝突などでソナーの方向のずれが発生したとき

■ブレーキ制御について
ブレーキ制御作動時は、強いブレーキがかかります。ブレーキ制御は車両が停止してから約1.5 秒後に解除され
るため、ただちにブレーキペダルに踏み替えてください。
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  ブレーキ制御付誤発進抑制機能の作動  
■ 警報
車速が約4km/h 以下で、アクセルペダルが必要以上に踏み込まれたと判断したときに、ブザーとディ
スプレイの表示（→ P. 63）で警報し、運転者に衝突回避操作を促します。
l後方で作動したとき、ブザーはリバース警告ブザーよりも早い間隔で鳴ります。（→ P. 63）
■ エンジン出力の抑制制御
車速が約10km/h 以下で、アクセルペダルがすばやく、かつ必要以上に踏み込まれたと判断したとき
に、ブザーとメーター内の警告灯、およびディスプレイの表示（→ P. 63）で運転者に警報するとと
もに、エンジン出力の抑制制御を行います。
lエンジン出力の抑制制御はアクセルペダルを踏み続けている間、最長約8秒間継続します。
lエンジン出力の抑制制御中は、メーター内のマスターウォーニングが点灯します。
■ ブレーキ制御
エンジン出力の抑制制御が行われてもそのままアクセルペダルを踏み続け、障害物との衝突が避けら
れないとシステムが判断したときに、ブザーとメーター内の警告灯、およびディスプレイの表示
（→ P. 63）で運転者に警報するとともに、ブレーキ制御を行います。
lブレーキ制御中は制動灯、ハイマウントストップランプが点灯します。
l停止後、ブレーキ制御を最長約1.5 秒間継続したあと、ブレーキ制御を解除します。ただちにブレー
キペダルに踏み替えてください。

知識
■ブレーキ制御付誤発進抑制機能の作動条件
自車が次の条件をすべて満たしたときに作動可能となります。
lエンジン回転中
lスマートアシストOFF 表示灯が消灯しているとき
l「スマアシ故障」が表示されていないとき
lブレーキペダルを踏んでいないとき
l車速が0～約10km/h のとき
l方向指示表示灯が消灯しているとき
lメーター内のVSC OFF 表示灯・TRC OFF 表示灯が消灯しているとき
l前方の場合は、次の条件をすべて満たしているとき
• シフトレバーがD・2・L のとき
• 機能停止コード「11E」、「12E」、「14E」が表示されていないとき

l後方の場合は、次の条件をすべて満たしているとき
• シフトレバーがRのとき
• 機能停止コード「12E」、「14E」、「15E」、「16E」が表示されていないとき

■ブレーキ制御について
lブレーキ制御中に音が聞こえることがありますが、制御によるものであり異常ではありません。
lブレーキ制御中にブレーキペダルを踏んだとき、ペダルが固く感じられることがありますが、異常ではありません。

■衝突の可能性がなくてもブレーキ制御付誤発進抑制機能（前方）が作動する場合
次のような場合は、衝突の可能性がなくてもブレーキ制御付誤発進抑制機能（前方）が作動することがあります。
l前方車両に接近して走行するときや、前方障害物の寸前まで接近して停止するとき
l路面の勾配が急に変化する場所を走行するとき
l水蒸気や霧、煙のかたまりを通過するとき
lビニールカーテン、旗などをくぐって通過するとき
l水しぶき、雪などの巻上げがあったとき
l排気ガス、水蒸気、砂、煙、土ぼこりなど視界が十分でないとき
l停止車両などの横を至近距離で通過するときや対向車両が自車に向かって接近するとき
l車両用エレベーターや機械式駐車場を利用するとき
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l路面上に大きなペイントや段差、縁石、突起物などがあるとき、地面にわだちや穴があるとき
lカーブの入口にガードレールや看板などの路側物があるとき
lカーブですれ違う対向車両があるとき
lカーブや交差点に障害物があるとき
l縦列駐車から本線に合流するとき
l駐車場ゲートや遮断機のバーが上がりきる前のとき
lキャリアカーに積載するとき
l河川敷や生い茂った草むらや木立の中を走行するとき

■衝突の可能性がなくてもブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）が作動する場合
次のような場合は、衝突の可能性がなくてもブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）が作動することがあります。
l障害物の寸前まで接近して停止するとき
l路面の勾配が急に変化する場所を走行するとき
lビニールカーテン・旗などをもぐって通過するとき
l水しぶき・雪などの巻上げがあったとき
l障害物の横を至近距離で通過するとき
l車両用エレベーターや機械式駐車場を利用するとき
l縦列駐車をするとき
l後方に障害物がある状態で、段差などを乗り越えるとき
l車両側面の近くに障害物があるとき
l路面上に段差や縁石、突起物などがあるとき、地面にわだちや穴があるとき
l狭いスペースに進入するとき
lどしゃぶりの雨や水しぶきがかかったとき
l悪天候時（豪雨・吹雪・濃霧・砂嵐など）
l他車のホーン・オートバイのエンジン音・大型車のエアブレーキ音・車両感知器・他車のソナーなど超音波を
発生するものが付近にあるとき

lソナー付近に市販の電装部品（字光式ナンバープレート・無線アンテナなど）を取り付けたとき
l車両姿勢が大きく傾いたとき
l積載状況などにより車高が著しく変化した場合
l衝突などでソナーの方向のずれが発生したとき
l雨・雪・氷・汚れなどがソナーに付着しているとき
l排水溝などの金属のふた（グレーチング）の上や砂利道を走行するとき

車線逸脱警報機能
 

車線逸脱警報機能は、フロントウインドウガラス上部に設置されたステレオカメラによって左右の
白（黄）線を認識し、車速が約 60km/h 以上で、運転者が意図せず走行車線から逸脱する可能性
があるとシステムが判断したときに作動します。
ブザーとメーター内の表示灯（→ P. 63）で運転者に注意を促します。
 

KBGR450501

ピピピピッ
ピピピピッ
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警告
■車線逸脱警報機能について

l車線逸脱警報機能は、車線逸脱を防止するものではありません。また、わき見運転やぼんやり運転などの前方
不注意、および雨、霧などの視界不良を補助するものではありません。車線の維持を車線逸脱警報機能に頼っ
ていると、車線逸脱による事故につながるおそれがあり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l車線逸脱警報機能が作動した場合は、周囲の状況に応じてハンドル操作を行うなどの適切な操作をしてくださ
い。

l車線逸脱警報機能は路肩や側溝などの道路の端を認識して作動する機能ではありません。
l車線がはっきり見えない場合、または直線的でない場合は、車線逸脱警報機能が作動しない場合があります。
l車線逸脱警報機能の作動テストを行わないでください。

■車線逸脱警報機能が作動しない場合
次のような条件では、車線逸脱警報機能が作動しない場合があります。
l車線内を走行していないとき
lカーブ内側にはみ出して走行してしまっているとき
l車線幅が狭いときや広いとき
l方向指示レバーを使用しているとき
l急なハンドル操作などにより、運転者に回避の意思があるとシステムが判断したとき

■車線逸脱警報機能が適切に作動しない、または不適切に作動するおそれのある状況
次の条件では白（黄）線を正確に認識できず、車線逸脱警報機能が適切に作動しない、または不適切に作動する
ことがあります。
l白（黄）線と道路表面の区別ができないときや、かすれたり汚れたりして見えにくいとき
l悪天候時（豪雨、吹雪、濃霧、砂嵐など）により白（黄）線が見えにくいとき
l路面に雪が残っていたり湿っているとき
l前方から強い光（太陽光などによる逆光や対向車両のヘッドランプの光など）を受けているときや、強い光が
道路に反射しているとき

lトンネルの出入り口や、木、建物の影などで明るさが変化したとき
l雨上がりなどで路面がぬれて光っているときや、水たまりがあるとき
l木々や建物の影を走行するとき、ガードレールなどの影が道路上に映っているとき
l夜間で街灯のついていない道路を走行しているとき
l道路の状態（特に次のような場合）
• 車線規制や仮設車線がある区間を走行するとき
• 道路の修復や古い白（黄）線のため、アスファルトの継ぎ目や線状の補修痕、白（黄）線のかすれや重複、
タイヤ痕などがあるとき

• 交差点や横断歩道など車線の数が増減している区間や車線が複雑に交差している区間を走行するとき
• 車線の幅が狭いときや広いとき、または変化しているとき
• 車両などが白（黄）線の一部を隠しているとき、または幅が細いとき
• 坂道や丘の頂上に近付いているとき
• 段差などにより車両が大きく揺れたとき
• 路上のもの（縁石・ガードレール・パイロンなど）を白（黄）線と認識したとき
• 道路がうねって車線が歪んで見えるときや先が見通せないとき
• 舗装されていない道路や荒れた道路を走行するとき
• 車線が二重に描かれている道路を走行するとき
• 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を走行するとき
• ぬれた路面や積雪路でのタイヤの跡などがあるとき
• 分岐・合流路などを走行するとき
• 急なカーブのある道路を走行するとき
• カーブの形状が変化するとき
• 道路工事区間で以前の区画線が完全に消えていないなど、路面に線状のペイントがあるとき

lステレオカメラが認識しにくい状態（特に次のような場合）
• フロントウインドウガラス外側が汚れ、泥、湿った雪に覆われているとき
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• ルーフ上に全長の長い荷物（サーフボード、カヌー、スキー板など）を積んで、ステレオカメラの視界がさ
えぎられたとき

• フロントウインドウガラス内側が曇っているとき
• フロントウインドウウォッシャーの使用中、または使用後などで、フロントウインドウガラスが十分にふき
取れていないとき

• 重い荷物を積んで車両が傾いているとき
• 先行車との車間距離が短いとき
• 自車が白（黄）線に対してまっすぐに走行していないとき
• ステレオカメラが高温になったとき

l料金所や検札所の手前や交差点など、白（黄）線がない場所を走行するとき
l白（黄）線がかすれている、またはキャッツアイ（道路鋲）や置き石などがあるとき
l車線が黄色のとき（白線にくらべて認識率が低下することがあります）
lコンクリート路のような明るい路面を走行しているとき
l照り返しなどにより明るくなった場所を走行しているとき
l車線変更をした直後
l先行車や対向車が巻き上げた水や雪や土ぼこり、または風に舞う砂や煙、水蒸気が前方にあるとき
l白（黄）線が縁石などの上に引かれているとき
l夜間やトンネル内などでヘッドランプを点灯していない、またはレンズが汚れて照射が弱いときや、光軸がず
れているとき

l区画線に急に接近する場合
l雪景色など、周囲一面が同じような色合いのとき

知識
■車線逸脱警報機能の作動条件
次の条件をすべて満たしたときに作動可能となります。
lエンジンスイッチが“ON”のとき
l車速が約60km/h 以上のとき
l車線逸脱警報OFF 表示灯が消灯しているとき
l「スマアシ停止」が表示されていないとき
l「スマアシ故障」が表示されていないとき
l方向指示表示灯が消灯しているとき（方向指示表示灯が消灯してから約4秒間は作動しません）
l急なハンドル操作をしていないとき
l直線またはゆるやかなカーブの道路を走行しているとき
lシステムが左右いずれかの白（黄）線を認識しているとき
l走行している車線の幅が約3m～ 4mのとき

■機能の一時解除
作動条件（→ P. 78）が満たされなくなった場合、一時的に機能が解除されますが、ふたたび作動条件が満たさ
れると、自動的に復帰します。

■車線逸脱警報機能について
外部の騒音やオーディオの音などにより、ブザーが聞き取りにくい場合があります。

先行車発進お知らせ機能
 

先行車発進お知らせ機能は、先行車の発進後に自車が停止し続けた場合に、ブザーとディスプレイ
の表示（→ P. 63）で運転者にお知らせします。
先行車に続いて停車中（車間距離が約 10m 以内、かつ自車がしばらく停車中）、先行車が発進し
て約3m以上進んでも自車が発進しないときに作動します。 
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警告
■先行車発進お知らせ機能について
安全に発進できる状態を知らせたり、あらゆる状況での先行車の発進を知らせたりするものではありません。先
行車発進お知らせ機能に頼らず、十分に安全を確認して運転してください。

知識
■先行車発進お知らせ機能の作動条件
自車が次の条件をすべて満たしたときに作動可能となります。
lエンジンスイッチが“ON”のとき
lスマートアシストOFF 表示灯が消灯しているとき
l「スマアシ停止」が表示されていないとき
l「スマアシ故障」が表示されていないとき
lオートマチックトランスミッション車は、シフトレバーが D・2・L でブレーキペダルを踏んでいる、または
シフトレバーがNのとき

lマニュアルトランスミッション車は、シフトレバーがR以外でブレーキペダルを踏んでいるとき
l停止してから数秒経過したとき

■先行車発進お知らせ機能が正常に作動しない場合
次のような場合は、先行車が発進していなくても機能が働いてしまう場合や、発進していても作動が遅れたり、
機能が働かない場合があります。
l停止した先行車との間にオートバイなどが割り込んできたとき
l停止した先行車との間を歩行者などが通過した場合
l天候や道路形状などにより先行車を認識できないとき
lステレオカメラが先行車を見失ったとき
l横方向のずれ具合（自車の正面にいないなど）
l自車が停止したときに先行車が動いている場合
l先行車との距離が極端に短いとき
l先行車が急発進や急旋回した場合
l先行車が特殊な形状の車両（キャリアカー、サイドカーなどを含む）の場合
l先行車の最後面が小さい（トレーラーなど）、低い、または凹凸があるとき
l車両背面のガラスが大きく、前が見えてしまうような先行車のとき
l荷台にあおりがなく荷物が載っていないトラックなどが先行車のとき
l後端から積荷が飛び出している先行車のとき
l車高の低い先行車のとき
l車両が斜め、または横向きに停まっているとき
lハンドルを大きく切った状態で停止しているとき
l凹凸道やオフロードなどの悪路を走行しているとき

KBGR450401
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アイドリングストップシステム（eco IDLE）
 

赤信号や交差点などで減速した際、停車前（約 9km/h）または停車後に燃費向上やアイドリング
騒音低下のため、エンジンスイッチを操作することなく、ブレーキペダル（オートマチックトラン
スミッション車）またはクラッチペダル（マニュアルトランスミッション車）の操作によってエン
ジンを停止・再始動させるシステムです。 

  エンジンが停止する  
 

a走行中（オートマチックトランスミッション車
はシフトレバーが D のとき）、エンジン停止が
可能な状態になると、eco IDLE 表示灯が点灯
する（→ P. 81）

 

オートマチックトランスミッション車
bブレーキペダルを踏み減速すると、停車前または停車後にエンジンが自動的に停止する
eco IDLE 表示灯は点灯したままです。

マニュアルトランスミッション車
b停車後にシフトレバーをNにし、クラッチペダルから足を離すとエンジンが自動的に停止する
eco IDLE 表示灯は点灯したままです。

  エンジンが再始動する  
オートマチックトランスミッション車
ブレーキペダルから足を離すと、エンジンが再始動する
eco IDLE表示灯が消灯します。
しばらく走行して、再度エンジン停止が可能な状態になると、eco IDLE 表示灯が点灯します。

マニュアルトランスミッション車
クラッチペダルをいっぱいまで踏み込むと、エンジンが再始動する
再始動したことを確認してから、シフトレバーを操作してください。
eco IDLE表示灯が消灯します。
しばらく走行して、再度エンジン停止が可能な状態になると、eco IDLE 表示灯が点灯します。

  eco IDLE を非作動にするには  
 

eco IDLE を非作動にするには eco IDLE OFF ス
イッチを押す
eco IDLE OFF 表示灯が点灯します。
再度スイッチを押すと、作動可能状態に戻り、eco
IDLE OFF 表示灯が消灯します。

 

KBGR460101
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■ eco IDLE OFF スイッチを押したとき
leco IDLE によるエンジン停止中、eco IDLE OFF スイッチを押すとエンジンが再始動します。
leco IDLE が非作動のとき、再度 eco IDLE OFF スイッチを押すと、eco IDLE が作動可能状態に
戻りますが、エンジンは停止しません。
次に車両が停止したときに（eco IDLE が作動可能状態に戻る）、eco IDLE によって、エンジンが
停止します。

  ヒルスタートシステム（オートマチックトランスミッション車）  
eco IDLE によって坂道でエンジン停止後の発進の際、ブレーキペダルを離してエンジンを再始動し
駆動力が発生するまでの間、ブレーキ油圧（ブレーキの効き）を最長約 2 秒間保持して車両が後退す
るのを抑制し坂道発進を容易にします。
駆動力が発生すると、保持していたブレーキ油圧（ブレーキの効き）を自動的に解除します。

知識
■ eco IDLEの作動条件

l次の条件がすべて満たされたとき、eco IDLE表示灯が点灯し、エンジン停止が可能な状態になります。
• eco IDLE OFF スイッチを押して、eco IDLE の作動を停止していないとき
（eco IDLE作動停止中は、eco IDLE OFF 表示灯が点灯します）
• エンジンが十分温まっているとき
• 押しがけによる始動をしていないとき（マニュアルトランスミッション車）
• トランスミッションオイルが十分に温まっているとき（オートマチックトランスミッション車）
• エンジン冷却水温が高過ぎないとき
• エンジン始動後に約 10km/h 以上でしばらく走行したあと
（走行せずにアイドリング状態を続けていても、エンジンは停止しません）
• バッテリー状態（充電・温度など）が良好であるとき
• 運転席ドアが閉まっているとき
• 運転席シートベルトを着用しているとき
• 外気温が約0℃以上のとき
• シフトレバーがDのとき（オートマチックトランスミッション車）
• センターデフロックスイッチ★がOFFのとき
• システム（eco IDLE・エンジン電子制御・オートマチックトランスミッション★・ABS・VSC・エアコ
ン・パワーステアリング・車両通信）が正常なとき

l次の状況では、エンジン停止が可能な状態になるまで時間がかかる場合があります。
• バッテリーが放電しているとき
• バッテリー交換などにより、バッテリー端子を外したあと

■ eco IDLE表示灯について
 

走行中にeco IDLEの作動条件がすべて満たされると、
eco IDLE 表示灯が点灯し、停止時に eco IDLE が作
動可能状態であることをお知らせします。

 

■停車前のエンジン停止条件（オートマチックトランスミッション車）
leco IDLE 表示灯が点灯して、次の条件がすべて満たされたとき、停車前にエンジン停止します。
• 車速が約9km/h 以下になったとき
• ブレーキペダルを踏んでいるとき
• アクセルペダルを踏んでいないとき
• ランプスイッチがOFF のとき

KBGR460103
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• フロントワイパーが作動していないとき
• ハンドルの切れ角が小さいとき
• 急減速していないとき
• ABS、VSCが作動していないとき
• 衝突回避支援ブレーキ機能が作動していないとき
• ブレーキオーバーライドシステムが作動していないとき

l次の状況では、停車前にエンジン停止しない場合がありますが、異常ではありません。
• ブレーキペダルを踏む力が弱いとき
• 勾配が急な坂道を走行しているとき
• ブレーキ倍力装置の負圧が低下したとき
• ゆるやかに減速しているとき

■停車後のエンジン停止条件
leco IDLE 表示灯が点灯して、次の条件がすべて満たされたとき、停車後にエンジン停止します。
• 停車しているとき
• ブレーキペダルを踏んでいるとき（オートマチックトランスミッション車）
• アクセルペダルを踏んでいないとき
• ハンドル操作をしていないとき（オートマチックトランスミッション車）
• クラッチペダルから足を離しているとき（マニュアルトランスミッション車）
• シフトレバーがNのとき（マニュアルトランスミッション車）
• ABS、VSCが作動していないとき
• 衝突回避支援ブレーキ機能が作動していないとき

l次の状況では、停車後にエンジン停止しない場合がありますが、異常ではありません。
• ブレーキペダルを踏む力が弱いとき
• 勾配が急な坂道で停車したとき
• ブレーキ倍力装置の負圧が低下したとき

■エンジン停止中の操作について
l右左折や合流時など、エンジン停止中に事前に発進準備をしたいときは、次の操作で事前にエンジンを再始動
することができます。
• ブレーキペダルをさらに強く踏み込む（オートマチックトランスミッション車）
• ハンドル操作をする（オートマチックトランスミッション車）
• クラッチペダルをいっぱいまで踏み込む（マニュアルトランスミッション車）
• eco IDLE OFF スイッチを押す（→ P. 80）

l給油時はシフトレバーをオートマチックトランスミッション車はPに、マニュアルトランスミッション車はN
にし、エンジンスイッチを“OFF”にしてエンジンを停止します。

■エンジン停止中の操作について（オートマチックトランスミッション車）
lエンジン停止中にシフトレバーをDからR以外にしてもエンジン停止は継続します。
ただし、シフトレバーをNまたはPにしたあと他のシフトポジションにするとエンジンが再始動します。
• エンジン停止中にシフトレバーを D から P に操作したときは、ブレーキペダルから足を離してもエンジン
は再始動しません。

■エンジンの再始動について
lエンジン停止中に次のいずれかの操作を行うと、エンジンが自動的に再始動します。
• ブレーキペダルから足を離したとき（オートマチックトランスミッション車）
• ブレーキペダルをさらに強く踏み込んだとき（オートマチックトランスミッション車）
• アクセルペダルを踏んだとき（オートマチックトランスミッション車）
• ハンドル操作をしたとき（オートマチックトランスミッション車）
• シフトレバーをRにしたとき（オートマチックトランスミッション車）
• シフトレバーをN・Pにしたあと、他のシフトポジションにしたとき
（オートマチックトランスミッション車）
• クラッチペダルをいっぱいまで踏み込んだとき（マニュアルトランスミッション車）
• eco IDLE OFF スイッチを押したとき
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• 運転席ドアを開けたとき
• 運転席シートベルトを外したとき
• センターデフロックスイッチ★をONにしたとき

lエンジン停止中、次のいずれかのときはエンジンが自動的に再始動する場合があります。（eco IDLE 表示灯
は点滅後、消灯します）
• ブレーキ倍力装置の負圧が低下したとき
• バッテリーの放電量が多いとき
• 傾斜などで車両が動き出したとき
• 停車前にエンジンを停止したあと、下り坂で加速したとき（オートマチックトランスミッション車）
• 警告灯が点灯（→ P. 121）するなど、各システム（エンジン電子制御・オートマチックトランスミッショ
ン★・ABS・VSC・TRC・エアコン・パワーステアリング）に異常が発生したとき

• エンジン停止してから約3分経過したとき
lエンジン停止中に eco IDLEシステムに異常が発生したり、スターターやバッテリーが交換時期になったとき
は、eco IDLE OFF 表示灯が点滅し、エンジンが自動的に再始動します。

l次の状況では、エンジン停止の時間が短くなる場合があります。
• 電装品などの消費電力が大きいとき

lオーディオの音量が大きいなど、エンジン停止中の消費電力が大きい場合、エンジン再始動時にオーディオの
電源が一時的にOFFになることがあります。

lエンジンが再始動すると、アクセサリーソケットの電源電圧が低下するので、使用している電化製品によって
は電源が一時的にOFF になることがあります。

■エンジンの再始動について（マニュアルトランスミッション車）
lエンジン停止中にシフトレバーを N から他のシフトポジションに操作した場合、クラッチペダルを踏み込む
以外の操作でエンジンを再始動することができません（警告ブザーが鳴り、eco IDLE 表示灯が高速点滅しま
す）。シフトレバーをNに戻すと、他のエンジン再始動条件で再始動することができます。

lクラッチペダルを踏み込んでエンジンを再始動するときは、エンジンが再始動したことを確認できるまでク
ラッチペダルを踏み続けてください。再始動中にシフトレバーを操作してクラッチペダルから足を離すと、エ
ンジン停止状態に戻ります（警告ブザーが鳴り、eco IDLE 表示灯が高速点滅します）。この場合は、クラッ
チペダルをいっぱいまで踏み込んでエンジンを再始動してください。

■ eco IDLEの自動再開
eco IDLE を eco IDLE OFF スイッチによって非作動にしていても、一度エンジンスイッチを“OFF”にしてか
ら“ON”にすることによって、eco IDLE は自動的に作動可能状態に戻ります。

■ヒルスタートシステムについて（オートマチックトランスミッション車）
l坂道だけでなく、平坦な場所でも作動します。
lヒルスタートシステムの作動により、次の状態になることがありますが、異常ではありません。
• ブレーキペダルの踏み応えが変わる
• ブレーキペダルが振動する
• ブレーキから音が発生する

■ eco IDLEについて
eco IDLE は赤信号や交差点などの一時的な停車のときに使用し、長時間停車する場合などには、エンジンを停
止してください。

■警告ブザーについて
eco IDLE によるエンジン停止中、次のようになったときは警告ブザーが鳴ると同時に eco IDLE表示灯が高速
で点滅します。
l運転席ドアが開いたとき
l運転席シートベルトを外したとき
lクラッチペダルを踏み込まずにシフトレバーをN以外にしたとき（マニュアルトランスミッション車）

■ eco IDLE OFF 表示灯が点滅したままのときは
スターターの交換時期、またはシステムに異常がある場合があります。ダイハツサービス工場で点検を受けてく
ださい。
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■エンジン始動中に eco IDLE OFF 表示灯が数秒間点滅したときは
バッテリーの交換時期です。ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

■エンジン停止中のエアコンについて
lエンジン停止中はエアコン（冷房、除湿機能）がオフになり、送風になります。エアコンを作動させるときは、
次のいずれかの操作でエンジンを再始動させてください。
• eco IDLE OFF スイッチを押す
• クラッチペダルをいっぱいまで踏み込む（マニュアルトランスミッション車）
• ブレーキペダルをさらに強く踏み込む（オートマチックトランスミッション車）

■エンジン停止中にフロントウインドウガラスが曇ったとき
l次のいずれかの操作でエンジンを再始動させてください。
• eco IDLE OFF スイッチを押す
• クラッチペダルをいっぱいまで踏み込む（マニュアルトランスミッション車）
• ブレーキペダルをさらに強く踏み込む（オートマチックトランスミッション車）

l を押してエアコンを作動させ、吹き出し口を  に切り替えて曇りを取ってください。

l断続的にフロントウインドウガラスが曇るときは、eco IDLE OFF スイッチを押し、eco IDLEを非作動にし
てください。

■バッテリーを交換するとき
→ P. 135

■ eco IDLEを正常に作動させるために
l次のようなときは eco IDLEが正常に作動しないおそれがあります。ダイハツサービス工場で点検を受けてく
ださい。
• 運転席シートベルトを着用しているときに、メーター内の運転席シートベルト締め忘れ警告灯が点滅する
• 運転席シートベルトを外しているときに、メーター内の運転席シートベルト締め忘れ警告灯が点滅しない
• 運転席ドアを閉めているときに、メーター内の半ドア警告灯が点灯する、またはルームランプのスイッチが
ドアポジションのときにルームランプが点灯するとき

• 運転席ドアを開けているときに、メーター内の半ドア警告灯が点灯しない、またはルームランプのスイッチ
がドアポジションのときにルームランプが点灯しないとき

lバッテリーの端子から電化製品の電源を取らないでください。eco IDLE が正常に作動しなくなります。

警告
■ eco IDLEが作動しているとき

lエンジン停止中はブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。（eco IDLE 表
示灯が点灯している間）
エンジンが自動的に始動するため、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

lエンジン停止中はお車から離れないでください。（eco IDLE 表示灯が点灯している間）
次の操作を行うと、エンジンが自動的に始動するため、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
• ブレーキペダルから足を離す（オートマチックトランスミッション車）
• 運転席ドアを開ける
• 運転席シートベルトを外す

lオートマチックトランスミッション車は、エンジン停止中は、ブレーキペダルを踏んだまま、アクセルペダル
を踏むとエンジンが再始動しますので、車両の発進には十分ご注意ください。

lマニュアルトランスミッション車は、エンジン停止中にクラッチペダルを踏み込まずにシフトレバーを N か
ら他のレンジに操作すると、警告ブザーが鳴ります。クラッチペダルをいっぱいまで踏み込んでエンジンを再
始動するか、シフトレバーをNに戻してください。
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■ヒルスタートシステムについて（オートマチックトランスミッション車）
lヒルスタートシステムは坂道で停車させる装置ではありません。装置が正常に作動していても、坂道で停車中
にブレーキペダルをゆるめるとお車が動き出すおそれがありますので、停車中はブレーキペダルをしっかり踏
み続けてください。

lヒルスタートシステムを過信しないでください。発進するときにお車が不意に動き出すなどして思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。
常に周囲の状況を確認して、適切にシフトレバー・ブレーキペダル・アクセルペダル・パーキングブレーキを
操作して発進してください。

lブレーキペダルから足を離したら、ただちに発進操作を行ってください。坂道などで惰性で後退した場合、エ
ンストを起こし、ブレーキの効きが悪くなったり、ハンドルが重くなるなど、思わぬ事故や故障の原因となる
おそれがあり危険です。

lゆるやかな上り坂で停車前にエンジン停止したあと、お車が停止する前にアクセルペダルを踏んで再加速しよ
うとした場合、お車が後退することがあります。
車が惰性で後退したときは、周囲の状況に応じてブレーキペダル、アクセルペダルを操作し、安全に発進して
ください。

l重い荷物を車内に積んでいるとき、または勾配が急な上り坂では、ヒルスタートシステムが作動していてもお
車が後退することがあります。パーキングブレーキをかけたりするなどして発進してください。

コーナーセンサー
 

コーナーセンサーは車速が約 10km/h 以下のときに、車両と障害物とのおおよその距離をソナー
によって認識してブザーとメーターの表示で運転者にお知らせする装置です。
 

  ソナーの位置  
 

ソナーは、コーナーセンサーで必要な情報を認識
します。

 

  距離とブザーについて  
作動条件をすべて満たした状態で、障害物を認識すると、ブザーとメーターの表示で運転者にお知ら
せします。
l障害物との距離が短くなると、ブザーが次の表の通り変化します。

※ 車両中央 2 箇所のソナーのみ認識
lソナーが複数の障害物を同時に認識しているときは、もっとも近い障害物との距離のブザーが鳴ります。

KBGR450123

ブザー メーターの表示 ソナーと障害物との距離

ピッ…ピッ…ピッ…（断続音） 約 150～ 60cm※

ピッピッピッ…（断続音） 約 60～ 45cm

ピピピ…（断続音） 約 45～ 30cm

ピー（連続音） 約30cm以内
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  ソナーが障害物を認識できる範囲  
 

認識できる範囲は右図の通りです。
ただし、障害物がソナーに近付き過ぎると認識で
きません。
障害物の形状・条件によっては認識できる距離が
短くなることや、認識できないことがあります。

 

  ブザーについて  
コーナーセンサー作動中にコーナーセンサーブ
ザーOFFスイッチを押すと、ブザーが止まります。
このときコーナーセンサーブザーOFF 表示灯が点
灯します。

 

知識
■作動条件

l次の条件をすべて満たしたときに作動します。
• エンジンスイッチが“ON”のとき
• シフトレバーがRのとき

l作動条件をすべて満たした状態で、障害物を認識すると、ブザーが鳴ります。

■ブザーについて
コーナーセンサーブザーOFF スイッチでブザーを止めたあと、次の操作をすると再度ブザーが鳴るようになり
ます。
lコーナーセンサーブザーOFF スイッチを押す
lシフトポジションを切り替える
l一定以上の車速で走行する
l一度エンジンスイッチを“OFF”にしてから“ON”にする

KBGR451004

KBGR451002Z
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■ソナーの認識について
lソナーの認識範囲は車両後部のバンパーのソナー周辺に限られます。
l障害物を認識してから、コーナーセンサーが作動するまでに多少時間がかかります。低速走行時の場合でもブ
ザーが鳴る前に、障害物に近付き過ぎると、ブザーが鳴らない場合があります。

lオーディオ・エアコン使用時は、音楽やファンの音などにより、ブザーが聞き取りづらくなる場合があります。

■ブザーが「ピピピ、ピピピ、ピピピ」と鳴り、コーナーセンサー表示灯が点灯したときは
lコーナーセンサーの機能が低下しています。
コーナーセンサーの機能が一時停止しますので、雨、雪、氷、汚れなどがソナーに付着していないか確認し、
取り除いて正常復帰させてください。雨、雪、氷、汚れなどが付着していない場合は、コーナーセンサーの異
常が考えられます。ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

lマスターウォーニングが同時に点灯したときは、システムに異常があるおそれがあります。ダイハツサービス
工場で点検を受けてください。

■シフトレバーをRにしても、メーター内に「R」が表示されないときは
（マニュアルトランスミッション車）
システムに異常があるおそれがあります。ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

■コーナーセンサーについて
次のような場合は、障害物が作動範囲になくても作動することがあります。
l路面の勾配が急に変化する場所を走行するとき
lビニールカーテン、旗などをくぐって通過するとき
l水しぶき、雪などの巻上げがあったとき
l障害物の横を至近距離で通過するとき
l車両用エレベーターや機械式駐車場を利用するとき
l付近に障害物がある状態で、段差などを乗り越えるとき
l車両側面の近くに障害物があるとき
l路面上に段差や縁石、突起物などがあるとき、地面にわだちや穴があるとき
l狭いスペースに進入するとき
lどしゃぶりの雨や水しぶきがかかったとき
l悪天候時（豪雨、吹雪、濃霧など）
l他車のホーン、オートバイのエンジン音、大型車のエアブレーキ音、車両感知器、他車のソナーなど超音波を
発生するものが付近にあるとき

lソナー付近に市販の電装部品（字光式ナンバープレート・無線アンテナなど）を取り付けたとき
l車両姿勢が大きく傾いたとき
l積載状況などにより車高が著しく変化したとき
l衝突などでソナーの方向のずれが発生したとき
l雨、雪、氷、汚れなどがソナーに付着しているとき

■カスタマイズ機能
ブザーの音量を変更することができます。
（カスタマイズ機能一覧：→ P. 144）

警告
■コーナーセンサーをお使いになる前に
必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
l車両の速度が約10km/h を超えないようにしてください。
lソナーの認識範囲、作動速度には限界があります。お車を後退するときは、必ず車両周辺（特に車両側面など）
ソナーの認識範囲外の安全を確認し、ブレーキで車速を十分に制御し、ゆっくり運転してください。

lソナーやその周辺部分にステッカーを貼ったり、アクセサリー用品などを取り付けないでください。
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警告

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■コーナーセンサーについて
次のとき、コーナーセンサーが正常に作動しないことがあり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。注
意して運転してください。
l路面の状態（勾配、凹凸など）
l車両の整備状態（ブレーキ関係、タイヤの摩耗、空気圧、スペアタイヤ装着など）
l悪天候時（豪雨、吹雪、濃霧など）
l荷物を積載している、段差をまたいでいるなどにより、車両が極端に傾いているときや車高が著しく変化したとき
l障害物との距離や向き、位置（車両中央付近に障害物がある）
l勾配が急な坂道を走行しているとき
lソナーが正しく障害物を認識できないとき（特に次のような場合）
• ソナーに非常に近い障害物のとき（障害物に接近し過ぎると、ブザーが連続音から断続音になる場合があり
ます）

• 地面から高い位置に存在する障害物のとき
• 背の低い障害物のとき
• 小さい障害物（小動物、幼児など）、幅の狭い障害物のとき
• 動いているもの（急に現れたり、車両を横切るものなど）
• スポンジ状のものや雪などの表面がやわらかく音波を吸収しやすい障害物のとき
• 障害物の面が車両に対して斜めのとき
• 地面に対して垂直でない壁のとき
• 凹凸な壁、波打っている壁など、平面でない壁のとき
• 針金、金網、ロープ、道路標識、電柱やポールなどの細い障害物のとき
• 壁から柱や配管などが突き出しているとき
• 認識できる障害物と車両との間に、認識できない障害物があるとき
• ソナーの認識範囲外に存在する障害物のとき
• 炎天下や寒冷時でソナー周辺部が著しく高温または低温のとき
• 雨、雪、氷、汚れなどがソナーに付着しているとき
• どしゃぶりの雨や水しぶきがかかったときや風が強いとき
• 周囲で大きな音が鳴っているときや、周囲に超音波を発するものがあるとき（他車のホーン、オートバイの
エンジン音、大型車のエアブレーキ音、車両感知器、他車のソナーなど）

• ソナー付近に市販の電装部品（字光式ナンバープレート・無線アンテナなど）を取り付けたとき
• 衝突などでソナーの方向のずれが発生したとき

■コーナーセンサーとブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）★の作動について
コーナーセンサーとブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）では作動の対象とする障害物が異なります。コー
ナーセンサーが作動していてもブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）が作動しなかったり、コーナーセンサー
が作動していなくても、ブレーキ制御付誤発進抑制機能（後方）が作動する場合があります。

注意
■コーナーセンサーの異常について
次のとき、ソナーの異常などにより装置が正常に作動しなくなっているおそれがあります。ダイハツサービス工
場で点検を受けてください。
l障害物を認識していない状態で、コーナーセンサーが作動したとき
lソナー、およびその周辺部分に強い衝撃や力を加えたとき
l事故などでソナー周辺が変形したとき
lスマートアシストに異常があるとき、または「スマアシ停止」、「スマアシ故障」が表示されているとき
（→ P. 122, 124）

■洗車時の注意
l高圧洗車機を使用して洗車するときは、ソナー部に直接水を当てないでください。強い水圧により衝撃が加わ
り、正常に作動しなくなるおそれがあります。

lスチームを使用した洗車機などで洗車するときは、スチームをソナー部に近付け過ぎないようにしてくださ
い。スチームにより、正常に作動しなくなるおそれがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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センターデフロック★
 

ぬかるみなどでスタックした場合の脱出時など、大きな駆動力を必要とする走行時に使用します。
 

  センターデフロックの使い方  
a車両を完全に停車させる
bシフトレバーをNにする
 

cセンターデフロックスイッチを押す
センターデフロック状態になると、センターデフロッ
ク表示灯が点灯します。
もう一度押すと、センターデフロック状態が解除され、
センターデフロック表示灯が消灯します。

 

警告
■事故を防ぐために

l切り替え操作は、必ず車輪が完全に停止した状態で行ってください。車輪が空転したままでセンターデフロッ
クスイッチを操作すると、車体が思わぬ方向へ飛び出すおそれがあります。

■センターディファレンシャルの損傷を防ぐために
lお車が完全に止まらないうちはセンターデフロックスイッチを操作しないでください。駆動装置が損傷するお
それがあります。

l乾燥した舗装路面および高速走行では、必ずセンターデフロックスイッチを OFF にして走行してください。
センターデフロック状態で走行すると、駆動系に無理な力がかかり、駆動装置が破損するおそれがあります。

運転を補助する装置
 

走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて次の装置が自動で作動します。ただし、
これらのシステムは補助的なものなので、過信せずに運転には十分に注意してください。 

u ABS（アンチロックブレーキシステム）

急ブレーキ時や滑りやすい路面でのブレーキ時にタイヤのロック防止に貢献し、スリップを抑制しま
す。

u ブレーキアシスト

急ブレーキ時などに、より大きなブレーキ力を発生させます。

u VSC※

急なハンドル操作や滑りやすい路面で旋回するときに横滑りを抑え、車両の姿勢維持に寄与します。

u TRC※

滑りやすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力の確保に貢献します。

u ヒルホールドシステム★

上り坂で発進するときにお車が後退するのを緩和します。

KBGR460203
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u EPS（エレクトリックパワーステアリング）

電気式モーターを利用して、ハンドル操作を補助します。

u スマートアシスト

→ P. 60

u エマージェンシーストップシグナル

急ブレーキ時に非常点滅灯を自動的に点滅させることにより、後続車に注意を促し、追突される可能
性を低減させます。
※“VSC”、“TRC”はトヨタ自動車株式会社の登録商標です。（使用許諾済）

  VSC・TRCが作動しているとき  
 

VSC・TRCが作動しているときは、スリップ表示
灯が点滅します。

 

  TRCを停止するには  
ぬかるみや砂地、雪道などから脱出するときに、TRCが作動していると、アクセルペダルを踏み込ん

でもエンジンの出力が上がらず、脱出が困難な場合があります。このようなときに を押すこ

とにより、脱出しやすくなる場合があります。
 

TRC を停止するには を押す

TRC OFF 表示灯が点灯します。

再度 を押すと、システム作動可能状態に戻り

ます。

 

知識
■ VSCと TRCを停止するには

VSCと TRCを停止するには、停車時に を3秒以上長押ししてください。

TRC OFF 表示灯とVSC OFF 表示灯が点灯します。

再度 を押すと、システム作動可能状態に戻ります。

KBGR460201

KBGR460202
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■ VSCや TRCの自動復帰について
VSCや TRCを作動停止にしたあと、次のときはシステム作動可能状態に戻ります。
lエンジンスイッチを“OFF”にしたとき
l（TRCのみを作動停止にしている場合）車速が高くなったとき
ただし、VSCと TRCの作動を停止している場合は、車速による自動復帰はありません。

警告
■ ABSの効果を発揮できないとき

lタイヤのグリップ性能の限界を超えたとき（雪に覆われた路面を過剰に摩耗したタイヤで走行するときなど）
l雨でぬれた路面や滑りやすい路面での高速走行時に、ハイドロプレーニング現象が発生したとき

■ ABSが作動することで、制動距離が通常よりも長くなる可能性があるとき
ABS は制動距離を短くする装置ではありません。特に次の状況では、常に速度を控えめにして前車と安全な車
間距離を取ってください。
l泥・砂利の道路や積雪路を走行しているとき
lタイヤチェーンを装着しているとき
l道路のつなぎ目など、段差を越えたとき
l凹凸のある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとき

■ VSCや TRCの効果を発揮できないとき
タイヤチェーンを装着したときなどにはVSCや TRCが正確に機能しないおそれがあります。

■ TRCの効果を発揮できないとき
滑りやすい路面では、TRC が作動していても、車両の方向安定性や駆動力が得られないことがあります。車両
の方向安定性や駆動力を失うような状況では、特に慎重に運転してください。

■ヒルホールドシステム★の効果を発揮できないとき
lヒルホールドシステムを過信しないでください。急勾配の坂や、凍った路面ではヒルホールドシステムが効か
ないことがあります。

lヒルホールドシステムはパーキングブレーキのようにお車を長時間駐停車するための機能ではありませんの
で、同機能を坂道での駐停車のために使用しないでください。思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

l停車するときのブレーキペダルの踏みかたが不十分であったり、乗車人数、荷物の重さによっては、ヒルホー
ルドシステムが作動しない場合があります。

■スリップ表示灯が点滅しているときは
VSC・TRC が作動中であることを知らせています。常に安全運転を心がけてください。無謀な運転は思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。表示灯が点滅したら特に慎重に運転してください。

■ ABS警告灯、またはスリップ表示灯が点灯しているときは
エマージェンシーストップシグナル（→ P. 90）が作動しないことがあります。

■ VSCや TRCを OFF にするとき
VSC や TRC は駆動力や車両の方向安定性を確保しようとするシステムです。そのため、必要なとき以外は
VSC・TRCを作動停止状態にしないでください。VSCや TRCを作動停止状態にしたときは、路面状況に応じ
た速度で、特に慎重な運転を心がけてください。

■タイヤまたはホイールを交換するとき
4 輪とも指定されたサイズで、同一メーカー・同一銘柄・同一トレッドパターン（溝模様）のタイヤを使用し、
指定された空気圧にしてください。（→ P. 143）
異なったタイヤを装着すると、ABS・VSC・TRCが正常に作動しません。
タイヤ、またはホイールを交換するときは、ダイハツサービス工場に相談してください。

■タイヤとサスペンションの取り扱い
問題があるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を補助するシステムに悪影響をおよ
ぼし、システムの故障につながるおそれがあります。
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4-6. 運転のアドバイス
寒冷時の運転
 

警告
■ブレーキが凍結したとき
万一、ブレーキの効きが回復しないときは、ただちにダイハツサービス工場で点検を受けてください。

■冬用タイヤ装着時の警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコントロールが不能となり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡事故につな
がるおそれがあります。
l指定サイズのタイヤを使用する
l同一メーカー・同一銘柄・同一トレッドパターン（溝模様）のタイヤを使用する
l摩耗差の著しいタイヤを混ぜて装着しない
l空気圧を指定値に調整する
l装着する冬用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しない
l冬用タイヤを装着する際は、必ず4輪とも装着する

■タイヤチェーン装着時の警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全にお車を運転することができずに、思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
l装着したタイヤチェーンに定められた制限速度、または 30km/h のどちらか低いほうを超える速度で走行し
ない

l路面の凹凸や穴を避ける
l急加速、急ハンドル、急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレーキの使用は避ける
lカーブの入り口手前で十分減速して、お車のコントロールを失うのを防ぐ

■駐車時の警告
パーキングブレーキをかけずに駐車するときは、必ず輪止めをしてください。輪止めをしないと、お車が動き思
わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
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5-1. エアコンの使い方
マニュアルエアコン
 

  その他の機能  
■ フロントウインドウガラスの曇りを取るには

吹き出し口切り替えダイヤルを  に回し、内外気切り替えレバーを  に操作する

を押してエアコンをONにすると曇りが早く取れます。

知識
■ガラスの曇りについて

l  車室内の湿度が高いときはガラスが曇りやすくなります。

その場合は をONにすると、吹き出し口から除湿された風が出るため、効果的に曇りを取ること

ができます。

l をONからOFFにすると、ガラスが曇りやすくなります。

l内気循環を使うとガラスが曇る場合があります。

KBGR510101
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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警告
■フロントウインドウガラスの曇りを防止するために

l湿度が非常に高いときにエアコンを低い設定温度で作動させているときは、吹き出し口切り替えダイヤルを

 または  の位置に合わせないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側が曇り、視界を妨げ

る場合があります。
 

lフロントウインドウガラスの曇り取りを妨げないた
めに、吹き出し口をさえぎるようなものを置かない
でください。送風がさえぎられ、曇りが取れにくく
なることがあります。

 

リヤヒーター★
 

  リヤヒーターの使い方  
■ リヤヒーターを使用するときは
 

スイッチを押すと、リヤヒーターが作動します。
a強風で使用する
b弱風で使用する
リヤヒーター作動中は、スイッチの作動表示灯が点灯
します。

 

■ リヤヒーターを使用しないときは
 

スイッチを中立の位置にすると、リヤヒーターが
OFF になり、作動表示灯が消灯します。

 

KBGR510118

1

2

KBGR510401

KBGR510402
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5-2. 収納装備
収納装備一覧
 

aカップホルダー（→ P. 97）
bオープントレイ（→ P. 96）
cグローブボックス

d小物入れ
eセンターコンソールボックス（→ P. 97）

 

警告
lメガネ・ライターやスプレー缶を収納装備内に放置したままにしないでください。
放置したままでいると、次のようなことが起こるおそれがあり危険です。
• 室温が高くなったときの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネが変形やひび割れを起こす
• 室温が高くなったときにライターやスプレー缶が爆発したり、他の収納物との接触でライターが着火したりス
プレー缶のガスが漏れるなどして火災につながる

l走行中にものを出し入れしないでください。思わぬ事故につながるおそれがあります。
l収納装備を使わないときは、ふたを必ず閉じてください。
急ブレーキや急旋回時などに、開いたふたに体が当たったり、収納していたものが飛び出したりして、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

  オープントレイ  

警告
走行中はトレイ内に転がりやすいものを置かないでください。収納していたものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

1 13 4 521

KBGR540101
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  センターコンソールボックス  

警告
走行中はボックス内に転がりやすいものを置かないでください。収納していたものが飛び出したりして、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

  カップホルダー  

警告
lカップホルダーには、カップ・缶・ペットボトル以外のものを置かないでください。
急ブレーキや事故により落ちてけがをするおそれがあります。

lやけどを防ぐために、カップホルダーに温かい飲みものを置くときはふたを閉めておいてください。
l運転席側のカップホルダーを使用するとき、背の高いカップを置くと、運転者の視界を妨げ、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

l走行中はホルダー内に転がりやすいものを置かないでください。収納していたものが飛び出したりして、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

5-3. その他の室内装備の使い方
その他の室内装備
 

  サンバイザー  

警告
lサンバイザーと天井の間にものを挟まないでください。発進時などにものが落ちるおそれがあり危険です。
lサンバイザーのチケットホルダーには、使用用途以外のものを入れないでください。発進時などにものが落ちる
おそれがあり危険です。

  アシストグリップ／乗降グリップ  

警告
アシストグリップは、乗降時やシートから立ち上がるときなどに使用しないでください。
アシストグリップが破損し、転倒などしてけがをするおそれがあります。
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6-1. お手入れのしかた
外装のお手入れ
 

警告
■洗車をするとき

lエンジンルーム内に水をかけないでください。
電気部品などに水がかかると、車両火災につながるおそれがあり危険です。

l下まわり足まわりを洗うときは手をけがしないように注意してください。

■排気管について
排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などで触れる場合は、十分に排気管が冷めてからにしてください。
やけどをするおそれがあります。

内装のお手入れ
 

知識
■シートベルト
刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やスポンジを使って洗ってください。
シートベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定期的に点検してください。

警告
■車両への水の浸入

l車内に水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。
電気部品などに水がかかると、故障や車両火災につながるおそれがあり危険です。

lSRSエアバッグの構成部品や電気配線をぬらさないでください。（→ P. 19）
電気の不具合により、SRS エアバッグが作動したり、正常に機能しなくなり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。

■内装のお手入れをするときは（特にインストルメントパネル）
艶出しワックスや艶出しクリーナーを使用しないでください。インストルメントパネルがフロントウインドウガ
ラスへ映り込み、運転者の視界を妨げ思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

■シート周辺の注意
車内を清掃するときや、シートの下に落としたものを拾うときなど、シートの下に手を入れるときは十分注意し
てください。シートレール、シートの土台部分などに当たり、けがをするおそれがあります。
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6-2. 簡単な点検・部品交換
エンジン点検口
 

  エンジン点検口の開け方  
■ 開けるときは
aフロントシートを前倒しする
 

b運転席2か所、助手席2か所のキャッチのロック
を解除する
レバーを手前に引き、キャッチを引き上げてロックを
解除してください。

 
 

cフロントシートを持ち上げて、バンドをフック
にかけて固定する

 

■ 閉めるときは
aフックにかけたバンドを外し、フロントシートを下ろす
 

b運転席2か所、助手席2か所のキャッチを確実に
ロックする
キャッチをロックするときは、レバーが押し込まれ、
確実にロックしたことを確認してください。

 

cフロントシートの背もたれをもとに戻す

警告
■走行前の確認
点検口を閉めたあとは、確実にロックされていることを確認してから走行してください。確実にロックされてい
ないと、走行中にシートが動き思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■けがを防ぐために
走行後のエンジンルーム内は高温になっています。熱くなった部品に触れるとやけどなどの重大な傷害を受ける
おそれがあります。

KBGR621101

レバー

キャッチ

KBGR621102

フック

KBGR621103

レバー
キャッチ
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警告
■エンジン点検口を点検したあとは
エンジン始動前にエンジン点検口内に可燃物の置き忘れがないことを確認してください。特に長期間使用しな
かったときは、エンジン点検口内に小動物や鳥類が持ち込んだ小枝などの可燃物がないことを確認してくださ
い。車両の火災につながるおそれがあり危険です。
また、走行中にエンジン点検口内からこげた臭いがするときは、ただちに安全な場所に停車し、ダイハツサービ
ス工場にご連絡ください。

■オイルを点検・交換するとき
オイルがオルタネーターなどに付着しないように行ってください。オイルが付着したときは、ただちにふき取っ
てください。オイルが付着していると、車両火災につながるおそれがあり危険です。

■フロントシートを持ち上げるときは
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
l走行中にフロントシートを持ち上げない
l平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、オートマチックトランスミッション車はシフトレバーを P
に、マニュアルトランスミッション車はシフトレバーを1速※にする

lお子さまに操作させない

※ エンジンをかけたままフロントシートを持ち上げるとき、またはフロントシートを持ち上げたあとにエンジンの始動
が必要な場合は、必ずシフトレバーをNにしてください。

■フロントシートを下ろすときは
フロントシートを下ろすときは、手などを挟まないように注意してください。重大な傷害を受けるおそれがあり
危険です。

ボンネット
 

警告
■走行前の確認

lボンネットがしっかりロックされていることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボンネットが突然開いて、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

lボンネットを開けているとき風にあおられるとボンネットステーが外れボンネットが不意に閉まるおそれが
あります。特に風の強い日はご注意ください。

■けがを防ぐために
走行後のボンネット内は高温になっています。熱くなった部品に触れるとやけどなどの重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

■ボンネット内点検後の確認
エンジン始動前にボンネット内に可燃物の置き忘れがないことを確認してください。特に長期間使用しなかった
ときは、ボンネット内に小動物や鳥類が持ち込んだ小枝などの可燃物がないことを確認してください。車両の火
災につながるおそれがあり危険です。
また、走行中にボンネット内からこげた臭いがするときは、ただちに安全な場所に停車し、ダイハツサービス工
場にご連絡ください。

■ボンネットを閉めるとき
 

手などを挟まないように注意してください。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

 

KBGR620104
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ガレージジャッキ
 

ガレージジャッキを使用するときは、ガレージジャッキに付属の取扱説明書に従って、安全に作業
してください。
ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるときは、正しい位置にガレージジャッキをセットし
てください。
正しい位置にセットしないと、車両が損傷したり、けがをするおそれがあります。 

u フロント側

a2WD車（後輪駆動）
b4WD車（4輪駆動）

u リヤ側

ウォッシャー液の補充
 

警告
■ウォッシャー液を補充するとき
エンジンが熱いときやエンジンがかかっているときは、ウォッシャー液を補充しないでください。
ウォッシャー液にはアルコール成分が含まれているため、エンジンなどにかかると出火するおそれがあり危険で
す。

21

KBGR620201

KBGR620202
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タイヤについて
 

タイヤの点検は、法律で義務付けられています。日常点検として必ずタイヤを点検してください。
タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばすために、タイヤローテーション（タイヤ位置交換）を
5,000kmごとに行ってください。
 

  タイヤの点検項目  
タイヤは次の項目を点検してください。
点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。
lタイヤ空気圧
空気圧の点検は、タイヤが冷えているときに行ってください。

lタイヤの亀裂・損傷の有無
lタイヤの溝の深さ
lタイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみが摩耗していたり、摩耗程度が他のタイヤと著しく異
なるなど）の有無

知識
■タイヤ空気圧の数値

 

タイヤの指定空気圧は、運転席側ドア開口部のタイヤ
空気圧ラベルで確認することができます。

 

■タイヤ空気圧の点検
l1か月に1回程度は、空気圧ゲージによる点検をおすすめします。
l空気圧が適正でない場合は、必ず指定空気圧に調整してください。

警告
■点検・交換時の警告
必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
lタイヤはすべて同一メーカー・同一銘柄・同一トレッドパターン（溝模様）で、摩耗差のないタイヤを使用する
lメーカー指定サイズ以外のタイヤやホイールを使用しない
lサマータイヤ・オールシーズンタイヤ（マッド＆スノータイヤ）・冬用タイヤを混在使用しない
lラジアルタイヤ・バイアスベルテッドタイヤ・バイアスプライタイヤを混在使用しない
l他車で使用していたタイヤを使用しない
以前どのように使用されていたか不明なタイヤは使用しない

タイヤサイズ 積載状態

タイヤが冷えているときの空気圧
kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

165/80R14 97/95Q LT
軽積載時 220（2.2） 260（2.6）

定積載時 220（2.2） 450（4.5）

KBGR620402

Gran_Max_slim_OM_BZ414.book  104 ページ  ２０２５年２月２５日　火曜日　午前１０時８分



105

Gran_Max_slim_OM_BZ414

警告

お
手
入
れ
の
し
か
た

6

■異常があるタイヤの使用禁止
異常があるタイヤをそのまま装着していると、走行時にハンドルを取られたり、異常な振動を感じることがあり
ます。また、次のような事態になり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
l破裂などの修理できない損傷を与える
l車両が横滑りする
l車両の本来の性能（燃費・車両の安定性・制動距離など）が発揮されない

■タイヤ交換時の注意
l必ずナットのテーパー部を内側にして取り付けてください。（→ P. 131）
テーパー部を外側にして取り付けると、ホイールが破損し外れてしまい、重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

lネジ部にオイルやグリースをぬらないでください。
ナットを締めるときに必要以上に締め付けられ、ボルトが破損したりディスクホイールが損傷するおそれがあ
ります。
またナットがゆるみホイールが落下して、重大な事故につながるおそれがあります。オイルやグリースがネジ
部についている場合はふき取ってください。

■異常があるホイールの使用禁止
亀裂や変形などがあるホイールは使用しないでください。
走行中にタイヤの空気が抜けて、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

タイヤ空気圧について
 

タイヤの空気圧を適正に維持するために、タイヤの空気圧点検を月に 1回以上実施してください。
（→ P. 143） 

警告
■タイヤの性能を発揮するために
適正なタイヤ空気圧を維持してください。
タイヤ空気圧が適正に保たれていないと、次のようなことが起こるおそれがあり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。
l過度の摩耗
l偏摩耗
l操縦安定性の低下
lタイヤの過熱による破裂
lタイヤとホイールの間からの空気漏れ
lホイールの変形、タイヤの損傷
l走行時にタイヤが損傷する可能性の増大
（路上障害物、道路のつなぎ目や段差など）
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キーの電池交換
 

電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 

  用意するもの  
l薄刃のマイナスドライバーなど（くぼみに入る程度の幅のもの）
lリチウム電池 CR2032

  電池交換のしかた  
 

aカバーを外す
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライバーなどの先
端に布などを巻いて保護してください。

 
 

bモジュール裏側のゴムカバーを外す

 
 

c消耗した電池を取り出す
新しい電池は+極を上にして取り付けます。

 
 

dモジュールにゴムカバーを取り付ける
ゴムカバーをはめ込むときは、突起部からはめ込み、
全体を均等に押さえてください。ゴムカバーが確実に
はめ込まれていないと、水、ほこりなどが入り、故障
の原因になるおそれがあります。

 

KBTA620601F

KBTA620602

KBTA620603

KBTA620604
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eカバーを取り付ける
スイッチを押したとき、インジケーターが点滅するこ
とを確認してください。

 

知識
■電池の交換について
誤った取り扱いをすると、キーが損傷するおそれがあります。ご自身での電池の交換に不安がある場合は、ダイ
ハツサービス工場にご相談ください。

■リチウム電池CR2032の入手
電池はダイハツサービス工場・時計店およびカメラ店などで購入できます。

警告
■取り外した電池と部品について
お子さまに触れさせないでください。
部品が小さいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

ヒューズの点検・交換
 

警告
■お車の故障や、車両火災を防ぐために
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、お車の故障や火災、けがをするおそれがあります。
l規定容量以外のヒューズ、またはヒューズ以外のものを使用しないでください。
l必ずダイハツ純正ヒューズか同等品を使用してください。
lヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。

KBTA620605
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電球（バルブ）の交換
 

次に記載する電球は、ご自身で交換できます。電球交換の難易度は電球によって異なります。部品
が破損するおそれがあるので、ダイハツサービス工場で交換することをおすすめします。 

  電球の用意  
切れた電球のW（ワット）数を確認してください。（→ P. 143）

  バルブ位置  
■ フロント

aフロント方向指示／非常点滅灯
■ リヤ

aリヤ方向指示／非常点滅灯
b後退灯
c番号灯

1
KBGR620801

23 1
KBGR620802
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  電球交換のしかた  
■ フロント方向指示／非常点滅灯
 

aクリップ（a）8個とボルト（b）1本を取り外
し、フェンダーライナーをめくる

 
 

bソケットを回して取り外す

 
 

c電球を取り外す

 

2
1

1

1

1

1 1

1

1 KBGR620804

KBGR620805

KBTC620820
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d新しい電球を取り付ける

 
 

eソケットを回して取り付ける

 
 

fフェンダーライナーをもとに戻し、クリップ
（a）8個とボルト（b）1本を取り付ける

 

KBGR620806

KBGR620808

2
1

1

1

1

1
1

1

1 KBGR620809
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■ 後退灯・リヤ方向指示／非常点滅灯
 

aバックドアを開けて、ボルト（2本）を外す

 
 

bランプ本体をまっすぐ後方に引き、内部にある
クリップ（2個）のかん合を外す

 
 

cソケットを取り外す
a リヤ方向指示／非常点滅灯
b 後退灯※

※ リヤフォグランプ装着車は、運転席側のランプ
本体に後退灯はありません。

 
 

d電球を取り外す
a リヤ方向指示／非常点滅灯
b 後退灯

 

KBGR620810

KBGR620811

2

1

KBGR620813

1

2

KBGR620842
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e電球を交換し取り付ける
a リヤ方向指示／非常点滅灯
b 後退灯

 
 

fソケットを取り付ける
a リヤ方向指示／非常点滅灯
b 後退灯
ソケットを取り付けるときは、シートパッキンを傷付
けないようにしてください。

 
 

gランプ本体を取り付ける
ランプ本体側のクリップと車両側の穴の位置を合わ
せ、ランプ本体をまっすぐ押し込んでください。

 
 

hボルト（2本）を取り付ける

 

1

2

KBGR620843

2

1

KBGR620812シートパッキン

KBGR620814

KBGR620815
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■ 番号灯
 

aバックドアを開け、ネジ（1 本）を外し、バッ
クドアストラップを取り外す

 
 

bマイナスドライバーなどを使って内部にあるク
リップのかん合を外し、カバーを取り外す
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライバーなどの先
端に布などを巻いて保護してください。

 
 

cソケットを回して取り外す

 
 

d電球を取り外す

 

KBGR620846

KBGR620824

KBGR620825

KBGR620826
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

 

e新しい電球を取り付ける

 
 

fソケットを回して取り付ける

 
 

gカバーを取り付ける
カバー側のクリップと車両側の穴の位置を合わせ、カ
バーをまっすぐ押し込んでください。

 
 

hバックドアストラップを取り付け、ネジ（1本）
を取り付ける

 

■ その他の電球
次の電球が切れたときは、ダイハツサービス工場で交換してください。
lヘッドランプハイビーム／ロービーム
l車幅灯
l制動灯／尾灯
lハイマウントストップランプ
lリヤフォグランプ★

KBGR620827

KBGR620828

KBGR620829

KBGR620847
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知識
■ LEDランプについて
LED ヘッドランプ、ハイマウントストップランプは数個の LED で構成されています。もし LED がひとつでも
点灯しないときは、ダイハツサービス工場で交換してください。

■フロント方向指示／非常点滅灯を交換するときは
フェンダーライナーの固定クリップを外してから交換します。交換後は、必ずフェンダーライナーをクリップで
固定して、しっかり取り付けてください。
 

lクリップを取り外すときは、マイナスドライバーな
どを使ってクリップの中心部を引き出し（a）、ク
リップを引き抜いて（b）ください。
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライバーなどの
先端に布などを巻いて保護してください。

 
 

lクリップを取り付けるときは、クリップを差し込み
（a）、中心部を押して（b）ください。

 

警告
■電球を交換するときは

lランプは消灯してください。消灯直後は電球が高温になっているため、交換しないでください。
やけど・感電をするおそれがあり危険です。

l電球のガラス部を素手で触れないでください。
やむを得ずガラス部を持つ場合は、電球に油脂や水分を付着させないために、乾いた清潔な布などを介して
持ってください。
また、電球を傷付けたり、落下させたりすると球切れや破裂することがあります。

l電球や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けが不十分な場合、発熱や発火、ま
たはヘッドランプ内部への浸水による故障や、レンズ内に曇りが発生することがあります。

l電球・ソケット・電気回路および構成部品を、修理または分解しないでください。
感電により、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

■後退灯、リヤ方向指示／非常点滅灯の電球を交換するときは
 

制動灯／尾灯、リヤフォグランプ★の消灯直後は、裏
側の放熱板が高温になるため、触れないでください。
やけどをすることがあります。

 

1 2

KBGR620838

1 2

KBGR620839

KBGR620848
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警告
■お車の故障や火災を防ぐために

l電球が正しい位置にしっかり取り付けられていることを確認ください。
l発熱による損傷を防ぐため、バルブを取り付ける前にバルブのワット数を確認してください。
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万一の場合には
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7-1. まず初めに
発炎筒
 

警告
■発炎筒を使用してはいけない場所
次の場所では、発炎筒を使用しないでください。
煙で視界が悪くなったり、引火するおそれがあるため危険です。
lトンネル内
lガソリンなど可燃物の近く

■発炎筒の取り扱いについて
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。
l使用中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない
l発炎筒は、お子さまに触れさせない

車両を緊急停止するには
 

万一、お車が止まらなくなったときの非常時のみ、次の手順で車両を停止させてください。 

aブレーキペダルを両足でしっかり踏み続ける
ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。通常より強い力が必要となり、制動距離も長くなります。

bシフトレバーをNに入れる

シフトレバーがNに入った場合
c減速後、お車を安全な道路脇に停める
dエンジンを停止する

シフトレバーがNに入らない場合
cブレーキペダルを両足で踏み続け、可能な限り減速させる
 

dエンジンスイッチを“ACC”にして、エンジンを
停止する

 

eお車を安全な道路脇に停める

警告
■走行中にやむを得ずエンジンを停止するとき

lブレーキの効きが悪くなるとともにハンドル操作が重くなるため、お車のコントロールがしにくくなり危険で
す。エンジンを停止する前に、十分に減速するようにしてください。

lキーを抜くとハンドルがロックされるため、キーは絶対に抜かないでください。

KBTA710401
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水没・冠水したときは
 

この車両は水深が深い道路を走行できるように設計されていません。
冠水路または冠水のおそれがある道路は、走行しないでください。
車両が水没や漂流することが予想される場合は、車内に留まると危険です。落ち着いて次のように
対処してください。 

lドアを開けることができる場合、ドアを開けて車外に出てください。
lドアを開けることができない場合、パワーウインドウスイッチでドアガラスを開けて避難経路を確
保してください。

lドアガラスが開けられる場合、窓から車外に出てください。
l水没によりドアおよびドアガラスを開けることができない場合、落ち着いて車内外の水圧差がなく
なるまで車内が浸水するのを待ってからドアを開けて車外に出てください。
車外の水位がドア高さの半分を超えると、水圧で車内からドアを開けることができなくなります。

知識
■水位がフロアを超えると
水位がフロアを超えて時間が経過すると、電気装置が損傷し、パワーウインドウが作動しなくなったり、エンジ
ンが停止し、車が移動できなくなるおそれがあります。

■緊急脱出用ハンマー※の使用について
合わせガラスは、緊急脱出用ハンマーで割ることができません。
この車両のドアガラスに合わせガラスは使用されていません。
※ 詳しくはダイハツサービス工場にお問い合わせください。

警告
■走行中の警告
冠水路または冠水のおそれがある道路は、走行しないでください。車両が故障して動かなくなり、水没や漂流か
ら死亡につながるおそれがあります。

車中泊が必要なときは
 

警告
車中泊としてお車をご利用になる場合は、エコノミークラス症候群や熱中症、一酸化炭素中毒などのリスクを伴う
ため十分注意してください。
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7-2. 緊急時の対処法
けん引について
 

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
■レッカー車でけん引するとき

 

 2WD車
必ず4輪とも持ち上げた状態で運搬してください。タ
イヤが地面に着いた状態でけん引すると、駆動系部品
が破損したり、お車の向きが変わり事故につながった
りするおそれがあります。

 4WD車
4 輪とも持ち上げた状態で運搬してください。タイヤ
が地面に着いた状態でけん引すると、駆動系部品が破
損したりお車が台車から飛び出したりするおそれがあ
ります。

 

■他車にけん引してもらうときの運転について
lけん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進などを避けてください。
けん引フックやロープが破損し、その破片が周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれがあります。

lエンジンスイッチを“OFF”にしないでください。
ハンドルがロックされ、ハンドル操作ができなくなるおそれがあります。

■けん引フックを車両に取り付けるとき
指定の位置にしっかり取り付けてください。
指定の位置にしっかり取り付けていないと、けん引時にフックが外れるおそれがあります。

フューエルポンプシャットオフシステム
 

外部から強い衝撃を受けてエンジンが停止してしまった場合、フューエルポンプシャットオフシス
テムが作動している可能性があります。フューエルポンプシャットオフシステムはエンジンへの燃
料の供給を停止させることにより火災などの二次災害を防止する装置です。
 

  システム作動後にエンジンを再始動するには  
aエンジンスイッチを“ACC”または“OFF”にする
bエンジンを再始動する

警告
■エンジンを始動する前に
車両下をよく確認してください。
地面に燃料漏れを見つけた場合は、燃料システムに損傷があり、修理する必要があります。その場合はエンジン
を再始動しないでください。

KBGR720116
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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警告灯がついたときは
 

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処してください。なお、点灯・
点滅しても、その後消灯すれば異常ではありません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、ダ
イハツサービス工場で点検を受けてください。
 

  警告灯・警告ブザー一覧  

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

ブレーキ警告灯（警告ブザー※1）
• ブレーキ液の不足
• ブレーキ系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、ダイハツサービス工場へ連絡してくださ
い。走行を続けると危険です。

充電警告灯
充電系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、ダイハツサービス工場へ連絡してくださ
い。

油圧警告灯
エンジンオイルの圧力異常

→ ただちに安全な場所に停車し、ダイハツサービス工場へ連絡してくださ
い。

エンジン警告灯
• エンジン電子制御システムの異常
• 電子制御スロットルの異常
→ ただちにダイハツサービス工場で点検を受けてください。

（点滅）

O/D OFF 表示灯★
オートマチックトランスミッションの異常

→ ただちにダイハツサービス工場で点検を受けてください。

SRSエアバッグ／プリテンショナー警告灯
• SRSエアバッグシステムの異常
• シートベルトプリテンショナー&フォースリミッターの異常
→ ただちにダイハツサービス工場で点検を受けてください。

ABS 警告灯
ABSの異常

→ ただちにダイハツサービス工場で点検を受けてください。

（赤色）

パワーステアリング警告灯（警告ブザー）
EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常

→ ただちにダイハツサービス工場で点検を受けてください。

※2

（黄色）

パワーステアリング警告灯（警告ブザー）
電圧不足・パワーステアリングのオーバーヒート

→ ハンドル操作が重くなりますので、しばらくハンドル操作を控えてくだ
さい。約 10分経過すると通常の重さに戻ります。

Gran_Max_slim_OM_BZ414.book  121 ページ  ２０２５年２月２５日　火曜日　午前１０時８分



122

Gran_Max_slim_OM_BZ414

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

（黄色）

オートハイビーム警告灯
オートハイビームの異常

→ ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

（点滅）

（点滅）

※3

スマートアシストOFF 表示灯
車線逸脱警報OFF表示灯
マスターウォーニング
スマートアシスト故障警告灯
スマートアシストの一部機能の異常

→ ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

（点灯）

（点灯）

スマートアシストOFF 表示灯
車線逸脱警報OFF表示灯
スマートアシスト停止警告灯
スマートアシストの機能停止

→ 表示された各機能停止コードごとに対処してください。（→ P. 124）

コーナーセンサー表示灯（警告ブザー）
マスターウォーニング
コーナーセンサーの異常

→ ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

スリップ表示灯
• ブレーキアシストの異常
• VSCシステムの異常
• TRCシステムの異常
（VSC・TRC作動時は点滅します→ P. 90）
• ヒルホールドシステム★の異常
→ ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

（点滅）

eco IDLE OFF 表示灯
• eco IDLE システムの異常
• スターターの交換時期
（eco IDLE 非作動時は点灯します→ P. 80）

→ ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法
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※1 ブレーキ液警告ブザー：

警告灯が点灯している状態で、車速が約 5km/h 以上になると警告ブザーが鳴ります。ブザーが鳴った
ときは、ブレーキ液の不足が考えられます。

※2 パワーステアリング警告灯（黄色）：
消灯しない場合、繰り返し点灯する場合はダイハツサービス工場で点検を受けてください。

※3「スマアシ故障」の表示：
ステレオカメラ、ソナーに異常があると、マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

※4 eco IDLE OFF 表示灯：
エンジン始動時に、数秒間点滅します。

※5 半ドア走行時警告ブザー：
各ドアが確実に閉まっていない状態のまま、車速が約 5km/h を超えたときにブザーが鳴ります。

※6 助手席シートベルト締め忘れ警告灯の乗員検知センサー：
助手席に乗員がいなくても、シートに荷物などを置くと、センサーが重量を検知して警告灯が点滅する
ことがあります。
助手席に座布団などを敷くと、センサーが乗員を検知せず警告灯が作動しないことがあります。

※4

（点滅→消灯）

eco IDLE OFF 表示灯
バッテリーの交換時期
（eco IDLE 非作動時は点灯します→ P. 80）
→ ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

（点滅）

ブレーキオーバーライドシステム警告灯
ブレーキオーバーライドシステム異常

→ ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

ドライブスタートコントロール警告灯★
ドライブスタートコントロールの異常

→ ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

（点灯）

ブレーキオーバーライドシステム警告灯
ブレーキオーバーライドシステムの作動時

→ アクセルペダルから足を離す

ドライブスタートコントロール警告灯★
ドライブスタートコントロールの作動時

→ ただちにアクセルペダルから足を離す

半ドア警告灯（警告ブザー※5）
いずれかのドアが確実に閉まっていない

→ 全ドアを閉める

燃料残量警告灯
燃料の残量が約6.5L 以下になった

→ 燃料を補給する

運転席・助手席シートベルト締め忘れ警告灯※6（警告ブザー※7）
運転席・助手席シートベルトの締め忘れ

→ シートベルトを着用する

パーキングブレーキ未解除警告灯（警告ブザー※8）
パーキングブレーキがかかっているとき

→ パーキングブレーキを解除する

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

※7 運転席・助手席シートベルト締め忘れ警告ブザー：
運転席・助手席シートベルトを締め忘れたまま車速が約20km/h 以上になると警告ブザーが30秒間断
続的に鳴ります。その後も運転席・助手席シートベルトを締め忘れたままだと、ブザーの音が変わり90
秒間鳴ります。

※8 パーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー：
パーキングブレーキをかけたまま、車速が約 5km/h 以上になると警告ブザーが鳴ります。

  ただちに処置してください  
それぞれの対処方法に従って処置し、eco IDLE 表示灯が消灯するのを確認してください。

警告
■パワーステアリング警告灯が点灯したときは
黄色に点灯したときは操舵力補助が制限され、赤色に点灯したときは操舵力補助がなくなるため、ハンドル操作
が通常より重いときは、ハンドルをしっかり持ち、通常より強く操作してください。

「スマアシ停止」が表示されたときは
 

スマートアシストの機能が停止すると、「スマアシ停止」と機能停止コードがディスプレイに表示
され、スマートアシストOFF 表示灯と車線逸脱警報OFF 表示灯が点灯します。その場合は、次の
ように対処してください。 

  機能停止コード一覧  

警告ブザー
（車内） 警告灯 警告内容・対処方法

連続音
（約5秒間）

（高速点滅）

eco IDLE 表示灯
eco IDLE によるエンジン停止中に運転席ドアを開けた

→ 運転席ドアを閉める

連続音
（約5秒間）

（高速点滅）

eco IDLE 表示灯
eco IDLE によるエンジン停止中に運転席シートベルトを
外した

→ 運転席シートベルトを着用する

連続音
（高速点滅）

eco IDLE 表示灯
eco IDLE によるエンジン停止中にクラッチペダル★を踏
み込まずにシフトレバーをN以外にした

→ クラッチペダルをいっぱいまで踏み込んでエンジンを再
始動するか、シフトレバーをNにする

機能停止コード 警告内容・対処方法

ステレオカメラが視界不良により前方を認識できない
→ 原因状態が解消されると復帰

ステレオカメラ（車両前側）内が高温になった
→ 原因状態が解消されると復帰

スマートアシスト初期学習中
→ しばらく走行すると復帰
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知識
■機能停止コードについて

l処置をしても、機能停止コードが表示されたままのときは、システムに異常があるおそれがあります。
通常の走行に支障はありませんが、ダイハツサービス工場で点検を受けてください。

l「15E」「16E」は、車速が上がると消灯します。
l「11E」はシフトレバーがR以外のときに表示します。
l「15E」「16E」はシフトレバーがRのときに表示します。
l「15E」「16E」が表示されていても、車線逸脱警報OFF 表示灯が点灯しないことがあります。
lグレード、オプションなどによる装備の有無によっては、表示されない停止コードがあります。

パンクしたときは
 

パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。
（タイヤについての詳しい説明は P. 104を参照してください） 

警告
■タイヤがパンクしたときは
パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修理できないほど損傷したり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

  ジャッキで車体を持ち上げる前に  
l地面が固く平らで安全な場所に移動する
lパーキングブレーキをかける
lオートマチックトランスミッション車はシフトレバーをPにする
lマニュアルトランスミッション車はシフトレバーをRにする
lエンジンを停止する
l非常点滅灯を点滅させる

雨、雪、氷、汚れなどがリヤソナー部に付着している
→ ソナー部を清掃し、原因状態が解消されると復帰

フロントワイパーを“高速”で作動させている
→ 原因状態が解消されると復帰

機能停止コード 警告内容・対処方法
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  工具とジャッキの位置  

a工具袋
bジャッキ

cスペアタイヤ

  工具  
工具袋の中に収納されています。（→ P. 126）

aジャッキハンドル
bホイールナットレンチ

cけん引フック

1

3
2

KBGR720401

1

2 3
KBGR720431
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警告
■ジャッキの使用について
次のことをお守りください。
ジャッキの取り扱いを誤ると、お車が落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。
lジャッキはタイヤ交換・タイヤチェーン取り付け・取り外し以外の目的で使用しない
l備え付けのジャッキは、お客様のお車にしか使うことができないため、他車に使ったり他車のジャッキをお客
様のお車に使用したりしない

lジャッキはジャッキセット位置（→ P. 129）に正しくかける
lジャッキで支えられているお車の下に体を入れない
lお車がジャッキで支えられている状態で、エンジンをかけたりお車を走らせない
l車内に人を乗せたままお車を持ち上げない
lお車を持ち上げるときは、ジャッキの上または下にものを置かない
lお車を持ち上げるときは、タイヤ交換できる高さ以上に上げない
lお車の下にもぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する
lお車を下げるときは、周囲に人がいないことを確認し、人がいるときは声をかけてから下げる

■ジャッキハンドルを使用するときは
使用中、不意に分解しないように、ジャッキハンドル各部を確実に組み付け、接続用ボルトをしっかりと締め付
けてください。（→ P. 129）

注意
■ジャッキハンドルを使用するときは
ジャッキハンドルはジャッキに対し、まっすぐにして回してください。まっすぐにして回さないと、ジャッキハ
ンドルおよびジャッキが破損するおそれがあります。

  ジャッキと工具の取り出し方  
aリヤシートを格納する（→ P. 40）
 

bバンドをゆるめて工具袋とジャッキ袋を取り出
す

 

知識
■ジャッキを収納するには
使用後はもとの位置に戻し、確実に固定してください。

KBGR720406

工具袋

ジャッキ袋
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  スペアタイヤの取り出し方  
aバックドアを開ける（→ P. 38）
 

bボルトをホイールナットレンチでゆるめる
格納具をフックから取り外せるくらいまでゆるめてく
ださい。

 
 

c格納具を持ち上げ（a）、フックから外す（b）

 

d格納具を地面におろし、スペアタイヤを両側から持ち、手前に引き出す
スペアタイヤを少し引き出すと、スペアタイヤが格納具から落下します。そのまま引き出してください。

e格納具を一旦もとに戻す
格納具をフックにかけ、ボルトを締め付けて、もとに戻してください。

  パンクしたタイヤの交換  
 

a輪止め※をする

 

※ 輪止めは車載されていませんので、必要に応じて準備してください。なお、輪止めは、タイヤを固定で
きる大きさの石などで代用できます。

KBGR720409

1

2
KBGR720410

KBGR720413

交換するタイヤ 輪止めの位置

前輪
左側 右側後輪後ろ

右側 左側後輪後ろ

後輪
左側 右側前輪前

右側 左側前輪前
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bナットを少し（約1回転）ゆるめる

 
 

cジャッキハンドルを組み立てる

 

dジャッキの A部を手で回して、ジャッキセット位置にしっかりかける
 

フロント側ジャッキセット位置 リヤ側ジャッキセット位置

 
 

eタイヤが地面から少し離れるまで、車体を上げ
る

a リヤ側は、ジャッキを車軸に対して直角に合
わせ、ジャッキ頭部の中心と車軸の中心が合
うようにセットする

b ジャッキハンドルはジャッキに対し、まっす
ぐにして回す

 

KBGR720414

KBGR720415

A

KBGR720403

A

KBGR720404

1

2

KBGR720416
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fナットすべてを取り外し、タイヤを取り外す
タイヤを直接地面に置くときは、ホイールの表面に傷
が付かないよう表面を上にします。

 

警告
■タイヤ交換について

l走行直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには触れないでください。
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイヤ交換などで手や足などが触れ
ると、やけどをするおそれがあります。

l次のことをお守りいただかないとナットがゆるみ、ホイールが外れ落ち、重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。
• ネジ部やナットのテーパー部にオイルやグリースをぬらない
ナットを締めるときに必要以上に締め付けられ、ボルトが破損したり、ディスクホイールが損傷するおそれ
があります。ナットを取り付けるときに、オイルやグリースがネジ部に付いている場合はふき取ってくださ
い。

• タイヤを交換したあとは、ただちに締め付けトルクを確認する
締め付けトルク：103N・m（1050kgf・cm）

• タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する
• ボルトやナットのネジ部や、ホイールのボルト穴につぶれや亀裂などの異常がある場合は、ダイハツサービ
ス工場で点検を受ける

• ナットを取り付けるときは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける
■スペアタイヤを取り出すときは

l格納具からスペアタイヤを取り出すときは、足を挟んだりしないように注意してください。
また、取り付けるときはしっかりと固定してください。走行中に外れ落ちるなど思わぬ事故につながるおそれ
があります。

l格納具からタイヤを落とすなどして、手や腕・足を挟まないように注意してください。
lスペアタイヤはジャッキアップする前に必ず取り出してください。ジャッキアップしたあとにスペアタイヤを
取り出すと、作業中にジャッキが外れるなどして思わぬけがをするおそれがあります。

l格納具のボルトをホイールナットレンチで回すときは、ゆっくりと回してください。勢いでホイールナットレ
ンチが車体に当たり傷付いたり、手や指を挟むなどして思わぬけがをするおそれがあります。

lスペアタイヤを取り出すときは、スペアタイヤ上面とボデーの間に手を入れないでください。思わぬけがをす
るおそれがあります。また、排気管に手や足などを触れないよう注意してください。走行直後の排気管は高温
になっているため、手や足などが触れると、やけどをするおそれがあります。

KBGR720417
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  スペアタイヤの取り付け  
 

aホイール接触面の汚れや異物をふき取る
ホイール接触面が汚れていると、走行中にナットがゆ
るみ、タイヤが外れるおそれがあります。

 
 

bスペアタイヤを取り付け、タイヤががたつかな
い程度まで手でナットを仮締めする
ナットのテーパー部がホイールのシート部に軽く当た
るまで回す

 
 

c車体を下げる

 
 

dホイールナットレンチを使用し、図の番号順で
ナットを2、3度しっかり締め付ける
締め付けトルク：
103N・m（1050kgf・cm）

 

eすべての工具・ジャッキ、パンクしたタイヤを収納する

KBGR720418

KBGR720419

テーパー部

シート部

KBGR720420

3 1

4

5

2

KBGR720421
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  ジャッキと工具の格納  
aジャッキをジャッキ袋に入れる
 

bジャッキ袋に工具袋を載せてバンドを締め付
け、リヤシートのクッションに固定する

 

cリヤシートをもとに戻す（→ P. 40）

  スペアタイヤの格納  
aタイヤを格納具に載せる
ホイールの意匠面を上にして、タイヤを格納具の一番奥（支柱）に当たるまで押し込みます。

 

b格納具を持ち上げ（a）、フックをかける（b）
格納具を持ち上げて、タイヤがボデー側に収まってい
ることを確認してからフックをかけてください。

 
 

cボルトをホイールナットレンチで締め付ける

 

dバックドアを閉める

知識
■スペアタイヤについて
空気圧を必ず点検してください。（→ P. 143）

KBGR720406

工具袋

ジャッキ袋

1

2
KBGR720425

KBGR720426
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警告
■スペアタイヤを使用するとき
お客様のお車専用になっているため、他の車には使用しないでください。

■スペアタイヤを収納するとき
lボデーとスペアタイヤとの間に、指などを挟まないように注意してください。
l取り付け状態を十分確認してください。
取り付けが不安定な状態になっていると、走行中に脱落して思わぬ事故の原因になります。

エンジンがかからないときは
 

正しいエンジンのかけ方に従っても、エンジンがかからないときは、次のことを確認してください。 

  スターターは正常に回っているのにエンジンがかからない場合  
次の原因が考えられます。
l燃料が入っていない可能性があります。
給油してください。

l燃料を吸い込み過ぎている可能性があります。
再度、正しい手順に従って、エンジンをかけてください。

lエンジンイモビライザーシステムに異常がある可能性があります。（→ P. 26）

  スターターがゆっくり回る／室内灯・ヘッドランプが暗い／ホーンの音が小さい、または鳴らない
場合  

次の原因が考えられます。
lバッテリーあがりの可能性があります。（→ P. 134）
lバッテリーのターミナルがゆるんでいる可能性があります。

  スターターが回らない／室内灯・ヘッドランプが点灯しない／ホーンが鳴らない場合  
次の原因が考えられます。
lバッテリーのターミナルが外れている可能性があります。
lバッテリーあがりの可能性があります。（→ P. 134）
対処の方法がわからないとき、あるいは対処をしてもエンジンがかからないときは、ダイハツサービス工場にご連
絡ください。
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バッテリーがあがったときは
 

バッテリーがあがった場合、次の手順でエンジンを始動することができます。 

ブースターケーブルと12V のバッテリー付き救援車があれば、次の手順に従って、エンジンを始動さ
せることができます。
aバッテリーの+端子のカバーを外し、ブースターケーブルを次の順につなぐ
a 赤色のブースターケーブルを自車のバッテリーの＋端子につなぐ
b 赤色のブースターケーブルのもう一方の端を救援車のバッテリーの＋端子につなぐ
c 黒色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子につなぐ
d 黒色のブースターケーブルのもう一方の端を図に示す位置につなぐ

b救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約 5分間自車のバッテリーを充電する
c救援車のエンジン回転を維持したまま、エンジンスイッチを一旦“ON”にしてから自車のエンジンを
かける

d自車のエンジンが始動したら、ブースターケーブルをつないだときと逆の順で外す

エンジンがかかっても、早めにダイハツサービス工場で点検を受けてください。

知識
■バッテリーあがりのときの始動について
この車両は、押しがけによる始動はできません。

■バッテリーがあがったときは
コンピューターに記憶されている情報が消去されます。バッテリーがあがったときはダイハツサービス工場で点
検を受けてください。

■バッテリーの充電について
バッテリーの電力は、車両を使用していない間も、一部の電装品による消費や自然放電のために、少しずつ消費
されています。そのため、車両を長期間放置すると、バッテリーがあがってエンジンを始動できなくなるおそれ
があります。（バッテリーは走行中に自動で充電されます）

4

1 32

KBGR720901
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警告
■バッテリーの引火または爆発を防ぐために
救援車のバッテリーから発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれがあり危険ですので、火や火花が発生し
ないよう、次のことをお守りください。
lブースターケーブルは正しい端子または接続箇所以外に誤って接触させない
l＋端子に接続したブースターケーブルの先を付近のブラケットや未塗装の金属部に接触させない
lブースターケーブルは＋側と－側の端子を絶対に接触させない
lバッテリー付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない
lバッテリーの液量がバッテリー側面に表示されている下限（LOWER LEVEL）以下になったまま使用または
充電をしない

■バッテリーの取り扱いについて
バッテリー内には有毒で腐食性のある酸性の電解液が入っており、また関連部品には鉛または鉛の混合物を含ん
でいるので、取り扱いに関し、次のことを必ずお守りください。
lバッテリーを取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）が皮膚・衣服・車体に付着しないようにする
l必要以上、顔や頭などをバッテリーに近付けない
l誤ってバッテリー液が体に付着したり目に入ったりした場合、ただちに大量の水で洗い、すぐに医師の診察を
受ける
また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや布を患部に当てておく

l誤ってバッテリー液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察を受ける
lバッテリーや周辺部品の取り扱い後は手を洗う
lお子さまをバッテリーに近付けない

■バッテリーを固定する金具やバッテリー端子のナットを外したあとは
確実に締め付けてください。走行中にゆるんで外れると、ショートの原因となり、火災につながるおそれがあり
危険です。

■お車の損傷を防ぐために
車両を押したり、引いたりして始動させないでください。
触媒コンバーターが過熱し、火災の原因になるおそれがあります。

注意
■バッテリーあがりを防止するために

lエンジンがかかっていないときは、ランプやエアコンの電源を切ってください。
l渋滞などで長時間止まっているときは、不必要な電装品の電源を切ってください。

■バッテリーを交換するとき
装着されているバッテリーは、eco IDLE 専用品です。
同等の性能のものと交換してください。
適切なバッテリーをご使用いただかない場合、バッテリーの早期劣化や、最悪の場合にはエンジンが再始動しな
くなるおそれがあります。
詳しくはダイハツサービス工場にご相談ください。

■バッテリーの取り扱いについて
バッテリーの端子から直接電装品の電源を取らないでください。eco IDLE によるアイドリングストップが正常
に作動しなくなります。

■ブースターケーブルの取り扱いについて
ブースターケーブルを接続したり、取り外すときは、冷却ファンやベルトに巻き込まれないように十分注意して
ください。
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オーバーヒートしたときは
 

次のような場合は、オーバーヒートの可能性があります。
l水温計（→ P. 32）の針がレッドゾーンに入った
lエンジンの出力が低下した（スピードが出ないなど）
lエンジンルームから蒸気が出る 
 

  対処方法  
■ 水温計の針がレッドゾーンに入ったとき
a安全な場所に停車し、エアコンをOFFにしてから、エンジンを停止する
b蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認してから、注意してボンネットとエンジン点検口を開ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットとエンジン点検口を開ける

 

cエンジンが十分に冷えてから、ラジエーターコ
ア部（放熱部）やホースなどからの冷却水漏れ
を点検する

a ファン
b ラジエーター
多量の冷却水漏れがある場合は、ただちにダイハツ
サービス工場に連絡してください。

 
 

d冷却水の量がリザーバータンクの“FULL”（上
限）と“LOW”（下限）の間にあるかを点検する

a リザーバータンク
b“FULL”（上限）
c“LOW”（下限）
d ラジエーターキャップ

 
 

e冷却水が不足している場合は、冷却水を補給す
る
冷却水がない場合は、応急措置として水を補給してく
ださい。

 

fエンジンを始動し、エアコンを作動させてラジエーター冷却用のファンが作動しているか、および
ラジエーターコアやホースなどから冷却水漏れがないことを再度確認する
エンジンが冷えた状態での始動直後は、エアコンを ON にすることでファンが作動します。ファンの音や風で確
認してください。わかりにくいときは、エアコンのON・OFF を繰り返してください。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが作動しないことがあります）

1

2
KBGR721001

2
1

4

3

KBGR721002

KBGR721003
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gファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止し、ダイハツサービス工場に連絡する
ファンが作動している場合：
最寄りのダイハツサービス工場で点検を受ける

知識
■冷却水の補給について
冷却水の量が LOW（下限）以下になった場合は、冷却水の補給後にエア抜きが必要となるため、ダイハツサー
ビス工場で点検を受けてください。

警告
■処置を行う前に
水温が高いときは、ラジエーターキャップを外さないでください。冷却水の圧力がラジエーターキャップにか
かっているので、蒸気や熱湯が吹き出し、やけどなど重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

■エンジンルーム点検中の事故やけがを防ぐために
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの重大な傷害を受けるおそれがあります。
lエンジンルームから蒸気が出ている場合は、蒸気が出なくなるまでボンネットとエンジン点検口を開けないで
ください。エンジンルーム内が高温になっています。

l手や着衣（特にネクタイ・スカーフ・マフラーなど）をファンやベルトから離してください。手や着衣が巻き
込まれ、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

lボンネット（→ P. 102）・エンジン点検口（→ P. 101）の注意事項も併せてお読みください。
lエンジンおよびラジエーターが熱い場合はラジエーターキャップおよび冷却水リザーバータンクのキャップ
を開けないでください。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって吹き出すおそれがあります。

注意
■冷却水を入れるとき
エンジンが十分に冷えてから入れてください。
冷却水はゆっくり入れてください。
エンジンが熱いときに急に冷たい冷却水を入れると、エンジンが損傷するおそれがあります。

■冷却系統の故障を防ぐために
次のことをお守りください。
l異物（砂やほこりなど）を冷却水に混入させない
l市販の冷却水用添加剤を使用しない
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スタックしたときは
 

ぬかるみや砂地・雪道などでタイヤが空転したり埋まり込んで動けなくなったときは次の方法を試
みてください。 

aパーキングブレーキをかけ、シフトレバーをオートマチックトランスミッション車は P、マニュア
ルトランスミッション車はNにして、エンジンを停止する

bタイヤ前後の土や雪を取り除く
cタイヤの下に木や石などをあてがう
dエンジンを再始動する
e4WD車は、センターデフロックスイッチをONにする（→ P. 89）
fシフトレバーをオートマチックトランスミッション車はDまたはR、マニュアルトランスミッション
車は 1速またはRに確実に入れ、注意しながらアクセルを踏む
VSC・TRCの作動で脱出しにくいときは、TRCまたはVSC・TRCを停止してください。（→ P. 90）

警告
■脱出するとき
前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車・ものまたは人との衝突を避けるため周囲に何もな
いことを確認してください。
スタックから脱出するとき、お車が前方または後方に飛び出すおそれがありますので、特に注意してください。

■シフトレバーを操作するとき
アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。
お車が急発進したり、トランスミッションなどに重要な損傷を与えるなどして思わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。

■トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために
lアクセルペダルを過度に踏んで空ぶかししたり、タイヤを空転させないでください。トランスミッションなど
を損傷し、思わぬ事故につながるおそれがあります。

lタイヤを高速で回転させないでください。タイヤが破裂したり、異常過熱するため思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

注意
上記の方法で脱出できなかった場合、けん引による救援が必要です。
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8-1. 仕様一覧
メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）
 

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されます。
お車には、最も適した弊社純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」といいます）のご使用をおすす
めします。
指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものを使用してください。

 

  燃料  

  エンジンオイル  

※ エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖機後に停止し、5 分以
上経過してからレベルゲージで行ってください。

■ 指定エンジンオイル
API 規格 SN PLUS/RC、SN/RCか、ILSAC規格に合致したオイルをおすすめします。なお、ILSAC
規格合格油の缶には ILSAC CERTIFICATION（イルサックサーティフィケーション）マークがつい
ています。
 

aAPI マーク
b ILSAC CERTIFICATION マーク

 

■ エンジンオイル推奨粘度
 

次の図に基づき、外気温に適した粘度のものを使
用してください。

 

指定燃料 容量［L］（参考値）

無鉛レギュラーガソリン
無鉛プレミアムガソリン 43

指定銘柄
容量［L］（参考値※）

オイルのみ交換 オイルと
オイルフィルター交換

推奨：アミックス EXTRA 0W-20 3.3 3.5

KBSI910105

KBGR810102
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オイル粘度について：
l0W-20 の 0W は、低温時のエンジン始動特性を示しています。Wの前の数値が小さいほど冬場や
寒冷時のエンジン始動が容易になります。

l0W-20の 20は、高温時の粘度特性を示しています。
粘度の高い（数値が大きい）オイルは高速または重負荷走行に適しています。

  ラジエーター  

  オートマチックトランスミッション★  

※ 容量は参考値です。交換が必要な際はダイハツサービス工場にご相談ください。

  トランスファー（オートマチックトランスミッション車の 4WD車）  

  マニュアルトランスミッション＆トランスファー
（マニュアルトランスミッション車）  

  ディファレンシャル  

  ファンベルト  
自動調整式のため点検不要です。

指定銘柄 トランス
ミッション リヤヒーター 容量［L］

（参考値）

アミックスロングライフクーラント（高
防錆力タイプ）
凍結保証温度
  濃度 30%     － 12 ℃
  濃度 50%     － 35 ℃

マニュアル
あり 8.0

なし 7.0

オートマチック
あり 8.2

なし 7.2

指定銘柄
容量［L］
（参考値※）

アミックス ATF D3-SP 4.38

指定銘柄（推奨粘度） 容量［L］（参考値）

アミックストランスミッション
ギヤオイル（API GL-4 SAE 75W-80） 1.6

指定銘柄（推奨粘度） 駆動方式 容量［L］
（参考値）

アミックストランスミッション
ギヤオイル（API GL-4 SAE 75W-80）

2WD車（後輪駆動） 1.1

4WD車（4輪駆動） 2.4

指定銘柄（推奨粘度） 項目 容量［L］
（参考値）

アミックスハイポイド
ギヤオイル（API GL-5 SAE 90）

フロント（4WD車） 0.47

リヤ 2.35

Gran_Max_slim_OM_BZ414.book  141 ページ  ２０２５年２月２５日　火曜日　午前１０時８分



142

Gran_Max_slim_OM_BZ414

  ブレーキ  
■ ブレーキフルード

■ ブレーキペダル

※ エンジン回転時に 294 N（30 kgf）の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値
■ パーキングブレーキ

※ ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（“カチッ”という音）のことです。

  クラッチ（マニュアルトランスミッション車）  
■ クラッチフルード

■ クラッチペダル

※ クラッチが切れた位置からクラッチペダルを床いっぱいまで踏み込んだ位置までの動き量

  バッテリー  

  ウォッシャータンク  

指定銘柄

アミックスブレーキフルード（DOT3相当）

項目 基準値［mm］

遊び 0.5 ～ 2

踏み込んだときの床板とのすき間※ 124

項目 基準値（回数）

引きしろ
操作力 196N（20kgf）のときのノッチ※数

9～ 12

指定銘柄

アミックスブレーキフルード（DOT3相当）

項目 基準値［mm］

遊び 3～ 20

踏み込んだときの床板とのすき間※ 20以上

型式

N-55R

容量［L］（参考値）

2.0
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  タイヤ・ホイール  

  電球（バルブ）  

※ 表に記載のないランプは LEDを採用しています。

  車両仕様  

タイヤサイズ ホイールサ
イズ 積載状態

タイヤが冷えている
ときの空気圧
kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

165/80R14 97/95Q LT 14×5J
軽積載時 220（2.2） 260（2.6）

定積載時 220（2.2） 450（4.5）

電球 W（ワット）数

車外

フロント方向指示／非常点滅灯 21

リヤ方向指示／非常点滅灯 21

後退灯 16

番号灯 5

車内
ルームランプ 8

ラゲージルームランプ 8

型式 エンジン 駆動方式

S403V
2NR-VE（ガソリン）

2WD車（後輪駆動）

S413V 4WD車（4輪駆動）
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8-2. カスタマイズ機能
カスタマイズ機能一覧
 

お車に装備されている各種の機能は、ご希望に合わせてダイハツサービス工場で作動内容を変更す
ることができます。
機能によっては、他の機能と連動して設定が変わるものもあります。詳しくはダイハツサービス工場へお問い
合わせください。

 

  カスタマイズ設定一覧  
■ ワイヤレスドアロック

■ 衝突警報機能（→ P. 66）

■ 車線逸脱警報機能（→ P. 76）

■ 先行車発進お知らせ機能（→ P. 78）

■ コーナーセンサー（→ P. 85）

機能の内容 初期設定 変更後

作動の合図（非常点滅灯） あり なし

解錠後、ドアを開けなかったときの自動
施錠までの時間 30秒

60 秒

120秒

機能の内容 初期設定 変更後

衝突警報機能の警報タイミング 標準
早い

遅い

機能の内容 初期設定 変更後

車線逸脱警報機能の警報タイミング 標準 早い

車線逸脱警報機能の警報ブザー（音量） 大きい 小さい

機能の内容 初期設定 変更後

先行車発進お知らせ機能の作動 あり なし

先行車発進お知らせ機能の発進告知タイ
ミング 遅い

標準

早い

先行車発進お知らせ機能の
警報ブザー（音量） 大きい 小さい

機能の内容 初期設定 変更後

コーナーセンサーのブザー（音量） レベル 2
レベル1

レベル3
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■ ランプ（→ P. 52）

■ メーター

■ イルミネーション

■ フロントワイパー（→ P. 57）

■ リヤワイパー＆ウォッシャー（→ P. 58）

■ 方向指示レバー（→ P. 51）

機能の内容 初期設定 変更後

ランプ消し忘れ防止機能 エンジンスイッチと連動 運転席ドアと連動

機能の内容 初期設定 変更後

メーター照明が夜照度になる感度 0 － 2～ 2

機能の内容 初期設定 変更後

ドア開閉後に点灯している室内灯が自動
で消灯する時間 15秒

OFF

7.5 秒

30 秒

室内灯が自動で消灯する する しない

エンジンスイッチ“OFF”後の室内灯自動
点灯機能 あり なし

機能の内容 初期設定 変更後

車速感応間欠作動機能 する しない

機能の内容 初期設定 変更後

リバース連動機能 する しない

間欠作動時間の調整 標準
早い

遅い

間欠作動開始時に4秒間の低速作動 する しない

リヤウォッシャー連動機能 しない する

機能の内容 初期設定 変更後

レバーを途中まで動かしたときの 3回点
滅する機能 する しない

逆方向にレバーを操作して点滅を中止さ
せるときの、逆方向の 3回点滅が始まる
までのレバー保持時間

レベル 2 レベル1～ 4

右左折後に消灯させるハンドルの角度調
整 レベル 3 レベル1～ 9
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